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はじめに

改訂日：2014 年 4 月

こ こでは、『Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center 
WBS29』の目的、対象読者、組織、および表記法について説明し、また、新機能と関連資料の取得方
法について説明します。 

こ こでは、次の内容について説明します。

• 全般的な機能（1 ページ）

• 対象読者と用途（1 ページ）

• Cisco WebEx の機能と重要事項（2 ページ）

• 前提条件（4 ページ）

• ガイ ドの構成（5 ページ）

• 関連資料（6 ページ）

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート （7 ページ）

全般的な機能
このマニュアルでは、Cisco WebEx と  Cisco TelePresence の相互運用性を実現する  Cisco 
TelePresence アプ リ ケーシ ョ ンの設定方法について説明します。『Cisco WebEx Enabled 
TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29』では、Cisco TelePresence 
System（CTS）、Cisco TelePresence Server または MCU マルチポイン ト会議、Cisco TMS、
Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）、Cisco Video Communication Server
（VCS）、および Cisco WebEx Meeting Center. 間でスケジュールされた会議の相互運用性を管理お
よび監視する方法について説明します。

対象読者と用途
『Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29』は、
TelePresence Server、MCU、Cisco TMS、Cisco VCS、または Cisco Unified CM を設定して 
Cisco TelePresence 会議で Cisco WebEx 機能を使用する管理者を対象と しています。
1
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はじめに
Cisco WebEx の機能と重要事項
こ こでは、次の機能情報について説明します。

• サポート される機能（2 ページ）

• 機能の制約事項（4 ページ）

サポート される機能

Cisco WebEx Enabled TelePresence は次の主要な機能を提供します。

• WebEx ク ラ イアン ト と  TelePresence エンドポイン ト の間の 大 720p 画面解像度での双方向
ビデオ共有

• 音声とプレゼンテーシ ョ ンの統合共有（会議に参加するすべてのユーザのアプ リ ケーシ ョ ン
およびデスク ト ップ コンテンツの共有機能を含む）

• TelePresence Management Suite（Cisco TMS）を使用した統合会議スケジュール（これによ り、
ユーザは Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議を容易にスケジュールできます）

• Cisco VCS Expressway が提供する メディア暗号化によって実現される安全なコール制御お
よび接続

• サードパーテ ィの TelePresence エンドポイン ト との相互運用性

表 1 に、Cisco WebEx Enabled TelePresence の機能を示します。

表 1 Cisco WebEx Enabled TelePresence の機能

サポート される機能 説明

音声 CTS 参加者は、G.711 を使用する  Cisco WebEx 会議参加者との間で双方向音声機能を使用でき
ます。 

コ メン ト Cisco WebEx 側からはプレゼンテーシ ョ ン音声は送信されません。

ホス ト  すべての Cisco TelePresence の参加者と会議の主催者はデフォル ト のホス ト になる こ とがで
きます。MCU/TelePresence Server は、すべての TelePresence 参加者を接続するため会議開始時
に自動的にダイヤルインします。会議主催者が WebEx で参加していない場合は、
MCU/TelePresence Server がホス ト にな り ます。会議主催者がスケジュールされた開始時刻よ
り も前に会議に参加する と、その主催者がホス ト にな り ます。
2
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はじめに
スケジューリング Cisco TMS、WebEx and TelePresence Integration to Outlook、Smart Scheduler、または WebEx 
Scheduling Mailbox を使用して、WebEx での Cisco TelePresence 会議をスケジュールします。ス
ケジュールされている  Cisco TelePresence エンドポイン ト から ワンボタン機能（OBTP）を使用
するか、または Cisco TMS の自動接続機能を使用して会議を開始する と、会議の開始時刻にス
ケジュール済みエンドポイン ト がすべて接続されます。

WebEx ホス トである場合は、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議の WebEx 部分を予定時刻よ
り も早く開始できます。WebEx 参加者がホス ト よ り も前に WebEx 会議に参加しよ う とする と、
会議はまだ開始されておらず、スケジュールされている開始時刻または WebEx ホス トが参加す
るまで待機する必要があるこ とを示すメ ッセージが、この参加者に対して表示されます。

コ メン ト Cisco WebEx Enabled TelePresence の相互運用性は、スケジュール済み会議でのみサ
ポー ト されています。スケジュールされていない TelePresence 参加者は、Cisco 
WebEx Enabled TelePresence 会議に参加するには、会議（MCU/TelePresence Server）
ブ リ ッジに手動でダイヤルインする必要があ り ます。会議主催者は、会議をスケ
ジュールする と きにビデオ ダイヤルイン参加者のためにポート を予約できます。 

会議のスケジュールについては、『Cisco TelePresence Management Suite Administrator Guide』を
参照して ください。

共有 Cisco TelePresence ユーザは、TelePresence エンドポイン ト のビデオ ディ スプレイ  ケーブルを
各自のコンピュータに接続する こ とで、プレゼンテーシ ョ ンを共有できます。サポート される
ビデオ ディ スプレイ  インターフェイスは、VGA、DVI、HDMI、DisplayPort、および Mini 
DisplayPort などです。

Cisco WebEx Meeting Center ク ラ イアン トは、デス ク ト ップまたは選択されたアプ リ ケーシ ョ
ンを共有できます。エン ドポイン ト では、Cisco WebEx プレゼンテーシ ョ ンを解像度 1024 X 
768 （XGA）で表示および共有します。

エン ドポイン ト で送信可能な解像度は、エン ドポイン ト のモデルに応じて異な り ますが、
TelePresence Server/MCU はプレゼンテーシ ョ ンを ト ランスコード し、解像度 1024x768 で 
WebEx ク ラ ウ ドに送信します。

コ メン ト ビデオ ディ スプレイ  ケーブルを共有している  Cisco TelePresence ユーザはビデオ 
ディ スプレイ  ケーブルを接続する前に、ラ ップ ト ップの Cisco WebEx Meeting 
Center ク ラ イアン ト を終了する必要があ り ます。終了しない場合は、ウ ィ ン ド ウの
カスケード効果が発生する可能性があ り ます。詳細については、第 12 章
「Cisco WebEx ビデオ表示ウ ィ ン ド ウの管理」を参照して ください。

双方向ビデオ ビデオ品質は、Cisco TelePresence エンドポイン ト から  Cisco WebEx と、Cisco WebEx から  
Cisco TelePresence エンドポイン ト の送信ベス ト  エフォー ト です。 

会議の CTS 参加者のビデオは、Cisco WebEx ネッ ト ワークに転送され、そこで他の 
Cisco WebEx 参加者と と もに Cisco WebEx 参加者に表示されます。ラ イブ ビデオは、 低でも  
Common Intermediate Format（CIF）フォーマッ ト （毎秒 30 フレーム）、約 300-450 kbps（ 大 
720p）で送信できます。

Cisco WebEx ク ラ イアン ト のプレゼンテーシ ョ ンは、CTS の機能に応じて、ローカルの CTS プ
ロジェ ク タ、プレゼンテーシ ョ ン  ディ スプレイ、または Presentation-In-Picture（PiP）に表示さ
れます。 

コ メン ト すべての Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議では、Cisco TelePresence Server ま
たは MCU を使用する必要があ り ます。 

表 1 Cisco WebEx Enabled TelePresence の機能

サポート される機能 説明
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はじめに
機能の制約事項

Cisco WebEx Enabled TelePresence のすべての制約事項と既知の問題の リ ス ト については、Cisco 
WebEx Enabled TelePresence の リ リース  ノー ト を参照して ください。

前提条件
表 2 に、Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能の前提条件を示します。

表 2 Cisco WebEx と  Cisco TelePresence System の前提条件

要件 説明

Cisco TelePresence Management 

Suite（Cisco TMS）
Cisco TMS は、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールするために
必要です。

リ リース  14.3.1 以降が必要です（ リ リース  14.3 以降は、Cisco TelePresence Server 
による  TSP 音声のサポート にも必要です）。

Cisco TelePresence Management 
Suite Extension for Microsoft 

Exchange（Cisco TMSXE）

Cisco TMSXE は、WebEx Productivity Tools プラグインまたは WebEx Scheduling 
Mailbox を使用して Microsoft Outlook で Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議を
スケジュールするために必要です。

リ リース  3.1 以降が必要です。

Cisco TelePresence Management 
Suite Provisioning Extension

（Cisco TMSPE）

Cisco TMSPE は、Smart Scheduler を使用して Cisco WebEx Enabled TelePresence 会
議をスケジュールするために必要です。

リ リース  1.1 以降が必要です。

コ メン ト Smart Scheduler を使用する際に、TMS プロビジ ョ ニング  オプシ ョ ン  
キーは必要あ り ません。

Cisco TelePresence Video 

Communication Server（VCS）
コール制御ソ リ ューシ ョ ン と して VCS Control および Expressway が必要です。

リ リース  X7.2.2 以降が必要です。

注意 VCS Expressway X7.2.2 のスタテ ィ ッ ク  NAT を使用しているお客様は、
X8.1 にアップグレード しないこ と を強く推奨します。VCS Expressway 
X8.1 が SDP のメディア  パーツにイーサネッ ト  2 IP アド レスを使用す
るため、コールのメディア  パーツが失敗します。すでに X8.1 でスタ
テ ィ ッ ク  NAT を使用している場合は、第 5 章「VCS Expressway X8.1 の
暗号化の問題と回避策」の推奨回避策を参照して ください。

Cisco Unified Communications 

Manager（Unified CM）
Unified CM は、Unified CM に登録されているエンドポイン ト と合わせて展開する場
合に VCS と と もに使用可能な、オプシ ョ ンのコール制御ソ リ ューシ ョ ンです。

リ リース  8.6.2 以降が必要です9.1.1 が推奨されています。

Cisco TelePresence Server TelePresence Server は、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議の会議ブ リ ッジと
して使用できます。

リ リース  3.0 以降が必要です。サードパーテ ィの相互運用キーを持つリ リース  3.1 
以降は、TSP 音声のサポート に必要です。
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はじめに
ガイドの構成
Cisco WebEx Enabled TelePresence の設定と使用法に関する情報は、次の章に記載されています。

• 第 1 章「Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について」

• 第 2 章「初回設定チェ ッ ク リ ス ト 」

• 第 3 章「Cisco MCU および TelePresence Server の設定」

• 第 4 章「コール制御の設定」

• 第 5 章「Cisco VCS Expressway の証明書の設定」

• 第 6 章「Cisco TelePresence Management Suite の設定」

• 第 7 章「Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange の設定」

• 第 8 章「Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension の設定」

• 第 9 章「音声の設定」

Cisco TelePresence MCU Cisco TelePresence MCU は、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議の会議ブ リ ッ
ジと して使用できます。

リ リース  4.4 以降が必要です。

プロビジ ョ ニング：Cisco 
TelePresence と  Cisco WebEx

1. Cisco WebEx Meeting Center サイ トは、 新サービス  パッ クが適用された 
T28.10 以降の リ リースで稼働している必要があ り ます。

2. Cisco WebEx サイ トは Cisco TelePresence Integration をサポートするよ うに設
定する必要があ り ます。詳細については、第 10 章「Cisco WebEx Site 
Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合」を参照して ください。

サポート されるエン ドポイン ト TelePresence Server や MCU でサポート されるエン ドポイン トは、Cisco WebEx 
Enabled TelePresence 会議に参加できます。

アカウン ト の検証：会議のスケ
ジュール担当者の Cisco WebEx 
アカウン ト 。

Cisco TMS での Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする各
ユーザは、WebEx サイ ト上のホス ト アカウン ト を持っている必要があ り ます。 

1. WebEx アカウン ト のユーザ名とパスワードを、スケジュール設定に使用する  
WebEx サイ ト と共に、Cisco TMS の各会議スケジュール担当者のユーザ プロ
ファ イルに追加する必要があ り ます。 

2. Cisco TMS は、認証済み Cisco WebEx アカウン ト所有者を検証します。 

コ メン ト TMS でシングルサインオン（SSO）が設定されている場合は、WebEx パ
スワードは必要あ り ません。詳細については、第 6 章
「Cisco TelePresence Management Suite の設定」を参照して ください。

帯域幅と  CPU 性能： 適なビデ
オ品質と、Cisco WebEx と  Cisco 
TelePresence ネッ ト ワークの統
合のための推奨事項。

MCU/TelePresence Server と  WebEx の間のネッ ト ワーク帯域幅は上り  1.1 Mbps 以
上である必要があ り ます。たとえば、5 つの同時 Cisco WebEx コールが予想される
場合は、帯域幅が 1.1 Mbps のインスタンスが 5 つ必要です。 

推奨される  CPU 性能（実行するアプ リ ケーシ ョ ンに応じて異なる）は、デュアル 
コア  CPU 2.5 GHz、および 2 GB 以上の実行メモ リ です。

Cisco WebEx ク ラ イアン ト の リ
ソース要件：会議ご とに必要な
リ ソースの割り当て

詳細な要件については、『Cisco WebEx Enabled TelePresence release notes』を参照し
て ください。

表 2 Cisco WebEx と  Cisco TelePresence System の前提条件

要件 説明
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はじめに
• 第 10 章「Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合」

• 第 11 章「Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール」

• 第 12 章「 ト ラブルシューテ ィ ング」

関連資料

関連項目 ドキュ メン ト  リンク

Cisco TelePresence のマニュアル

Cisco TelePresence Management Suite • Cisco TelePresence Management Suite

Cisco TelePresence Video Communication Server

（VCS）

• Cisco TelePresence Video Communication Server

Cisco Unified Communications Manager（Unified 
CM）

• Cisco Unified Communications Manager

Cisco TelePresence Server • Cisco TelePresence Server

Cisco TelePresence MCU • MCU 5300 Series

• MCU 4501 Series

• MCU 4500 Series

• MCU 4200 Series

• MCU MSE Series

Cisco WebEx のマニュアル

Cisco WebEx 会議機能の使用方法に関する情報。 • Cisco WebEx サイ ト  ホームページに移動します。

• Cisco WebEx Meeting Center アカウン ト にログインし、左側のナ
ビゲーシ ョ ン  ペインで [サポート （Support）] > [ユーザ ガイ ド
（User Guides）] の順にク リ ッ ク します。

Cisco TelePresence Integration オプシ ョ ンの指
定と  Cisco WebEx サイ ト の管理。 

• Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の
統合 を参照してください。

Cisco WebEx Enabled TelePresence のマニュアル

会議主催者を対象と した WebEx Enabled 
TelePresence 会議のスケジュール方法に関す
る情報

• http://www.cisco.com/en/US/products/ps11338/products_user_guide_
list.html
6
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はじめに
マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート 、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照して ください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フ ィード と して購読できます。また、リーダー 
アプリ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配信されるよ うに設定するこ と も
できます。RSS フ ィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージ ョ ン  2.0 をサポート して
います。 
7
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OL-21352-02-J
C H A P T E R 1

Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能につ
いて

改訂日：2014 年 8 月

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence ソ リ ューシ ョ ンの概要を示します。次のよ う な構
成になっています。

• Cisco WebEx Enabled TelePresence エクスペリエンス（1-1 ページ）

• Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について（1-6 ページ）

• Cisco WebEx Enabled TelePresence スケジュールの流れについて（1-10 ページ）

• Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて（1-16 ページ）

Cisco WebEx Enabled TelePresence エクスペリエンス
こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議エクスペリエンスに関する次の情報を説明し
ます。

• 会議のスケジュール（1-1 ページ）

• 会議の開始/会議への参加（1-2 ページ）

• Cisco TelePresence 会議エクスペリエンス（1-2 ページ）

• Cisco WebEx 会議エクスペリ エンス（1-2 ページ）

会議のスケジュール

会議主催者は、Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook、Cisco Smart Scheduler、Cisco 
TelePresence Management Suite（Cisco TMS）、または Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用して
会議をスケジュールできます。

さ まざまなスケジュール オプシ ョ ンを使用した会議のスケジューリ ング方法の詳細について
は、第 11 章「Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール」を参照して ください。
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第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence エクスペリエンス
会議の開始/会議への参加

会議は、以下の方法で開始されます。 

• 会議のスケジュールされた開始時刻に、MCU/TelePresence Server が WebEx にコールします。

– WebEx ホス ト が会議に参加していない場合、MCU/TelePresence Server がデフォル ト の 
WebEx ホス ト にな り ます。

– WebEx ホス ト が会議のスケジュールされた開始時刻よ り も前に参加する場合、そのホス
ト が WebEx ホス ト にな り ます。

• TelePresence 参加者が会議に参加します。 

– 自動接続を使用してスケジュールされた会議の場合、Cisco TMS はサポート されている
各エンドポイン ト にダイヤルして接続します。

– ワンボタン機能（OBTP）を使用してスケジュールされた会議の場合、OBTP に対応したエ
ンドポイン ト を使用する参加者が、エンドポイン トのボタンを押して会議に参加します。

– 自動接続と  OBTP のいずれもサポート されていないエンドポイン ト を使用する参加者
は、会議への招待状に リ ス ト されているビデオ ダイヤルイン番号をダイヤルして会議に
参加します。

• WebEx 参加者は、会議への招待状にある リ ンクを使用して会議に参加します。

Cisco TelePresence 会議エクスペリエンス

Cisco TelePresence 会議で Cisco WebEx ブ リ ッジ機能を設定および管理するには、Cisco TMS を使
用します。会議中、TelePresence 参加者には WebEx 参加者と  TelePresence 参加者の両方のビデオ
が表示されます。

Cisco WebEx のブ リ ッジ機能によ り、Cisco TelePresence MCU または Cisco TelePresence Server の
マルチポイン ト会議と、Cisco WebEx 会議サーバが統合されます。Cisco TelePresence 発信者はワ
ンボタン機能（OBTP）または自動接続テク ノ ロジーを使用して会議に接続します。
MCU/TelePresence Server は会議の開始時刻に接続し、Cisco WebEx 会議に自動的に接続し、2 つ
の会議に参加します。Cisco WebEx との接続時に、Cisco TelePresence プレゼンテーシ ョ ン画面に
ウェルカム  ページが表示されます。 

プレゼンテーシ ョ ンを共有する場合、TelePresence ユーザはビデオ ディ スプレイのケーブルをコ
ンピュータに接続し、（必要な場合は）ボタンを押して、TelePresence 参加者および WebEx 参加者
とのプレゼンテーシ ョ ン共有を開始します。Cisco TelePresence システムで現在発言中の参加者
のビデオが、Cisco WebEx Web ク ラ イアン ト にス ト リー ミ ング配信されます。 

Cisco WebEx 会議エクスペリエンス

リモート参加者は Cisco WebEx Meeting Center の Web やモバイル ク ラ イアン ト * にログインする
こ とで、Cisco WebEx ミーティングに参加します。Cisco TelePresence エンドポイン ト と共有するコ
ンテンツが Cisco WebEx Meeting Center ク ラ イアン トに自動的に表示され、Cisco WebEx 参加者は各
自のデスク ト ップまたはアプリ ケーシ ョ ンを Cisco TelePresence エンドポイン ト と共有できます。
Cisco WebEx ユーザに対し、現在発言中の Cisco TelePresence 参加者または WebEx 参加者のライブ 
ビデオが表示されます。WebEx 参加者は全画面ビューにして、WebEx と  TelePresence の他のすべて
の会議参加者を見るこ とができます。全画面モードのと き、WebEx 参加者は、ビデオをオンにして
いるすべての WebEx 参加者を確認できます。全画面モード中、参加者は、TelePresence 参加者が発
言者のと きに TelePresence から送信されたビデオを視聴できます。Cisco WebEx ユーザには、すべ
ての Cisco WebEx 会議参加者の統合リ ス ト も表示されます。WebEx 注釈機能がサポート されてい
1-2
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence エクスペリエンス
ます。WebEx 参加者は標準的な WebEx Meeting Center ク ラ イアン ト注釈ツールを使って注釈を付
けるこ とができ、WebEx 参加者と  TelePresence 参加者はどちら も注釈を見るこ とができます。ただ
し、TelePresence 参加者は注釈ツールを使用できません。

WebEx の 初の参加者が加わる と、「TelePresence システム（TelePresence systems）」が WebEx 参
加者リ ス ト （図 1-1（1-4 ページ））と全画面ビューの WebEx 参加者の行（図 1-2（1-5 ページ））に表
示されます。これは、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議である こ と を示します。個々の 
TelePresence ユーザは、WebEx 参加者リ ス ト には表示されません。代わりに「TelePresence システ
ム（TelePresence systems）」とだけ リ ス ト されます。また、TelePresence 参加者が発言中になる と、
発言中の参加者のウ ィ ン ド ウにこれが表示されます。

Cisco WebEx 参加者がプレゼンテーシ ョ ンを  TelePresence 参加者と共有するには、以下の操作を
行う必要があ り ます。

1. Cisco WebEx Web ク ラ イアン ト にラ ップ ト ップから ログインします。

2. ボールを取得するか、WebEx ホス ト からプレゼンターと して指定されるよ うにします。

3. アプ リ ケーシ ョ ンまたはデスク ト ップの共有を開始します。 

* サポート されているモバイル ク ラ イアン ト の リ ス ト については、Cisco WebEx Enabled TelePresence リ リース  
ノー ト を参照して ください。

プレゼンテーション共有に推奨される画面解像度

プレゼンテーシ ョ ン中に全画面ビューを使用するには、コンピュータを  4：3 の縦横比の画面解
像度に設定する こ と を推奨します。推奨される画面解像度は次のとおりです。

• 1024 X 768

• 1152 X 864

• 1280 X 1024

• 1600 X 1200

ボールの受け渡し

WebEx ユーザは、ボールを受け取り、プレゼンテーシ ョ ンする内容を選択する こ とで、プレゼン
テーシ ョ ンを共有します。WebEx サイ ト で参加者がボールを受け取る こ とができないよ うに設
定されている場合、WebEx ホス ト が WebEx 参加者にボールを渡す必要があ り ます。あるいは、参
加者がホス ト  キーを使用して新しいホス ト になる こ とができます。新しいホス トは、プレゼン
テーシ ョ ンを行う ためにプレゼンター ボールを自分自身に割り当てる こ とができます。
Cisco WebEx 会議機能の使用の詳細については、Cisco WebEx Meeting Center アカウン ト にログ
インし、左側のナビゲーシ ョ ン  ペインで [サポート （Support）] をク リ ッ ク して ください。

WebEx での会議の表示

WebEx Meeting Center Web ク ラ イアン ト （Windows または Mac）を使用して会議に参加する際に、
会議を体験する方法と して 2 つの基本的な方法があ り ます。

• デフォル ト  ビュー（1-4 ページ）

• 全画面ビュー（1-4 ページ）
1-3
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence エクスペリエンス
デフォルト  ビュー

会議にログインする と、WebEx ク ラ イアン ト にデフォル ト  ビューが表示されます（図 1-1 を参
照）。デフォル ト  ビューでは、ビデオ ウ ィ ン ド ウ と参加者リ ス ト が右側に表示され、共有するプ
レゼンテーシ ョ ンが左側に表示されます。ビデオ ウ ィ ン ド ウには、現在発言中の参加者
（TelePresence または WebEx）が表示されます。 

図 1-1 Cisco WebEx 会議：デフォルト  ビュー

全画面ビュー

全画面ビューでは、ウ ィ ン ド ウ上部に発言中の参加者の大きな画像が表示され、ウ ィ ン ド ウ下部
に WebEx 参加者が表示されます（図 1-2 を参照）。全画面モードではプレゼンテーシ ョ ンは表示
されません。

全画面モードに切り替えるには、デフォルト  ビューのビデオ ウ ィ ンド ウで [全画面（Full Screen）] 
ボタンをク リ ッ ク します。

発言中の参加者のウ ィ ン ド ウにその他の TelePresence 参加者が表示されるよ うに、Cisco 
TelePresence Server または MCU を設定できます。TelePresence Server でデフォル ト で有効なアク
テ ィブ プレゼンスの例については、図 1-3 を参照して ください。MCU は全画面レイアウ ト を送
信します。
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図 1-2 Cisco WebEx 会議：全画面ビュー
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について
図 1-3 Cisco WebEx 会議：アクテ ィブ プレゼンス モードの Cisco TelePresence Server 全画面表示

Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について
Cisco WebEx Enabled TelePresence には、3 つのネッ ト ワーク  ト ポロジが考えられます。

• SIP ビデオ、プレゼンテーシ ョ ン、音声（1-6 ページ）

• SIP ビデオ、プレゼンテーシ ョ ン、PSTN 音声（1-7 ページ）：

– Unified CM 登録ゲート ウェ イを使用する

– Cisco VCS Control 登録ゲート ウェイを使用する

SIP ビデオ、プレゼンテーション、音声

WebEx は WebEx Audio を使用して展開されます。WebEx ク ラ ウ ドへの（または WebEx ク ラ ウ ド
からの）メ イン  ビデオ、コンテンツ、音声は、顧客サイ ト の Cisco VCS Expressway と  WebEx ク ラ
ウ ドの間でネゴシエート されます。IP 経由でのメディア（メ イン  ビデオ、コンテンツ、および音
声）フローはすべて  SIP を使用してネゴシエート されます。青と緑のボールは、WebEx 対応エン
ドポイン ト を示します（エン ドポイン ト  ディ スプレイにボールが表示されます）（OBTP）。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について
図 1-4 ネッ トワーク  トポロジ：SIP ビデオ、音声、プレゼンテーシ ョ ン

SIP ビデオ、プレゼンテーション、PSTN 音声

WebEx は、PSTN を使用する  WebEx 音声を使用して展開されます。顧客サイ ト の VCS 
Expressway と  WebEx ク ラ ウ ド（SIP/IP）で、メ イン  ビデオと コンテンツだけがネゴシエート され
ます。

スケジュール時に、Cisco TMS から  MCU PSTN アクセス情報（ダイヤル番号、会議 ID、出席者 ID）
が提供されます。Cisco MCU がコールし、PSTN 経由での WebEx ク ラ ウ ドへの音声のみのコール
を設定し、DTMF を使用して会議 ID と参加者 ID を受け渡します。 

この展開環境は、次のいずれかの方法でセッ ト アップできます。

• Unified CM に登録された PSTN ゲート ウェイを使用する：図 1-5 を参照して ください。

• VCS に登録された PSTN ゲー ト ウェイを使用する：図 1-6 を参照して ください。

コ メン ト この展開タイプは、Cisco TelePresence Server ではサポート されません。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について
図 1-5  ネッ トワーク  トポロジ：Unified CM を使用した PSTN 音声の SIP ビデオおよびプレゼンテーシ ョ ン

図 1-6  ネッ トワーク  トポロジ：VCS Control を使用した PSTN 音声の SIP ビデオおよびプレゼンテーシ ョ ン
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の展開方法について
Cisco TMS スケジュール権限

Cisco TMS は Cisco WebEx サイ トへのコン ト ロール リ ンクを提供します。このインターフェイ
スでは、Cisco TMS が WebEx 対応会議を  WebEx ホス ト の代わりに予約でき、会議参加者に配信
される  Cisco WebEx 会議情報を取得できます。Cisco TMS は、その後で、TelePresence Server/MCU 
に Cisco WebEx 会議の詳細をプッシュします。 

TelePresence Server および MCU の権限

Cisco TelePresence Server/MCU は WebEx Meeting Center ク ラ イアン ト と  TelePresence エンドポイ
ン ト間で 大 720p30 の双方向メ イン  ビデオを送受信できます。MCU/TelePresence Server は 
WebEx Meeting Center ク ラ イアン ト に単一 ト ランスコード  ビデオ ス ト リームを送信します。 

MCU/TelePresence Server は TelePresence 会議参加者の単一の混合音声ス ト リームを  WebEx ク ラ
ウ ドに送信します。同様に、MCU/TelePresence Server はすべての WebEx 参加者（PSTN または 
VoIP 経由で参加する  WebEx Meeting Center 参加者を含む）からの単一の混合音声ス ト リームを
受信します。

TelePresence エンドポイン ト と  WebEx ク ラ イアン ト間での双方向コンテンツ共有の解像度と し
て XGA（1024x768）がサポート されています。

各会議では、Transmission Control Protocol（TCP）の輻輳と  TCP ウ ィ ン ド ウの問題の発生を回避す
るため、専用の SIP 接続が作成されます。

プレゼンターが複数いる場合のプレゼンテーションの表示の詳細

プレゼンテーシ ョ ンを行う  TelePresence ユーザのために、プレゼンターはビデオ ディ スプレイ  
ケーブルをエンドポイン ト に接続し、（必要に応じて）エン ドポイン ト のプレゼンテーシ ョ ン  ボ
タンを押します。複数の TelePresence ユーザが同時にプレゼンテーシ ョ ンを行う場合、 後にプ
レゼンテーシ ョ ンを開始したエンドポイン ト が表示されます。ケーブルが抜かれたら、次のプレ
ゼンターがプレゼンテーシ ョ ンを再び開始する必要があ り ます。

プレゼンテーシ ョ ンを行う  WebEx ユーザは、ボールを受け取りプレゼンテーシ ョ ンするコンテ
ンツを選択します。WebEx ユーザがボールを受け取る こ とができない場合、ホス ト がボールを
ユーザに受け渡す必要があ り ます。あるいは、ユーザがホス ト  キーを使用して新しいホス ト にな
る こ とができます。

コ メン ト ホス ト がボールを受け渡すこ とや、ホス ト  キーを使用する こ とな く、すべての WebEx 参加者が
ボールを受け取る こ とができるよ うに、WebEx サイ ト をプロビジ ョ ニングできます。

会議参加者リスト

TelePresence 参加者リ ス ト 、つま り  TelePresence Server（使用する場合）に現在接続されているエ
ン ドポイン ト名の リ ス ト が、TelePresence エンドポイン ト  ディ スプレイ  デバイスに表示されま
す。MCU および特定のエンドポイン ト  モデルではこの機能はサポー ト されていません。 

ただし  TelePresence 参加者リ ス トは、WebEx ユーザに表示される参加者リ ス ト には表示されま
せん。WebEx ユーザに対しては、他の WebEx 参加者と、会議のすべての TelePresence 参加者を表
す 1 つの「TelePresence システム（TelePresence systems）」とい う参加者だけが表示されます。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence スケジュールの流れについて
WebEx Enabled TelePresence で使用されるポート とプロ ト コル

WebEx Enabled TelePresence ソ リ ューシ ョ ンの各種コンポーネン ト間では次のポート とプロ ト コ
ルが使用されます。

Cisco WebEx Enabled TelePresence スケジュールの流れに
ついて

こ こでは、次の機能を使用して  Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする際の
処理について説明します。

• Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用したスケジュール（1-11 ページ）

• Cisco Smart Scheduler を使用したスケジュール（1-13 ページ）

• Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケジュール（1-15 ページ）

コ メン ト 複数の展開を同時に実行できます。たとえば、Smart Scheduler を使用する場合、Microsoft 
Exchange が展開されている と、会議に予約された会議室のカレンダーが会議の詳細で更新され
ます。

表 1-1 WebEx Enabled TelePresence で使用されるポート とプロ ト コル

コンポーネン ト間の通信 使用するポート とプロ ト コル

TMS から  WebEx ク ラ ウ ド TLS.443 を使用するエフェ メ ラル ポー ト

WebEx and TelePresence Integration to Outlook 

から  TMSXE
TLS.443 を使用するエフェ メ ラル ポー ト

VCS Expressway から  WebEx ク ラ ウ ド メディア用の TLS および UDP ポート  9000 お
よび 9001
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence スケジュールの流れについて
Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用したスケ
ジュール

図 1-7 Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook でのスケジュールの流れ

表 1-2 Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook でのスケジュール手順
1-11
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence スケジュールの流れについて
ステップ番号 説明

1 ユーザが Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用して会議を
予約します。

• ユーザを追加します

• 会議室を追加します

• 会議要求が WebEx に送信され、会議の WebEx 部分が予約されます。

2 WebEx が会議に関する次の情報で応答します。 

• 会議の日時

• 会議の議題

• 音声ダイヤルイン情報

– TSP 音声の場合、MCU が TSP プロバイダーにダイヤルするための追
加情報がこの音声に含まれます。

• ブ リ ッジが WebEx にダイヤルインするための SIP ビデオおよび音声（SIP 
音声の場合）ダイヤルイン情報

• 参加者がク リ ッ クする会議 URL

3 Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook が TMSXE にコンタ ク ト し、
ステップ 2 の WebEx 情報を含んだ予約要求を行います。

4 TMSXE が同じ情報を含む予約要求を  TMS に送信します。

5 TMS が会議を確認し、TMSXE に会議の詳細を返します。

6 TMSXE が Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook に会議の確認を
送信します。

7 Outlook の出席依頼が会議室を予約するために Exchange に送信され、追加され
た参加者に送信されます。

8 会議室が会議を受け入れる こ と を確認するため、TMSXE が会議室のメール
ボッ ク スをモニタ します。

9 ユーザが TelePresence 会議室を招待する と、TMS のワンボタン機能情報が 
TelePresence エンドポイン ト に送信されます。
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Cisco Smart Scheduler を使用したスケジュール

図 1-8 Cisco WebEx Smart Scheduler でのスケジュールの流れ

表 1-3 Cisco Smart Scheduler でのスケジュール手順

ステップ番号 説明

1 ユーザは Smart Scheduler を使用して会議を予約します。 

• 会議室を追加します

• WebEx を追加します。

• [保存（Save）] をク リ ッ ク します。

2 • TMSPE が TMS に予約要求を送信します。

3 • TMS が WebEx に予約要求を送信します。

• WebEx が会議の WebEx 部分を予約します。
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4 WebEx が、TMS からの予約要求への応答と して次に示す会議詳細を送信します。

• 会議の日時

• 会議の議題

• 音声ダイヤルイン情報

– TSP 音声の場合、MCU が TSP プロバイダーにダイヤルするための追
加情報がこの音声に含まれます。

• ブ リ ッジが WebEx にダイヤルインするための SIP ビデオおよび音声（SIP 
音声の場合）ダイヤルイン情報

• 参加者がク リ ッ クする会議 URL

5 TMS が、TMSPE に対し予約確認情報で応答します。

6 TMS が確認メールをユーザに送信します。

7 ユーザが、会議の詳細を記載した会議招待状を招待者に送信します。

8 ユーザが TelePresence 会議室を招待する と、TMS のワンボタン機能情報が 
TelePresence エンドポイン ト に送信されます。

ステップ番号 説明
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Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケジュール

図 1-9 Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケジュールの流れ

表 1-4 Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケジュール手順
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Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
こ こでは、次の Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のコール フローについて説明します。

• SIP 音声コール フロー（1-17 ページ）

• 待合室をアンロ ッ クする  API コマン ドを使用した TSP 音声コール フロー（1-19 ページ）

• 待合室および MCU/TelePresence Server をホス ト と して使用する  TSP 音声コール フロー
（1-21 ページ）

• WebEx 音声（PSTN）コール フロー（1-23 ページ）

ステップ番号 説明

1 Microsoft Exchange でサポー ト される電子メール/カレンダー ク ラ イアン ト で、
ユーザが会議を予約します。

• 会議室を追加します

• WebEx Scheduling Mailbox（例：webex@example.com）を追加します

• 参加者を追加します

• [送信（Send）]をク リ ッ ク します

• 会議要求が Exchange に送信されます。

2 TMSXE が会議室のメールボッ クスと  WebEx Scheduling Mailbox をモニタします。

3 TMSXE が TMS の Booking API と通信し、WebEx Enabled 会議を要求します。

4 TMS が WebEx に対し、会議の WebEx 部分を予約するよ う要求します。

5 WebEx が、TMS からの予約要求への応答と して会議詳細を送信します。

• 会議の日時

• 会議の議題

• 音声ダイヤルイン情報

– TSP 音声の場合、MCU が TSP プロバイダーにダイヤルするための追
加情報がこの音声に含まれます。

• ブ リ ッジが WebEx にダイヤルインするための SIP ビデオおよび音声（SIP 
音声の場合）ダイヤルイン情報

• 参加者がク リ ッ クする会議 URL。

6  TMS が、TMSXE に対し予約確認情報で応答します。

7 TMSXE が確認メールを会議主催者に送信します。

8 ユーザが TelePresence 会議室を招待する と、TMS のワンボタン機能情報が 
TelePresence エンドポイン ト に送信されます。
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SIP 音声コール フロー

図 1-10 SIP 音声コール フロー
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表 1-5 SIP 音声コール フローのステップ

ステップ番号 説明

1 MCU が SIP URI を使用して WebEx にコールし、このコールが VCS Control を
介してルーテ ィ ングされます。

2 VCS Control は、ト ラバーサル ゾーンを介して  VCS-E にコールを送信します。

3 VCS Expressway が example.webex.com の DNS ルッ クアップを実行します。

4 DNS が example.webex.com を  CUSP サーバに解決します。

5 VCS Expressway が CUSP にコールを送信します。このステップは常に暗号化
されます（必須）（前のステップでは暗号化はオプシ ョ ンです）。

- VCS Expressway および CUSP サーバが相互の証明書を確認します。

6  CUSP がコールを  WebEx dmz 内の VCS Expressway に転送します。 

- このレ ッグも暗号化されます（必須）。

7 メディアが接続されます。 

- メディアは（インターネッ ト上で）2 つの VCS Expressway 間で暗号化されます。

- MCU と顧客サイ ト内の VCS Expressway の間での暗号化はオプシ ョ ンです。
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第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
待合室をアンロ ッ クする  API コマン ド を使用した  TSP 音声コール 
フロー

図 1-11 待合室をアンロックする API コマンドを使用した TSP 音声コール フロー

表 1-6 待合室をアンロックする API コマンドを使用した TSP 音声コール フローのステップ

ステップ番号 説明

1 TMS が MCU/TelePresence Server で会議を開始し、WebEx にダイヤルするため
の SIP URI、電話番号（PSTN 音声を使用する場合）、および DTMF 文字列（PSTN 
音声を使用する場合）を  MCU/TelePresence Server に渡します。

2a MCU/TelePresence Server が SIP を介して WebEx にダイヤルします。（詳細につ
いては、図 1-10 を参照して ください）。

2b ステップ 2a と同時に、MCU/TelePresence Server が WebEx の PSTN コールイン
番号にダイヤルします。
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第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
3a WebEx は API コマン ドを使用して、音声会議を開始する こ と を  TSP プロバイ
ダーに通知します。WebEx はこの通知の一部と して、会議タイプが telepresence 
であ り、これによ り待合室がアンロ ッ ク される こ と を  TSP プロバイダーに通
知します。

3b ステップ 3a と同時に、TSP プロバイダーが MCU/TelePresence Server に対して
会議アクセス番号を求めます。

4a TSP プロバイダーがステップ 3a に対応して待合室をアンロ ッ ク します。

4b ステップ 4a と同時に、MCU/TelePresence Server がステップ 3b で求められた 
DTMF トーンを  TSP に送信します。

5 TSP プロバイダーが DTMF トーンを受信します。

6 TSP プロバイダーが MCU/TelePresence Server を音声会議に配置します。

ステップ番号 説明
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第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
待合室および MCU/TelePresence Server をホスト として使用する TSP 音
声コール フロー

図 1-12 待合室および MCU/TelePresence Server をホスト と して使用する TSP 音声コール フロー

表 1-7 待合室および MCU/TelePresence Server をホスト と して使用する TSP 音声コール フローの
ステップ

ステップ番号 説明

1 TMS が MCU/TelePresence Server で会議を開始し、WebEx にダイヤルするため
の SIP URI、電話番号（PSTN 音声を使用する場合）、および DTMF 文字列（PSTN 
音声を使用する場合）を  MCU/TelePresence Server に渡します。

2a MCU/TelePresence Server が SIP を介して WebEx にダイヤルします。（詳細につ
いては、図 1-10 を参照して ください）。
1-21
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
2b ステップ 2a と同時に、MCU/TelePresence Server が WebEx の PSTN コールイン
番号にダイヤルします。

3 TSP プロバイダーが MCU/TelePresence Server に対して会議アクセス番号とホ
ス ト  キーを求めます。

4 MCU/TelePresence Server が、ステップ 3 で求められた DTMF トーン とホス ト  
キーを送信します。

5 TSP プロバイダーが DTMF トーンを受信します。

6 TSP プロバイダーは待合室をアンロ ッ ク し、MCU/TelePresence Server を音声会
議に配置します。

ステップ番号 説明
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第 1 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 機能について

  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
WebEx 音声（PSTN）コール フロー

図 1-13 WebEx 音声（PSTN）コール フロー

表 1-8 WebEx 音声コール フローのステップ

ステップ番号 説明

1 TMS が MCU で会議を開始し、WebEx にダイヤルするための SIP URI、電話番
号、および DTMF 文字列を  MCU に渡します。

2a MCU が SIP を介して WebEx にダイヤルします。（詳細については、図 1-10 を参
照して ください）。

2b ステップ 2a と同時に、MCU が WebEx の PSTN コールイン番号にダイヤルします。

3 WebEx から  MCU に対し、会議のアクセス番号が要求されます。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence コール フローについて
4 MCU が、ステップ 3 で求められた DTMF トーンを  TSP に送信します。

5 WebEx が DTMF トーンを受信します。

6 WebEx が MCU を音声会議に配置します。

ステップ番号 説明
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初回設定チェ ックリスト

改訂日：2013 年 12 月

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence を展開するために必要な項目と設定作業について
説明します。次のよ う な構成になっています。

• サーバおよびサイ ト のアクセス  チェ ッ ク リ ス ト （2-1 ページ）

• 設定作業チェ ッ ク リ ス ト （2-3 ページ）

サーバおよびサイ トのアクセス チェ ックリスト
表 2-1 に、Cisco WebEx Enabled TelePresence を初めて設定する前に、必要な情報を示します。 

表 2-1 必要な情報の確認

必要な情報 説明と入手先

WebEx サイ ト の URL Cisco WebEx サイ ト の URL。

入手先：Cisco WebEx アカウン ト  チームから提供されます。

例：https://example.webex.com/example

詳細な手順：Cisco TelePresence Management Suite の設定。

WebEx サイ ト のホス ト名 お客様が使用する  WebEx サイ ト のホス ト名。

入手先：Cisco WebEx アカウン ト  チームから提供されます。

例：“example.webex.com”

詳細な手順：Cisco TelePresence Management Suite の設定
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第 2 章     初回設定チェ ック リス ト

  サーバおよびサイ トのアクセス チェ ックリス ト
WebEx Site Administration URL Cisco WebEx Site Administration インターフェイスにアクセスす
るための一意のアド レス。このインターフェイスでは、Cisco 
WebEx の初回セッ ト アップ設定を行い、初回セッ ト アップ後に
アカウン ト を管理および保守します。この URL では WebEx 管理
サイ ト に直接移動します。

入手先：Cisco WebEx アカウン ト  チームから提供されます。

例：“https://example.webex.com/admin”

詳細な手順：Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  
Cisco TelePresence の統合

Cisco WebEx 管理者ユーザ名 Cisco WebEx 管理者アカウン ト  ユーザ名。

入手先：Cisco WebEx アカウン ト  チームから提供されます。

例：“webexAdmin”

詳細な手順：Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  
Cisco TelePresence の統合

（オプシ ョ ン）証明書のペア（公開証明書
と  TMS の秘密キーを含む）。 

シングル サインオン（SSO）が TMS で有効になっている場合は、
WebEx アカウン ト を持つユーザが予約した会議のために、
WebEx ク ラ ウ ドに対して Cisco TMS を認証するために使用され
ます。SSO が設定されており、ユーザが WebEx 対応会議をスケ
ジュールする場合、Cisco TMS ユーザ プロファ イルの WebEx 
ユーザ名が WebEx サイ ト に渡され、予約が完了します。

詳細な手順：Cisco TMS でのシングル サインオンの設定

VCS Expressway のク ラ イアン ト /サーバ
証明書

VCS Expressway と  WebEx ク ラ ウ ド間のコール レ ッグを暗号化
する必要があるため、SSL ハンドシェイ クを実行するために有
効なク ラ イアン ト /サーバ証明書が必要です。これによ り、セキュ
ア  シグナ リ ングと メディアを実行できるよ うにな り ます。 

詳細な手順：VCS Expressway での WebEx 向けの新しい DNS 
ゾーンの作成およびCisco VCS Expressway の証明書の設定。

表 2-1 必要な情報の確認

必要な情報 説明と入手先
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第 2 章     初回設定チェ ックリス ト

  設定作業チェ ック リス ト
設定作業チェ ックリスト
Cisco WebEx Enabled TelePresence 向けに Cisco TelePresence コンポーネン ト を設定する順序を選
択できます。次に示す順序は参考用ですが、この機能を有効にするには、このチェ ッ ク リ ス ト の
すべての設定ステップを実行する必要があ り、Cisco WebEx Site Administration を設定する前に
この機能と  Cisco TelePresence を有効にする必要があ り ます。

1. 会議ブ リ ッジ

– Cisco MCU（2-3 ページ）

– Cisco TelePresence Server（2-4 ページ）

2. コール制御：

– Cisco Video Communications Server（2-5 ページ） 

– Cisco Unified Communications Manager（2-5 ページ）

3. スケジューリ ング：

– Cisco TelePresence Management Suite（2-6 ページ）

– Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange（2-7 ページ）

– Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension（2-7 ページ）

4. 音声：

– Cisco WebEx Enabled TelePresence の音声の設定（2-8 ページ）

5. WebEx サイ ト ：

– Cisco WebEx Site Administration（2-9 ページ）

Cisco MCU

表 2-2 チェ ックリス ト：MCU での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

第 3 章「Cisco MCU および TelePresence Server の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 SIP を設定します SIP（3-2 ページ）

ステップ 2 コンテンツ  モードを設定します。 コンテンツ  モード（3-2 ページ）

ステップ 3 ビデオおよびオーディオ コーデッ クを設定
します。

ビデオ コーデッ ク とオーディオ コーデッ ク（3-2 
ページ）
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第 2 章     初回設定チェ ック リス ト

  設定作業チェ ックリス ト
Cisco TelePresence Server

表 2-3 チェ ックリス ト：TelePresence Server での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

ステップ 4 自動コンテンツ  ハン ドオーバーを設定し
ます。

自動コンテンツ  ハンドオーバー（3-3 ページ）

ステップ 5 オプシ ョ ンの推奨される設定を行います。

• 自動的にコンテンツ  チャネルを重要と
して設定

• 発信ト ランスコード  コーデッ ク

• 適応型ゲイン制御

• 参加と退席の通知音

• 暗号化

MCU の推奨設定（3-3 ページ）

第 3 章「Cisco MCU および TelePresence Server の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 SIP を設定します SIP（3-6 ページ）

ステップ 2 ローカル管理モードを設定します ローカル管理モード（3-6 ページ）

ステップ 1 自動コンテンツ  ハン ドオーバーを設定し
ます。

自動コンテンツ  ハンドオーバー（3-7 ページ）

ステップ 2 オプシ ョ ンの推奨される設定を行います。

• 表示設定

表示設定（3-7 ページ）

第 3 章「Cisco MCU および TelePresence Server の設定」に進みます。

作業 詳細な手順
2-4
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 2 章     初回設定チェ ックリス ト

  設定作業チェ ック リス ト
Cisco Video Communications Server

表 2-4 チェ ックリス ト：Cisco Unified CM での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

Cisco Unified Communications Manager

表 2-5 チェ ックリス ト：Cisco Unified CM での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

第 4 章「コール制御の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 VCS Expressway で WebEx 向けの新しい 
DNS ゾーンを作成します

• 新しい DNS ゾーンを作成します

• TLS 検証モードをオンにし、TLS 検証
サブジェ ク ト名を入力します。

• WebEx ド メ インの検索ルールを設定
します。

VCS Expressway での WebEx 向けの新しい DNS 
ゾーンの作成（4-3 ページ）

ステップ 2 有効なク ラ イアン ト /サーバ証明書を設定
します

Cisco VCS Expressway の証明書の設定（5-1 ページ）

ステップ 3 暗号化が有効な MCU での ト ラバーサル 
ゾーンを設定します

暗号化が有効な MCU での ト ラバーサル ゾーンの設
定（4-4 ページ）

ステップ 4 （Unified CM を使用して展開している場
合）Unified CM と  VCS Control の間で 
SIP ト ランクを設定します。

Unified CM と  VCS Control 間の SIP ト ランクの設定
（4-5 ページ）

第 4 章「コール制御の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 Unified CM と  VCS Control の間で SIP ト
ランクを設定します。

Unified CM と  VCS Control 間の SIP ト ランクの設定
（4-5 ページ）
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第 2 章     初回設定チェ ック リス ト

  設定作業チェ ックリス ト
Cisco TelePresence Management Suite

表 2-6 チェ ックリス ト：Cisco TMS での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

第 6 章「Cisco TelePresence Management Suite の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 Cisco TMS で WebEx 機能を有効にします。 Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定（6-2 ページ）

ステップ 2 Cisco TMS で WebEx ユーザを設定します。 Cisco TMS での WebEx ユーザの設定（6-4 ページ）

ステップ 3 Cisco TMS で MCU のハイブ リ ッ ド  コンテ
ンツ  モードを設定します。

Cisco TMS での MCU のハイブリ ッ ド  コンテンツ  
モードの設定（6-8 ページ）
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第 2 章     初回設定チェ ックリス ト

  設定作業チェ ック リス ト
Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange
Microsoft Outlook を使用して WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール機能を展開する場合
は、次の手順を実行します。次のスケジュール オプシ ョ ンのいずれかまたは両方を設定できます。

• WebEx および TelePresence から  Outlook

• WebEx Scheduling Mailbox

表 2-7 チェ ックリス ト：Cisco TMSXE での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension
Smart Scheduler を使用して Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール機能を展開す
る場合は、次の手順を実行します。

表 2-8 チェ ックリス ト：Cisco TMSPE での Cisco WebEx Enabled TelePresence 初回設定

第 7 章「Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 WebEx and TelePresence Integration to 

Microsoft Outlook を使用したスケジュール
のために TMSXE を設定します。

WebEx and TelePresence Integration to Outlook のため
の Cisco TMSXE の設定（7-2 ページ）

ステップ 2 WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケ
ジュールのために TMSXE を設定します。

WebEx Scheduling Mailbox のための Cisco TMSXE 
の設定（7-7 ページ）

作業 詳細な手順

ステップ 1 TMS に TelePresence Management Suite 
Provisioning Extension（TMSPE）をインス
トールして有効にします。

Cisco TelePresence Management Suite Provisioning 

Extension Deployment Guide。

ステップ 2 TMSPE と  Smart Scheduler の追加の前提条
件と情報を確認します。

Cisco TelePresence Management Suite Provisioning 

Extension の設定（8-1 ページ）
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  設定作業チェ ックリス ト
Cisco WebEx Enabled TelePresence の音声の設定

表 2-9 チェ ックリス ト：Cisco WebEx Enabled TelePresence の音声の設定

第 9 章「音声の設定」に進みます。

作業 詳細な手順

ステップ 1 Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音
声を設定します。

• SIP 音声を使用するよ うに Cisco TMS 
で WebEx サイ ト を設定します

• WebEx サイ ト でハイブ リ ッ ド  モードを
有効にします。

Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音声の設
定（9-2 ページ）

ステップ 2 Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 
音声を設定します。

• PSTN 音声を使用するよ うに Cisco TMS 
で WebEx サイ ト を設定します

• WebEx サイ ト でハイブ リ ッ ド  モードを
有効にします（オプシ ョ ン）

• PSTN コールが PSTN ゲート ウェ イをパ
ススルーして WebEx に渡るよ うに設定
します

Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声の
設定（9-3 ページ）

ステップ 3 （必要に応じて）Cisco WebEx Enabled 
TelePresence の TSP 音声を設定します。

• MACC ド メ イン  インデッ ク スおよび
オープン  TSP 会議室の WebEx を設定し
ます

• TSP ダイヤル文字列を設定します

• 会議の開始方法を設定します

• 会議主催者の TSP 音声を設定します

Cisco WebEx Enabled TelePresence の TSP 音声の設
定（9-8 ページ）
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  設定作業チェ ック リス ト
Cisco WebEx Site Administration
WebEx による  WebEx Enabled TelePresence のサイ ト のプロビジ ョ ニングが完了したら、以下のス
テップに従います。

表 2-10 チェ ックリス ト：Cisco WebEx Site Administration の初回設定

第 10 章「Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合」 に進みます。

作業 詳細な手順 
ステップ 1 Cisco TelePresence Integration を有効にします

（MC のみ）。
Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  
Cisco TelePresence の統合

ステップ 2 （推奨）TelePresence オプシ ョ ンを有効にします。

• カレンダー上の TelePresence の リ ス ト

• 会議ホス トへの招待メールの送信

• フ リーダイヤル電話番号の参加者への表示

ステップ 3 Cisco TelePresence VoIP と ビデオ接続を設定し
ます。

ステップ 4 Cisco TelePresence PRO：Meeting Center 
TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを選択します。

Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプ
の割り当て
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Cisco MCU および TelePresence Server の設定

改訂日 ： 2014 年 7 月

コ メン ト Cisco WebEx Enabled TelePresence の機能を使用するには、MCU ソフ ト ウェア リ リース  4.4 以降
または TelePresence Server 3.0 以降を実行する必要があ り ます。

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議向けに MCU と  TelePresence Server を設定す
る方法について説明します。 次のよ う な構成になっています。

• MCU の必須設定 （3-2 ページ）

• MCU の推奨設定 （3-3 ページ）

• TelePresence Server の必須設定 （3-6 ページ）

• TelePresence Server の推奨設定 （3-7 ページ）

はじめに
この章では、 MCU と  TelePresence Server の両方で、 Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議で使
用する必要がある設定と使用が推奨される設定について説明します。

導入に関して、 MCU および TelePresence Server の両方を  VCS に直接登録する必要があ り ます。
Unified CM に ト ランクする こ とはできません。 

ユーザ エクスペリ エンスの観点では、TelePresence から  MCU または TelePresence Server への発
言中の参加者は、 WebEx ユーザに対して表示され、 WebEx から  MCU または TelePresence 
Server への発言中の参加者は、 TelePresence に対して表示されます。 TelePresence Server は、 デ
フォル ト では ActivePresence とい う機能を使用して、 発言中の参加者を全画面ビューで表示し、
画面下部に 大 9 人までの他の TelePresence 参加者を横並べに表示できます。 MCU は、 デフォ
ル ト では発言中の参加者を全画面ビューで表示します。 使用可能な画面レイアウ ト  オプシ ョ ン
の詳細については、 TelePresence Server および MCU のマニュアルを参照して ください。

コ メン ト WebEx Enabled TelePresence では、 シスコのマルチパーティ  ブ リ ッジ （Cisco TelePresence 
Server、 Cisco TelePresence MCU など） だけがサポート されます。
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MCU の必須設定
Cisco WebEx Enabled TelePresence に必要な MCU の設定を次に示します。

• SIP （3-2 ページ）

• コンテンツ  モード （3-2 ページ）

• ビデオ コーデッ ク とオーディオ コーデッ ク （3-2 ページ）

• 自動コンテンツ  ハンドオーバー （3-3 ページ）

MCU ソフ ト ウェアの詳細については、 次の リ ンクを参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12283/prod_release_notes_list.html

SIP
MCU から  WebEx へのコールでは SIP だけがサポート されています。MCU で SIP が正し く設定
されている こ と を確認します。 MCU/TelePresence Server、 VCS Control、 VCS Expressway、 およ
び WebEx ク ラ ウ ド間のコール レ ッグを相互接続する こ とはできません。

コ メン ト SIP の設定方法の詳細については、 MCU のヘルプを参照して ください。

コンテンツ モード

ハイブ リ ッ ド  モードでは、 受信コンテンツ  ス ト リームがパススルーされ、 HD エンドポイン ト
に可能な 高品質が提供されます。 また、 受信コンテンツ  ス ト リームがデコード され、 これを
使用して、 パススルー ス ト リームを受信できないすべてのユーザ （SD エンドポイン ト ） を対
象と した 2 番目の解像度が低いス ト リームが作成されます。 このためビデオ ポート が使用され
ますが、 ユーザは ト ランスコード とパススルーの両方のメ リ ッ ト を得る こ とができます。

コンテンツ  モードが [ パススルー （Passthrough） ] に設定されている場合、 会議のすべての参
加者に 1 つのビデオ ス ト リームが送信されます。 すべての参加者が HD エンドポイン ト の場
合、 可能な 高品質で受信します。 受信できるビデオが SD ビデオのみの参加者が 1 人以上い
る場合、 すべての参加者が SD ビデオを受信します。

MCU でコンテンツ  モードを設定できますが、 TMS を使用して設定する こ と を推奨します。

TMS で MCU のハイブ リ ッ ド  コンテンツ  モードを設定するには、 次の項を参照して ください。

Cisco TMS での MCU のハイブ リ ッ ド  コンテンツ  モードの設定 （6-8 ページ）

ビデオ コーデックとオーディオ コーデック

WebEx では、 ビデオと コンテンツに H.264、 音声に G.711 が必要です。

MCU でビデオ コーデッ ク とオーディオ コーデッ クを設定するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Settings） ] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [ 設定 （Settings） ] ページが表示され、 [ 会議 （Conferences） ] タブが表示されます。
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ステップ 4 [ 詳細設定 （Advanced Settings） ] セクシ ョ ンの次の項目で [H.264] がオンになっている こ と を
確認します。 

• [MCU からのビデオコーデッ ク （Video codecs from MCU） ]

• [MCU へのビデオコーデッ ク （Video codecs to MCU） ]

ステップ 5 [ 詳細設定 （Advanced Settings） ] セクシ ョ ンの次の項目で [G.711] がオンになっている こ と を確
認します。

• [MCU からのオーディオコーデッ ク （Audio codecs from MCU） ]

• [MCU へのオーディオコーデッ ク （Audio codecs to MCU） ]

ステップ 6 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

自動コンテンツ ハンドオーバー

Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議中に TelePresence エンドポイン ト が共有できるよ うにす
るためには、 この機能を有効にする必要があ り ます。

MCU で自動コンテンツ  ハンドオーバーを有効にするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Settings） ] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [ 設定 （Settings） ] ページが表示され、 [ 会議 （Conferences） ] タブが表示されます。

ステップ 4 [ コンテンツ （Content） ] タブをク リ ッ ク します。

ステップ 5 [ 自動コンテンツハンドオーバー （Automatic content handover） ] の [ 有効 （Enabled） ] を選択し
ます。

ステップ 6 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

MCU の推奨設定
Cisco WebEx Enabled TelePresence で 適な結果を得るため、MCU で次の設定を行う こ と を推奨
します。

• 自動的にコンテンツ  チャネルを重要と して設定 （3-4 ページ）

• 発信ト ランスコード  コーデッ ク （3-4 ページ）

• 適応型ゲイン制御 （3-4 ページ）

• 参加と退席の通知音 （3-5 ページ）

• 暗号化 （3-5 ページ）
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自動的にコンテンツ チャネルを重要として設定

コンテンツ  チャネルを自動的に重要と して扱う よ うに会議を設定する こ と を推奨します。 会議
の新しいコンテンツ  チャネルはすべて重要と して扱われ、 会議レイアウ ト にコンテンツ  チャ
ネルが表示されるすべての参加者に対し、 すぐわかるよ うに表示されます。

コンテンツ  チャネルを自動的に重要と して設定する機能を有効にするには、 次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Settings） ] をク リ ッ ク します。

[ 設定 （Settings） ] ページが表示され、 [ 会議 （Conferences） ] タブが表示されます。

ステップ 3 [ 詳細設定 （Advanced Settings） ] セクシ ョ ンで、 [ 自動的にコンテンツ  チャネルを重要と して
設定する （Automatically make content channel important） ] をオンにします。

ステップ 4 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

発信ト ランスコード  コーデック

発信ト ランスコード  コーデッ クを  H.264 に設定するこ とを推奨します。 これによ り、 MCU は発
信ト ランスコード  コンテンツ  チャネルに H.264 ビデオ コーデッ クを使用するよ うにな り ます。

発信ト ランスコード  コーデッ クを  H.264 に設定するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 ページの上部にある  [ 会議 （Conferences） ] をク リ ッ ク します。

[ 会議 （Conferences） ] ページが表示され、 [ 会議リ ス ト （Conference list） ] タブが表示されます。

ステップ 3 [ テンプレー ト （Templates） ] タブをク リ ッ ク します。

[ 会議テンプレー ト （Conference Templates） ] ページが表示されます。

ステップ 4 [ ト ップレベル （Top level） ] の リ ンクをク リ ッ ク します。

[ ト ップレベルのテンプレートの設定 （Top level template configuration） ] ページが表示されます。

ステップ 5 [ コンテンツ （Content） ] セクシ ョ ンで、 [ 発信ト ランスコード コーデッ ク （Outgoing 
transcoded codec） ] メニューを使用して、 [H.264] を選択します。

ステップ 6 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

適応型ゲイン制御

参加時の適応型ゲイン制御を有効に設定する こ と を推奨します。 適応型ゲイン制御 （ACG） で
は、 すべての参加者の音量レベルを統一するため、 各参加者の音声のゲインが変更されます。

参加時の適応型ゲイン制御を有効に設定するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。
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ステップ 2 ページの上部にある  [ 会議 （Conferences） ] をク リ ッ ク します。

[ 会議 （Conferences） ] ページが表示され、 [ 会議リ ス ト （Conference list） ] タブが表示されます。

ステップ 3 [ テンプレー ト （Templates） ] タブをク リ ッ ク します。

[ 会議テンプレー ト （Conference Templates） ] ページが表示されます。

ステップ 4 [ ト ップレベル （Top level） ] の リ ンクをク リ ッ ク します。

[ ト ップレベルのテンプレートの設定 （Top level template configuration） ] ページが表示されます。

ステップ 5 [ パラ メータ （Parameters） ] セクシ ョ ンで [ 参加時の適応型ゲイン制御 （Adaptive Gain Control 
on join） ] メニューを使用して、 [ 有効 （Enabled） ] を選択します。

ステップ 6 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

参加と退席の通知音

この設定は、 会議中に発生する さまざまな音を制御します。 Cisco WebEx Enabled TelePresence 
会議で特に注意する設定と して、 参加と退席の通知があ り ます。 これは、 他の参加者が会議に
参加したこ と と、 会議から退席したこ と を通知する メ ッセージ音です。 デフォル ト では、 有効
（オン） です。 

WebEx にも参加と退席の通知があ り ますが、 これは MCU の設定からは独立しています。 MCU 
と  WebEx の両方でこの通知が有効になっている場合、MCU 側と  WebEx 側で参加者が会議に参
加または退席するたびに通知が聞こえます。 このため、 MCU または WebEx のいずれかまたは
両方で、 参加と退席の通知を無効にする こ とがあ り ます。

MCU で参加と退席の通知音を無効にするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Settings） ] をク リ ッ ク します。

[ 設定 （Settings） ] ページが表示され、 [ 会議 （Conferences） ] タブが表示されます。

ステップ 3 [ 会議設定 （Conference Settings） ] セクシ ョ ンの [ 通知音 （Audio Notifications） ] で、 [ 参加と退
席の通知 （Join and leave indications） ] をオフにします。

ステップ 4 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

暗号化

暗号キーを使用する  MCU では、 会議設定でメディアの暗号化をオプシ ョ ン と して設定する こ
と を推奨します。 すべてのメディアで暗号化を必須に設定する と、 WebEx に送信される メ イン  
ビデオと コンテンツ  ビデオが 1 つのス ト リームにマージされ、1 人の参加者と して扱われます。 

暗号化をオプシ ョ ン と して設定するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU にログインします。

ステップ 2 ページの上部にある  [ 会議 （Conferences） ] をク リ ッ ク します。

[ 会議 （Conferences） ] ページが表示され、 [ 会議リ ス ト （Conference list） ] タブが表示されます。
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ステップ 3 [ テンプレー ト （Templates） ] タブをク リ ッ ク します。

[ 会議テンプレー ト （Conference Templates） ] ページが表示されます。

ステップ 4 [ ト ップレベル （Top level） ] の リ ンクをク リ ッ ク します。

[ ト ップレベルのテンプレートの設定 （Top level template configuration） ] ページが表示されます。

ステップ 5 [ パラ メータ （Parameters） ] セクシ ョ ンで、 [ 暗号化 （Encryption） ] メニューを使用して [ オプ
シ ョ ン （Optional） ] を選択します。

ステップ 6 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

TelePresence Server の必須設定
Cisco WebEx Enabled TelePresence に必要な TelePresence Server の設定を次に示します。

• SIP （3-6 ページ）

• ローカル管理モード （3-6 ページ）

• 自動コンテンツ  ハンドオーバー （3-7 ページ）

TelePresence Server ソフ ト ウェアの詳細については、 次の リ ンクを参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11339/prod_release_notes_list.html

コ メン ト TSP 音声のサポート には、 サードパーテ ィの相互運用キーを持つ TelePresence Server リ リース  
3.1 が必要です。

SIP
TelePresence Server から  WebEx へのコールでは SIP だけがサポート されています。TelePresence 
Server で SIP が正し く設定されている こ と を確認します。

コ メン ト SIP の設定方法の詳細については、 TelePresence Server のヘルプを参照してください。

ローカル管理モード

TMS で TelePresence Server を制御するには、 TelePresence Server をローカル管理モードに設定
する必要があ り ます。 動作モードを設定するには、 以下の手順を実行します。

TelePresence Server でローカル管理モードを有効にするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 TelePresence Server にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Configuration） ] > [ 動作モード （Operation mode） ] の順に移動します。

[ 動作モード （Operation mode） ] ページが表示されます。

ステップ 3 [ 動作モード （Operation mode） ] メニューを使用して、 [ ローカル管理 （Locally managed） ] を
選択します。
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ステップ 4 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

自動コンテンツ ハンドオーバー

Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議中に TelePresence エンドポイン ト が共有できるよ うにす
るためには、 この機能を有効にする必要があ り ます。

TelePresence Server で自動コンテンツ  ハンドオーバーを有効にするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 TelePresence Server にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Configuration） ] > [ システム設定 （System Settings） ] に進みます。

[ システム設定 （System Settings） ] ページが表示されます。

ステップ 3 [ 自動コンテンツハンドオーバー （Automatic content handover） ] がオンになっている こ と を確
認します。

ステップ 4 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。

TelePresence Server の推奨設定
Cisco WebEx Enabled TelePresence で 適な結果を得るため、TelePresence Server で次の設定を行
う こ と を推奨します。

表示設定

TelePresence Server の表示設定を全画面に設定する こ と を推奨します。 これによ り、 マルチス
ク リーン  エンドポイン ト で WebEx ビデオを全画面で表示できます。

TelePresence Server で全画面表示を有効にするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 TelePresence Server にログインします。

ステップ 2 [ 設定 （Configuration） ] > [ デフォル ト のエン ドポイン ト設定 （Default Endpoint Settings） ] の順
に進みます。

ステップ 3 [ 表示 （Display） ] セクシ ョ ンで、 シングルスク リーン  エンドポイン ト の全画面ビューの [ 許可
（Allowed） ] を選択します。

ステップ 4 ページの下部にある  [ 変更を適用する （Apply changes） ] をク リ ッ ク します。
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コール制御の設定

改訂日：2014 年 2 月

はじめに
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のコール制御を設定する方法について説明し
ます。 

Cisco WebEx Enabled TelePresence の使用を開始するには、ビデオ ネッ ト ワークで使用される
コール制御製品を設定する必要があ り ます。

3 通りのコール制御シナリオが考えられます。

• Cisco TelePresence VCS Control と  Expressway

エンドポイン トは、VCS Control および/または Expressway のみに登録されます。

• Cisco Unified CM、VCS Control と  Expressway あ り

エン ドポイン トは、Unified CM のみに登録されます。

• Cisco TelePresence VCS Control と  Expressway、Unified CM あ り

エン ドポイン トは、VCS Control/Expressway および Unified CM に登録されます。

コ メン ト コール制御ソ リ ューシ ョ ン と して  Unified CM を使用するには、エン ドポイン ト が VCS Control 
と  Expressway に登録されているかど うかに関係な く、WebEx と通信するために VCS Control と  
Expressway を導入する必要があ り ます。

Cisco TelePresence Video Communication Server Control 
と  Expressway の設定

こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence で Cisco TelePresence Video Communication Server 
Control と  Expressway を設定するために必要な手順を説明します。

こ こでは、次の作業について説明します。

• 前提条件（4-2 ページ）

• VCS Expressway での WebEx 向けの新しい DNS ゾーンの作成（4-3 ページ）

• 暗号化が有効な MCU での ト ラバーサル ゾーンの設定（4-4 ページ）
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  Cisco TelePresence Video Communication Server Control と  Expressway の設定
前提条件

Cisco TelePresence VCS で WebEx を設定するには、次のコンポーネン ト が必要です。

• Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）で、フ ァームウェア リ リース  X7.2.2 以
降が稼動している必要があ り ます。

• ネッ ト ワークのエンドポイン ト が、VCS Control または Expressway、あるいは Unified CM に
登録されています。

コ メン ト エンドポイン ト が Unified CM に登録されている場合、Unified CM と  VCS Control 
間に SIP ト ランクを設定する必要があ り ます。詳細については、Cisco Unified 
Communications Manager の設定（4-4 ページ）を参照して ください。

• Expressway にスタテ ィ ッ ク  IP アド レスが割り当てられている必要があ り ます

• Expressway にアクセスできるよ うに、ファ イアウォールでポー ト  5061 が開いている必要が
あ り ます。 

– このポート が正し く設定されていない場合、コールは正し く実行されません。 

• 使用する会議ブ リ ッジ（MCU または TelePresence Server）がネッ ト ワーク上ですでに稼働し
ています。

• VCS Control がプラ イベート  ネッ ト ワークに含まれています。

• VCS Expressway が DMZ にあ り、インターネッ ト にアクセスできます。

• WebEx コールに 1.1 Mbps 以上の帯域幅を許可するため、（ネッ ト ワークの要件に基づいて）
ゾーン とパイプを適切に設定します。帯域幅制御の詳細については、次の URL にある『Cisco 
VCS Administrator Guide』を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/admin_guide/Cisco_VCS_Admi
nistrator_Guide_X7-2.pdf

• VCS Control は SIP レジス ト ラ /H.323 ゲート キーパーと して設定されます。

Cisco WebEx Enabled TelePresence が機能できるよ うにするには、VCS Control を  SIP レジス
ト ラ と して設定し、VCS Control が SIP デバイスを登録してコールをこれらのデバイスに
ルーテ ィ ングできるよ うにします。VCS Control は H.323 ゲート キーパーと  SIP レジス ト ラ
の両方と して機能します。

VCS を SIP レジス ト ラ と して設定するには、1 つ以上の SIP ド メ インを設定します。VCS はこ
れらのド メ インの SIP レジス ト ラおよびプレゼンス  サーバと して機能し、これらのド メ イン
を含むエイ リ アスの登録を試みるすべての SIP エンドポイン トの登録要求を受け入れます。 

VCS Control の SIP ド メ インを設定する方法の詳細については、次の『Cisco TelePresence 
Video Communication Server Basic Configuration（Control with Expressway）Deployment Guide』
を参照して ください。

https://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/Cisco_VCS_Basi
c_Configuration_Cisco_VCS_Control_with_Cisco_VCS_Expressway_Deployment_Guide_X7-2.
pdf

• 企業間 TelePresence 参加者：他の企業の参加者が TelePresence を介して参加できるよ うにす
るには、設定した SIP ド メ インの VCS Expressway に解決される有効な  SIP SRV（セキュア  
SIP）、非セキュア  SIP SRV、または複数の SIP および H323 SRV レコードが必要です。これに
よ り、TelePresence 参加者は VCS Expressway にルーティ ングできます。
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VCS Expressway での WebEx 向けの新しい DNS ゾーンの作成

デフォル ト では、VCS ソ リ ューシ ョ ンはローカル ド メ インを処理し、非ローカル ド メ イン宛て
のコールを  VCS Expressway にルーテ ィ ングして、これらのコールを  DNS ゾーン経由でイン
ターネッ ト にルーテ ィ ングします。 

WebEx ク ラ ウ ドへの接続では新しい DNS ゾーンを使用します。この DNS ゾーンを  VCS 
Expressway で設定する必要があ り ます。

Cisco WebEx Enabled TelePresence 用に VCS Expressway を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 新しい DNS ゾーンを作成します。

a. [H.323] を  [オフ（Off）] に設定します。

b. [SIP メディ ア暗号化モード（SIP Media encryption mode）] を  [強制暗号化（Force encrypted）] に
設定します。

c. [TLS 検証モード（TLS Verify mode）] を有効にします。

d. [TLS 検証サブジェク ト名（TLS verify subject name）] フ ィールドに、sip.webex.com と入力します。

e. [ゾーンの作成（Create Zone）] をク リ ッ ク します。

ステップ 2 WebEx のド メ イン内の既存の DNS ゾーン（低い優先度）の検索ルールよ り も高い優先度の検索
ルールを設定します。

次のよ うに設定する必要があ り ます。

• [プロ ト コル（Protocol）]：[SIP] 

• [ソース（Source）]：<管理者定義>、デフォル トは [いずれか（Any）] 

• [モード（Mode）]：[エイ リ アスパターンマッチ（Alias Pattern Match）] 

• [パターンタイプ（Pattern Type）]：[正規表現（Regex）] 

• [パターン文字列（Pattern String）]：(.*)@(.*)(\.webex\.com).*

• [パターン動作（Pattern Behavior）]：[置換（Replace）] 

• [置換文字列（Replace String）]：\ 1@ \ 2 \ 3

• [正常に一致する場合（On Successful Match）]：[停止（Stop）] 

• [ターゲッ ト （Target）]：<WebEx 向けに作成した DNS ゾーン> 

• [状態（State）]：[有効（Enabled）] 

DNS ゾーンの検索ルールの作成および設定方法の詳細については、次の『Cisco TelePresence 
Video Communication Server Basic Configuration (Control with Expressway) Deployment Guide』を参
照して ください。
https://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/Cisco_VCS_Basic_C
onfiguration_Cisco_VCS_Control_with_Cisco_VCS_Expressway_Deployment_Guide_X7-1.pdf

ステップ 3 企業の有効なク ラ イアン ト /サーバ証明書を設定します。通常、証明書の CName は社内の VCS 
Expressway へのルーティ ング可能なド メ インです。これは、WebEx によってサポー ト される公開 
CA が発行した CA レベルの証明書名でなければな り ません。 

注意 自己署名証明書はサポート されません。 

サポート される証明書と  VCS Expressway で証明書を設定する方法の詳細については、第 5 章
「Cisco VCS Expressway の証明書の設定」を参照して ください。
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暗号化が有効な MCU でのト ラバーサル ゾーンの設定

こ こでは、暗号化が有効な（デフォル ト設定）MCU をサポートするために VCS で必要な設定につ
いて詳し く説明します。 

注意 次の設定を行わない場合、暗号化が有効な  MCU では、プレゼンテーシ ョ ン  コンテンツが個々の
ス ト リームではな く メ イン  ビデオ チャネルで配信されます。

暗号化が有効な MCU をサポー トするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VCS Control から  VCS Expressway への新しい ト ラバーサル ク ラ イアン ト  ゾーンを設定します。

コ メン ト 新しいゾーンでは異なるポート番号が使用される こ と を確認して ください。

ステップ 2 VCS Expressway で、前のステップで設定した VCS Control ト ラバーサル ゾーンに接続する新し
い ト ラバーサル サーバ ゾーンを設定します。

ステップ 3 この新しい VCS Expressway ト ラバーサル サーバ ゾーンで、メディア暗号化を  [強制暗号化解除
（Force unencrypted）] に設定します。

ステップ 4 VCS Control で、WebEx ト ラフ ィ ッ クに一致する検索ルール（例：match = .*@example.webex.com）
を、デフォル ト の ト ラバーサル ゾーンを使用する検索ルールよ り も高い優先度で設定します。

コ メン ト 上記の設定では、MCU 暗号化が有効であるかど うかに関係な く、ビデオとプレゼンテーシ ョ ン
が個別のチャネルで配信されます。また、WebEx からのコンテンツは、MCU に送信される場合は
（インターネッ ト上で暗号化されても）暗号化されません。

Cisco Unified Communications Manager の設定
こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence 向けに Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）を設定するために必要な手順を説明します。この設定では、エン ドポイン ト が 
Unified CM だけに登録されている展開と、Unified CM と  VCS Control/Expressway の両方に登録
されている展開もサポート されます。

こ こでは、次の作業について説明します。

• 前提条件（4-4 ページ）

• Unified CM と  VCS Control 間の SIP ト ランクの設定（4-5 ページ）

前提条件

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）で WebEx を設定するには、次のコンポーネ
ン ト が必要です。

• Cisco Unified CM 8.6.2 または 9.1.1。

• ネッ ト ワーク上のエンドポイン トは Unified CM に登録されています。
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• 使用する会議ブ リ ッジ（MCU または TelePresence Server）がネッ ト ワーク上ですでに稼働し
ていて、VCS に登録されています。

• VCS Control がプラ イベート  ネッ ト ワークに配備されています。

• MCU および TelePresence Server と  WebEx ク ラ ウ ド間で 適な SIP 音声およびビデオ接続を
実現するため、1.3 Mbps 以上を許可するよ うに リージ ョ ンを設定する こ と を推奨します。

• DNS ゾーンが設定された VCS Expressway。

Unified CM と  VCS Control 間の SIP ト ランクの設定

こ こでは、Cisco TelePresence Video Communication Server（Cisco VCS）バージ ョ ン  X7.2.1 以降と  
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）バージ ョ ン  6.1、7 または 8 が SIP ト ランクを
介してインターワーキングするよ うに設定する方法を説明します。

これは、Unified CM に登録されているエン ドポイン ト が Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議
に参加し、VCS Control に登録されているエン ドポイン ト にコールするために必要です。また 
Cisco VCS の Unified CM ネイバー ゾーンが BFCP 対応に設定されている こ と を確認します。

設定手順の詳細については、次の URL にある『Cisco TelePresence Cisco Unified Communications 
Manager with Cisco VCS (SIP Trunk) Deployment Guide』を参照して ください。

Cisco VCS and Unified CM Deployment Guide (Unified CM 8.6.x, 9.x and VCS X7.2).
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Cisco VCS Expressway の証明書の設定

改訂日：2014 年 4 月

はじめに
この章では、Cisco VCS Expressway で証明書を設定するためのベス ト  プラ クテ ィ スについて説
明します。

設定は 3 段階で行われます。

• 証明書署名要求（CSR）の生成

• VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール

• VCS Expressway での信頼された CA リ ス ト の設定

VCS Expressway X7.2.2 および X8.1 の両方がサポート されます。それぞれの設定方法には重要な
違いがあ り ます。これらの違いは、以降の手順に記載されています。

注意 VCS Expressway X7.2.2 のスタテ ィ ッ ク  NAT を使用しているお客様は、X8.1 にアップグレード し
ないこ とを強く推奨します。X8.1 でスタテ ィ ッ ク  NAT を使用している場合は、「VCS Expressway 
X8.1 の暗号化の問題と回避策」の推奨回避策を参照して ください。

VCS Expressway X8.1 の暗号化の問題と回避策

スタテ ィ ッ ク  NAT を使用する と きの VCS Expressway X8.1 の代理暗号化機能に問題があ り ま
す。VCS Expressway X8.1 が SDP のメディア  パーツにイーサネッ ト  2 IP アド レスを使用するた
め、コールのメディア  パーツが失敗します。（Caveat ID：CSCum90139）。X7.2.2 を実行する  VCS 
Expressway でスタテ ィ ッ ク  NAT を使用しているお客様は、メ ンテナンス  リ リースでこの問題が
解決されるまで、X8.1 にアップグレード しないでください。 

VCS Expressway X8.1 でスタテ ィ ッ ク  NAT を使用している場合は、次のいずれかの回避策を推
奨します。

• VCS Expressway を  X7.2.2 にダウングレードする。

• スタテ ィ ッ ク  NAT を使用しないよ うに VCS Expressway X8.1 を再設定する。

• VCS Expressway ではな く  VCS Control を使用して代理暗号化する。
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  使用可能なビデオ
代理暗号化に VCS Control を使用するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 MCU で、すべての電話会議の暗号化をオフにします。

ステップ 2 VCS Control で、専用の WebEx ト ラバーサル ゾーンを強制暗号化に変更します。

ステップ 3 VCS Expressway で、専用の WebEx DNS ゾーンを暗号化自動に変更します。

使用可能なビデオ
VCS Expressway 7.2.2 の設定手順全体については、次のビデオ シ リーズでも例を挙げて説明され
ています。

Configuring Certificates on Cisco VCS Expressway for WebEx Enabled TelePresence

サポート される証明書
WebEx でサポート される証明書を発行する公開認証局に対し、証明書署名要求を送信して くだ
さい。 

コ メン ト 自己署名証明書はサポート されません。 

WebEx は、特定のルート認証局が発行した証明書をサポート します。証明書プロバイダーに複数
のルート認証局があ り、その一部が WebEx ではサポート されていないこ とがあ り ます。使用す
る証明書は、以下の認証局のいずれか（またはこれらの中間認証局のいずれか）によって発行さ
れたものでなければな り ません。そ うでない場合、WebEx は VCS Expressway からのコールを受
け入れません。

• entrust_ev_ca

• digicert_global_root_ca

• verisign_class_2_public_primary_ca_-_g3

• godaddy_class_2_ca_root_certificate

• Go Daddy Root Certification Authority - G2

• verisign_class_3_public_primary_ca_-_g5

• verisign_class_3_public_primary_ca_-_g3

• dst_root_ca_x3

• verisign_class_3_public_primary_ca_-_g2

• equifax_secure_ca

• entrust_2048_ca*

• verisign_class_1_public_primary_ca_-_g3

• ca_cert_signing_authority

• geotrust_global_ca

• globalsign_root_ca
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• thawte_primary_root_ca

• geotrust_primary_ca

• addtrust_external_ca_root

コ メン ト この リ ス トは、時間の経過に伴い変更される こ とがあ り ます。 新情報については、
WebEx にお問い合わせください。

* Cisco VCS Expressway で、entrust_2048_ca によ り生成される証明書を使用するには、Cisco VCS 
Expressway の信頼された CA の リ ス ト で、Entrust ルート  CA 証明書を  Entrust から入手可能な
新バージ ョ ンに置き換える必要があ り ます。 

新しい entrust_2048_ca.cer ファ イルは、次の URL の Entrust Web サイ ト のルート証明書リ ス ト か
らダウンロードできます。 

https://www.entrust.net/downloads/root_index.cfm

注意 VCS Expressway ではワイルドカード証明書はサポート されていません。

証明書署名要求（CSR）の生成
証明書署名要求を生成するには、次の手順を実行します。 

ステップ 1 VCS Expressway で次の手順を実行します。

• X7.2.2 では、[メンテナンス（Maintenance）] > [証明書管理（Certificate management）] > [サーバ証明書
（Server certificate）] の順に移動します。

• X8.1 では、[メンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リティ証明書（Security certificates）] > [サーバ証明
書（Server certificate）] の順に移動します。

ステップ 2 [CSR の作成（Generate CSR）] をク リ ッ ク します。
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ステップ 3 CSR に関する必須情報を入力し、[CSRの作成（Generate CSR）] をク リ ッ ク します。

[CSRの作成（Generate CSR）] ボタンをク リ ッ クする と、[サーバ証明書（Server Certificate）] ページ
に、CSR の作成が成功したこ と を示すメ ッセージが表示されます。 

コ メン ト 秘密キーは CSR 作成プロセスで自動的に生成されます。CSR を廃棄するオプシ ョ ンをク リ ッ ク
しないでください。ク リ ッ クする と  CSR が再生成され、自動生成された秘密キーは [サーバ証明
書（Server Certificate）] ページに表示されません。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  証明書署名要求 （CSR） の生成
ステップ 4 CSR プロセスを完了し、サポート される公開認証局（CA）から署名付き証明書を受信するには、[ダ
ウンロード（Download）] をク リ ッ ク して CSR をダウンロードする必要があ り ます。

ほとんどの認証局は、PKCS#10 要求形式の CSR を提供するよ う要求します（次に示します）。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール
ステップ 5 公開 CA に CSR を送信します。 

コ メン ト 重要：公開 CA から提供される  SSL サーバ証明書に、サーバと ク ラ イアン ト の両方の認証キーが
含まれている こ と を確認して ください。 

公開 CA から  SSL サーバ証明書を受け取ったら、VCS Expressway にその証明書をインス トール
できます。

VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインストール

コメン ト VCS Expressway にサーバ証明書をインス トールする前に、証明書が .PEM 形式である こ と を確
認して ください。ユーザが受信した証明書が .CER 形式の場合、この証明書を  .PEM ファ イルに
変換するには、ファ イル拡張子を  .PEM に変更するだけです。

注意 サーバ証明書は、ルート  CA 証明書または中間 CA 証明書と と もにスタッ クするこ とはできません。 
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール
VCS Expressway に SSL サーバ証明書をインス トールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 （推奨）メモ帳などのテキス ト  エディ タ  アプ リ ケーシ ョ ンでサーバ証明書を開き、1 つの証明書
が表示される こ と（Begin Certificate と  End Certificate で囲まれている こ と）を確認します。

また、サーバ証明書を  .CER ファ イルと して開き、この証明書の有効性を確認する こ と もできま
す。[発行先（Issued to）] フ ィールドが VCS Expressway サーバのものである こ と を確認する必要
があ り ます。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール
ヒン ト 証明書の発行元 CA が中間 CA を使用しているか、またはルート  CA からの証明書を発行および
署名しているかを書き とめておく と役立ちます。中間 CA が関連している場合は、信頼された 
CA 証明書に中間 CA 証明書を「スタ ッ ク」するか、追加する必要があ り ます。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール
ステップ 2 VCS Expressway で次の手順を実行します。

• X7.2.2 では、[メ ンテナンス（Maintenance）] > [証明書管理（Certificate management）] > [サーバ
証明書（Server certificate）] の順に移動します。

• X8.1 では、[メ ンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リ ティ証明書（Security certificates）] > [サーバ
証明書（Server certificate）] の順に移動します。

ステップ 3 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、公開 CA から受信したサーバ証明書を選択し、[開く（Open）] をク
リ ッ ク します。

コ メン ト サーバ証明書は、.PEM 証明書形式で Expressway にロードする必要があ り ます。

ステップ 4 [サーバ証明書データをアップロード（Upload server certificate data）] をク リ ッ ク します。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway への SSL サーバ証明書のインス トール
サーバ証明書をアップロードする と、ファ イルがアップロード されたこ と を通知する メ ッセー
ジがページ上部に表示されます。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
ご使用の VCS Expressway のバージ ョ ンによって、信頼された CA 証明書リ ス ト の設定方法が決
定します。

VCS Expressway X7.2.2

VCS Expressway X7.2.2 のデフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト には、140 の証明書が含まれ
ています。かな り高い確率で、サーバ証明書の発行元である公開ルート  CA がデフォル ト の信頼
された CA 証明書リ ス ト にすでに含まれています。 

VCS Expressway X7.2.2 の信頼された  CA 証明書リ ス ト を設定する方法については、「VCS 
Expressway X7.2.2 での信頼された CA 証明書リ ス ト の設定」を参照して ください。

X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway

X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway では、X7.2.2 の信頼された  CA 証明書リ
ス ト が維持されます。

X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway で信頼された CA 証明書リ ス ト を設定
する方法については、「X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway での信頼された  
CA 証明書リ ス ト の設定」を参照して ください。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
VCS Expressway X8.1

新規にインス トールした VCS Expressway X8.1 を使用する場合は、各自の信頼された CA 証明書
リ ス ト をロードする必要があ り ます。デフォル ト では、デフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス
ト には証明書が含まれていないためです。 

また、WebEx ク ラ ウ ドが使用するルート証明書（DST Root CA X3）を、VCS Expressway のデフォ
ル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト に追加する必要があ り ます。

新し く インス トールした VCS Expressway X8.1 で信頼された CA 証明書リ ス ト を設定する方法に
ついては、「VCS Expressway X8.1 での信頼された CA 証明書リ ス トの設定」を参照して ください。

VCS Expressway X7.2.2 での信頼された CA 証明書リストの設定

デフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト が現在使用されていない場合は、これをデフォル ト の 
CA 証明書に リ セッ トする こ と を推奨します。これによ り、必要な証明書がある こ と を確認する
作業が容易にな り ます。

VCS Expressway X7.2.2 での信頼された CA 証明書リストのリセッ ト

VCS Expressway X7.2.2 で信頼された CA 証明書リ ス ト を リ セッ トするには、次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 [メ ンテナンス（Maintenance）] > [証明書管理（Certificate management）] > [信頼されたCA証明書
（Trusted CA certificate）] の順に進み、[デフォル ト CA証明書に リ セッ トする（Reset to default CA 
certificate）] をク リ ッ ク します。

コ メン ト VCS Expressway では、ク ラ イアン ト /サーバ SSL ハンドシェイ ク時にサーバから渡されるサーバ
証明書の証明書発行元を信頼する必要があ り ます（この場合、サーバは WebEx ク ラ ウ ドの SIP プ
ロキシです）。

VCS Expressway のデフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト には、ク ラ ウ ドが示すサーバ証明
書のパブ リ ッ ク  ルート  CA 証明書がすでに含まれています。WebEx ク ラ ウ ドのルート  CA は、
Cisco SSCA2 の中間 CA を含む DST ルート  CA X3 です。

サーバ証明書の発行元が（中間 CA ではな く ）ルー ト  CA である場合、ルート証明書はデフォル ト
の信頼された CA リ ス ト に含まれている可能性があ り ます。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
ステップ 2 ベス ト  プラ クテ ィ スは、適切なルート証明書が存在している こ と を確認する こ とです。これを確
認するには、[CA 証明書を表示（Show CA certificate）] をク リ ッ ク します。

この操作によ り、現在 VCS Expressway にロード されているデフォル ト の信頼された CA 証明書
リ ス ト が、新しいウ ィ ン ド ウに表示されます。 

ステップ 3 サーバ証明書の発行元ルート  CA を見つけます。

サーバ証明書の発行元が中間 CA ではな く 上位ルート  CA である場合、デフォル ト の信頼され
た CA 証明書リ ス ト に有効な  CA 証明書が含まれているため、VCS Expressway での証明書の設
定はこれで完了です。 

サーバ証明書の発行元が中間 CA である場合は、次のセクシ ョ ンに進みます。 

コ メン ト サーバ証明書の発行元である 上位ルート  CA の証明書がデフォル ト の信頼された CA 証明書
リ ス ト に含まれていない場合は、次のセクシ ョ ンに詳細を説明する、中間 CA 証明書をスタ ッ ク
するための手順を使用して、追加する必要があ り ます。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
VCS Expressway X7.2.2 での信頼された CA 証明書リストへの中間 CA 証明書のスタ ック

場合によっては、ルート  CA が中間 CA を使用して証明書を発行する こ とがあ り ます。

サーバ証明書が中間 CA によって発行される場合、中間 CA 証明書をデフォル ト の信頼された 
CA リ ス ト に追加する必要があ り ます。

図 5-1 .CER ファイル形式のサーバ証明書

ロードする必要がある中間証明書とルート証明書が公開 CA から提供されない場合、これらの証
明書をサーバ証明書から取得できます。場合によっては、これは確実に正しい中間 CA 証明書を
スタ ッ クできるよ り適切な方法です。

ステップ 1 サーバ証明書を  .CER ファ イルと して開きます（図 5-1 を参照）。

ステップ 2 [証明のパス（Certification Path）] タブをク リ ッ ク し、[中間証明書（Intermediate Certificate）] をダブ
ルク リ ッ ク します。 

これによ り、別の証明書ビューアが開き、中間 CA 証明書が表示されます。 

ステップ 3 [発行先（Issued to）] フ ィールドに、中間 CA の名前が表示されている こ と を確認します。 

ステップ 4 [詳細（Details）] タブをク リ ッ ク し、次に [ファ イルにコピー...（Copy to File…）] をク リ ッ ク します。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
[証明書のエクスポート ウ ィザードの開始（Welcome to the Certificate Export Wizard）] が表示され
ます。

ステップ 5 [次へ（Next）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 6 [エクスポート  ファ イルの形式（Export File Format）] と して [Base 64 encoded X.509 (.CER)
（Base-64 encoded X.509 (.CER)）] を選択し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク します。
5-16
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
ステップ 7 ファ イルの名前を指定し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク し、[完了（Finish）] をク リ ッ ク します。

ステップ 8 VCS Expressway からデフォル ト の信頼された CA リ ス ト をコピーするため、[メ ンテナンス
（Maintenance）] > [証明書の管理（Certificate management）] > [信頼されたCA証明書（Trusted CA 
certificate）] の順に進み、[CA証明書を表示（Show CA Certificate）] をク リ ッ ク します。ウ ィ ン ド ウ
が開いたら、すべての内容を選択します。

ステップ 9 メモ帳などのテキス ト編集アプ リ ケーシ ョ ンに、この内容を貼り付けます。

ステップ 10 テキス ト編集アプ リ ケーシ ョ ンの新しいウ ィ ン ド ウで intermediate.cer ファ イルを開き、その内
容をク リ ップボードにコピーします。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
ステップ 11 デフォル ト の信頼された CA リ ス ト の内容が含まれているテキス ト  ファ イル内で、既存のルー
ト  CA 証明書を検索します。

ステップ 12 ルート証明書の上に中間 CA 証明書を貼り付けます。 

ステップ 13 このテキス ト  ファ イルを  .PEM ファ イル（例：NewDefaultCA.pem）と して保存します。
5-18
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
コ メン ト ルート  CA がデフォル ト の信頼された CA リ ス ト に含まれていない場合は、中間 CA 証明書をス
タ ッ クする手順に従います。

ステップ 14 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、新し く作成/スタ ッ ク された信頼された CA の リ ス ト を見つけ、[
開く（Open）] をク リ ッ ク します。

ステップ 15 [CA証明書のアップロード（Upload CA certificate）] をク リ ッ ク します。

VCS Expressway X7.2.2 での証明書の設定が完了しました。

ク ラ イアン ト /サーバ証明書の設定方法の詳細（セキュ リ テ ィ用語や定義の情報を含む）について
は、次の URL にある『Cisco VCS Certificate Creation and Use Deployment Guide (X7.2)』を参照して
ください。

https://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/Cisco_VCS_Certifica
te_Creation_and_Use_Deployment_Guide_X7-2.pdf

X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway での信頼された 
CA 証明書リストの設定

デフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト が現在使用されていない場合は、これをデフォル ト の 
CA 証明書に リ セッ トする こ と を推奨します。これによ り、必要な証明書がある こ と を確認する
作業が容易にな り ます。

X7.2.2 から  X8.1 にアップグレード した VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの
リセッ ト

VCS Expressway X8.1 で信頼された CA 証明書リ ス ト を リセッ トするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [メ ンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リ テ ィ証明書（Security certificates）] > [信頼されたCA証
明書（Trusted CA certificate）] の順に進み、[デフォル ト CA証明書に リ セッ トする（Reset to default 
CA certificate）] をク リ ッ ク します。

コ メン ト VCS Expressway では、ク ラ イアン ト /サーバ SSL ハンドシェイ ク時にサーバから渡されるサーバ
証明書の証明書発行元を信頼する必要があ り ます（この場合、サーバは WebEx ク ラ ウ ドの SIP プ
ロキシです）。
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リストの設定
VCS Expressway のデフォル ト の信頼された CA 証明書リ ス ト には、ク ラ ウ ドが示すサーバ証明
書のパブ リ ッ ク  ルート  CA 証明書がすでに含まれています。WebEx ク ラ ウ ドのルート  CA は、
Cisco SSCA2 の中間 CA を含む DST ルート  CA X3 です。

サーバ証明書の発行元が（中間 CA ではな く ）ルー ト  CA である場合、ルート証明書はデフォル ト
の信頼された CA リ ス ト に含まれている可能性があ り ます。

ステップ 2 ベス ト  プラ クテ ィ スは、適切なルート証明書が存在している こ と を確認する こ とです。これを確
認するには、[すべて表示（PEMファ イル）（Show all (PEM file)）] をク リ ッ ク します。

この操作によ り、現在 VCS Expressway にロード されているデフォル ト の信頼された CA 証明書
リ ス ト が、新しいウ ィ ン ド ウに表示されます。 

ステップ 3 サーバ証明書の発行元ルート  CA を見つけます。

サーバ証明書の発行元が中間 CA ではな く 上位ルート  CA である場合、デフォル ト の信頼され
た CA 証明書リ ス ト に有効な  CA 証明書が含まれているため、VCS Expressway での証明書の設
定はこれで完了です。 

サーバ証明書の発行元が中間 CA である場合、またはサーバ証明書の発行元である 上位ルート  
CA の証明書が信頼された CA 証明書リ ス ト に含まれていない場合は、その証明書を信頼された  
CA 証明書リ ス ト に追加する必要があ り ます。この手順については次の項で説明します。 
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第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
VCS Expressway X8.1 への中間 CA 証明書の追加

場合によっては、ルート  CA が中間 CA を使用して証明書を発行する こ とがあ り ます。

サーバ証明書が中間 CA によって発行される場合、中間 CA 証明書をデフォル ト の信頼された 
CA 証明書リ ス ト に追加する必要があ り ます。

図 5-2 .CER ファイル形式のサーバ証明書

ロードする必要がある中間証明書とルート証明書が公開 CA から提供されない場合、これらの証
明書をサーバ証明書から取得できます。場合によっては、これは確実に正しい中間 CA 証明書を
スタ ッ クできるよ り適切な方法です。

ステップ 1 サーバ証明書を  .CER ファ イルと して開きます（図 5-2 を参照）。

ステップ 2 [証明のパス（Certification Path）] タブをク リ ッ ク します。

ステップ 3 [中間証明書（Intermediate Certificate）] をダブルク リ ッ ク します。 

これによ り、別の証明書ビューアが開き、中間 CA 証明書が表示されます。 

ステップ 4 [発行先（Issued to）] フ ィールドに、中間 CA の名前が表示されている こ と を確認します。 

ステップ 5 [詳細（Details）] タブをク リ ッ ク し、次に [ファ イルにコピー...（Copy to File…）] をク リ ッ ク します。
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[証明書のエクスポート ウ ィザードの開始（Welcome to the Certificate Export Wizard）] が表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 7 [エクスポート  ファ イルの形式（Export File Format）] と して [Base 64 encoded X.509 (.CER)
（Base-64 encoded X.509 (.CER)）] を選択し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク します。
5-22
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 5 章     Cisco VCS Expressway の証明書の設定

  VCS Expressway での信頼された CA 証明書リス トの設定
ステップ 8 ファ イルの名前を指定し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク し、[完了（Finish）] をク リ ッ ク します。

ステップ 9 中間 CA 証明書の拡張子を、.cer から  .pem に変更します。 

例：intermediate.pem

ステップ 10 VCS Expressway X8.1 で、[メ ンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リ テ ィ証明書（Security 
certificates）] > [信頼されたCA証明書（Trusted CA certificate）] の順に進みます。

ステップ 11 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、中間 CA 証明書を見つけ、[開く（Open）] をク リ ッ ク します。

ステップ 12 [CA証明書の追加（Append CA certificate）] をク リ ッ ク します。

VCS Expressway X8.1 での証明書の設定が完了しました。

ク ラ イアン ト /サーバ証明書の設定方法の詳細（セキュ リ テ ィ用語や定義の情報を含む）について
は、次の URL にある『Cisco VCS Certificate Creation and Use Deployment Guide（X8.1）』を参照して
ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/X8-1/Cisco-VCS-Certi
ficate-Creation-and-Use-Deployment-Guide-X8-1.pdf

VCS Expressway X8.1 での信頼された CA 証明書リストの設定

新規インス トールした VCS Expressway X8.1 では、信頼された CA 証明書リ ス ト に証明書がない
ため、次の 2 つの証明書を追加する必要があ り ます。

• DST Root CA 証明書（WebEx ク ラ ウ ドのルート  CA）

• サーバ証明書の発行元 CA の CA 証明書
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VCS Expressway X8.1 への DST Root 証明書の追加

VCS Expressway では、ク ラ イアン ト /サーバ SSL ハンドシェイ ク時にサーバから渡されるサーバ
証明書の証明書発行元（DST Root CA）を信頼する必要があ り ます（この場合、サーバは WebEx ク
ラ ウ ドの SIP プロキシです）。

VCS Expressway X8.1 で信頼された CA 証明書リ ス ト に DST Root 証明書を追加するには、次の手
順を実行します。

ステップ 1 http://www.identrust.com/doc/SSLTrustIDCAA5_DSTCAX3.p7b にアクセスします。

DST Root 証明書の内容を示すページが表示されます。ページの先頭は「-----Begin Certificate-----」
です。

ステップ 2 ページの内容全体を選択してコピーします。

ステップ 3 コンピュータのメモ帳などのテキス ト  エディ タを開き、DST Root 証明書の内容を貼り付けます。 

ステップ 4 拡張子が .PEM のテキス ト  ファ イルに保存します。例：dst_root_ca.pem.

ステップ 5 VCS Expressway X8.1 で、[メ ンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リ テ ィ証明書（Security 
certificates）] > [信頼されたCA証明書（Trusted CA certificate）] の順に進みます。

ステップ 6 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、ステップ 4 で保存した DST Root 証明書を選択し、[開く（Open）] 
をク リ ッ ク します。

ステップ 7 [CA証明書の追加（Append CA certificate）] をク リ ッ ク します。

VCS Expressway X8.1 へのルート  CA 証明書または中間 CA 証明書の追加

WebEx ク ラ ウ ドが VCS Expressway のサーバ証明書を信頼するためには、サーバ証明書の発行元 
CA のルート  CA 証明書または中間 CA 証明書を追加する必要があ り ます。

ロードする必要がある中間証明書またはルート証明書が公開 CA から提供されない場合、これら
の証明書をサーバ証明書から取得できます。場合によっては、これは確実に正しい中間 CA 証明
書をスタ ッ クできるよ り適切な方法です。

VCS Expressway X8.1 にルート  CA または中間 CA を追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 サーバ証明書を  .CER ファ イルと して開きます。 

ステップ 2 [証明のパス（Certification Path）] タブをク リ ッ ク します。（図 5-3 を参照）。
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図 5-3 .CER ファイル形式の中間 CA のサーバ証明書

コ メン ト こ こに示すサーバ証明書の例は、中間 CA によ り発行されたものです。証明書の発行元がルート  
CA の場合、2 つの証明書（ルー ト証明書とサーバ証明書）だけが表示されます。

ステップ 3 CA 証明書を開きます。

• 証明書の発行元がルート  CA の場合は、[ルート  CA 証明書（Root CA Certificate）] をダブルク
リ ッ ク します。 

• 証明書の発行元が中間 CA の場合は、[中間証明書（Intermediate Certificate）] をダブルク リ ッ
ク します。 

これによ り、別の証明書ビューアが開き、CA 証明書が表示されます。 

ステップ 4 [発行先（Issued to）] フ ィールドに、ルート  CA または中間 CA の名前が表示されている こ と を確
認します。 

ステップ 5 [詳細（Details）] タブをク リ ッ ク し、次に [ファ イルにコピー...（Copy to File…）] をク リ ッ ク します。
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[証明書のエクスポート ウ ィザードの開始（Welcome to the Certificate Export Wizard）] が表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 7 [エクスポート  ファ イルの形式（Export File Format）] と して [Base 64 encoded X.509 (.CER)
（Base-64 encoded X.509 (.CER)）] を選択し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク します。
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ステップ 8 ファ イルの名前を指定し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク し、[完了（Finish）] をク リ ッ ク します。

ステップ 9 ルート  CA 証明書または中間 CA 証明書の拡張子を、.cer から  .pem に変更します。 

例：root.pem または intermediate.pem

ステップ 10 VCS Expressway X8.1 で、[メ ンテナンス（Maintenance）] > [セキュ リ テ ィ証明書（Security 
certificates）] > [信頼されたCA証明書（Trusted CA certificate）] の順に進みます。

ステップ 11 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、ルー ト または中間 CA 証明書を見つけ、[開く（Open）] をク リ ッ ク
します。

ステップ 12 [CA証明書の追加（Append CA certificate）] をク リ ッ ク します。

VCS Expressway X8.1 での証明書の設定が完了しました。

ク ラ イアン ト /サーバ証明書の設定方法の詳細（セキュ リ テ ィ用語や定義の情報を含む）について
は、次の URL にある『Cisco VCS Certificate Creation and Use Deployment Guide（X8.1）』を参照して
ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/X8-1/Cisco-VCS-Certi
ficate-Creation-and-Use-Deployment-Guide-X8-1.pdf
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Cisco TelePresence Management Suite の設定

改訂日：2015 年 10 月

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議用に Cisco TelePresence Management Suite
（TMS）を設定する方法を説明します。次のよ う な構成になっています。

• 前提条件（6-1 ページ）

• Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定（6-2 ページ）

• Cisco TMS での WebEx ユーザの設定（6-4 ページ）

• Cisco TMS での MCU のハイブ リ ッ ド  コンテンツ  モードの設定（6-8 ページ）

• Cisco TMS でのロビー画面の TelePresence Server の設定（6-8 ページ）

• Cisco TMS での会議の設定（6-9 ページ）

• Cisco TMS でのシングル サインオンの設定（6-12 ページ）

• TMS が WebEx ホス ト代理と してスケジュールできる設定（6-19 ページ）

前提条件
• Cisco TMS ソフ ト ウェア  リ リース  14.3.1 以降が必要です。

• Microsoft Outlook を使用して会議をスケジュールする場合は、Cisco TMSXE ソフ ト ウェア  
リ リース  3.1 以降が必要です。 

Microsoft Outlook を使用したスケジュールの場合、2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

– Microsoft Outlook 用の WebEx 生産性向上ツール プラグイン

– WebEx Scheduling Mailbox の使用

• Smart Scheduler を使用して会議をスケジュールする場合は、Cisco TMSPE ソフ ト ウェア  リ
リース  1.1 以降が必要です。

• WebEx 機能を設定する前に、WebEx の統合オプシ ョ ン  キーを  Cisco TMS にインス トールす
る必要があ り ます。

コ メン ト 複数の WebEx サイ ト がサポート されます。
6-1
イ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29



第 6 章     Cisco TelePresence Management Suite の設定

  Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定
• MCU から  WebEx へのコールでは SIP だけがサポート されています。SIP に対して次の設定
を行う必要があ り ます。

– Cisco TMS：Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議に使用する各 MCU で、[Cisco TMS ス
ケジュール設定（Cisco TMS Scheduling Settings）] の [着信および発信SIP URIダイヤルを
許可する（Allow Incoming and Outgoing SIP URI Dialing）] を  [はい（Yes）] に設定する必要
があ り ます。

– MCU および TelePresence Server についての詳細は、Cisco TelePresence Management Suite 
の設定（6-1 ページ）を参照して ください。

Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定
Cisco TMS で Cisco WebEx 機能を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [WebEx の設定（WebEx Settings）] の
順に移動します。

[WebExの設定（WebEx Settings）] ページが表示されます。図 6-1を参照して ください。

図 6-1 Cisco TMS での WebEx の有効化

ステップ 2 [サイ ト の追加（Add Site）] をク リ ッ ク します。

[WebExサイ ト の設定（WebEx Site Configuration）] ページが表示されます。図 6-2を参照して くだ
さい。
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図 6-2 WebEx サイ トの設定

ステップ 3 [ホス ト名（Host Name）] フ ィールドに、WebEx サイ ト のホス ト名を入力します。

ステップ 4 [サイ ト名（Site Name）] フ ィールドに、WebEx サイ ト名を作成します。

コ メン ト サイ ト  URL の形式は https://[HostName]/[SiteName] でなければな り ません。例：
https://example.webex.com/example

ステップ 5 [WebEx 参加者の帯域幅（WebEx Participant Bandwidth）] で、MCU から  WebEx への会議あた りの
許容 大帯域幅を選択します。

コ メン ト MCU と  VCS では帯域幅が制限されている こ とがあ り ます。

ステップ 6 （オプシ ョ ン）デフォル ト  サイ ト 。1 つ以上の WebEx サイ ト がすでに存在している場合は、[はい
（Yes）] を選択してこのサイ ト をデフォル ト  WebEx サイ ト と して選択できます。

コ メン ト 新しいユーザは、WebEx を使用した会議を初めてスケジュールする と きにデフォル
ト  サイ ト を使用するよ うに、自動的に設定されます。

ステップ 7 TSP または PSTN 音声を使用する場合は、[TSP音声（TSP Audio）] を  [はい（Yes）] に設定します。

コ メン ト [TSP音声（TSP Audio）] で [はい（Yes）] を選択する と、Cisco TMS では TSP 音声だけが
使用されます。SIP 音声は機能しません。

ステップ 8 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

ステップ 9 [WebExの設定（WebEx Configuration）]セクシ ョ ンで、次の手順を実行します。

a. [WebEx有効（WebEx Enabled）] を  [はい（Yes）] に設定します。
6-3
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 6 章     Cisco TelePresence Management Suite の設定

  Cisco TMS での WebEx ユーザの設定
b. [すべての会議にWebExを追加（Add WebEx To All Conferences）] を  [はい（Yes）] に設定します。

ステップ 10 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

Cisco TMS での WebEx ユーザの設定
Cisco TMS を使用して会議をスケジュールするには、サーバが信頼するよ うに設定したユーザ名
とパスワードが必要にな り ます。 

Cisco TMS は次のアカウン ト を認証します。

• Cisco TMS がインス トールされている  Windows Server のローカル アカウン ト

• サーバがド メ イン メ ンバーシップと  Active Directory（AD）を介して信頼しているアカウン ト

Cisco TMS に正常にログインした各ユーザに対し、ユーザ名に基づいて新しいユーザ プロファ
イルが作成され、各自のプロファ イルに情報を入力するよ うに促されます。既存の Windows また
は AD のユーザ パスワードが使用されますが、これらのパスワードは Cisco TMS には保存され
ません。ユーザの Windows または AD のパスワードが変更された場合は、ユーザは Cisco TMS に
ログインする と きに、変更後のパスワードを使用する必要があ り ます。

WebEx 対応会議のスケジュールに関するユーザ要件

Cisco TMS を使用して WebEx 対応の会議をスケジュールするには、Cisco TMS ユーザの次の情
報が Cisco TMS ユーザ プロファ イルに保存されている必要があ り ます。 

• WebEx ユーザ名

• WebEx パスワード（シングル サインオンが有効ではない場合） 

• アカウン ト を持っている  WebEx サイ ト  

コ メン ト この WebEx サイ トは、Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定（6-2 ページ）で説明す
るよ うに、Cisco TMS にも追加する必要があ り ます。

WebEx スケジュール用に Cisco TMS ユーザのアカウン ト を有効にする方法は 3 通り あ り ます。

• 管理者が Cisco TMS ユーザのプロファ イルを編集する。

詳細については、Cisco TMS での Cisco WebEx Enabled TelePresence ユーザの設定（6-6 ペー
ジ）を参照して ください。

• Cisco TMS ユーザが Cisco TMS にログインし、Cisco TMS Web UI の左下隅に表示される各自
のユーザ名をク リ ッ ク して、プロファ イルを編集する。

• 管理者が [Active Directoryのユーザ情報の参照（Lookup User Information from Active 
Directory）] と  [Active DirectoryからWebExユーザ名を取得（Get WebEx Username from Active 
Directory）]、およびオプシ ョ ンで [シングルサインオン(SSO)（Single Sign On (SSO)）] を有効
にする。 

Active Directory 参照機能を有効にする メ リ ッ ト と して、WebEx ユーザ名を含むユーザ アカ
ウン ト情報が、各新規 Cisco TMS ユーザに自動的に追加される点があ り ます。管理者または
ユーザが WebEx パスワードを追加する必要があ り ますが、シングル サインオンを有効にす
る場合は、WebEx パスワードは不要です。Active Directory 機能とシングル サインオン機能が
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有効であ り、Cisco TMS で複数の WebEx サイ ト が有効になっている場合は、ユーザに対して
その WebEx サイ ト だけを選択する必要があ り ます。WebEx サイ ト が 1 つだけの場合、Cisco 
TMS はそのサイ ト を使用します。複数のサイ ト が設定されている場合は、ユーザの Cisco 
TMS プロファ イルが編集されてデフォル ト以外の WebEx サイ ト が指定されている場合を
除き、Cisco TMS では、「デフォル ト 」と して指定されている  WebEx サイ ト が自動的に選択さ
れます。

詳細については、Active Directory からの自動ユーザ参照の設定（6-5 ページ）およびCisco 
TMS でのシングル サインオンの設定（6-12 ページ）を参照して ください。

Active Directory からの自動ユーザ参照の設定

Active Directory（AD）を使用する場合は、ユーザ プロファ イル情報が自動的に入力されるよ うに 
Cisco TMS を設定できます。この機能を有効にする と、ユーザが初めて  Cisco TMS にアクセスす
る と きにユーザの詳細情報が自動的にインポート され、定期的に同期されます。WebEx ユーザ名
に Active Directory のフ ィールド（AD ユーザ名または電子メール アド レスなど）を使用する場
合、[WebExの設定（WebEx Settings）] ページで [Active DirectoryからWebExユーザ名を取得する
（Get WebEx Username from Active Directory）] 機能を有効にして、Cisco TMS が WebEx ユーザ名
をインポートするよ うに設定できます。 

Cisco TMS での Active Directory 参照

Active Directory 参照によ り、Cisco TMS にユーザ情報が自動的にインポート され、更新されま
す。オプシ ョ ンで、Cisco TMS では WebEx ユーザ名も インポー ト できます。

AD 参照を有効にする こ とで、WebEx と  Cisco TMS ではユーザ情報が一定間隔で同期されます。
これによ り、各 WebEx ユーザが会議の予約または会議への参加時に入力する必要があるのはパ
スワードだけにな り、ユーザ名の入力は必要な くな り ます。

AD 参照を設定しない場合、ユーザは Cisco TMS と  WebEx 間の通信でユーザとパスワードを入
力する必要があ り ます。 

Active Directory 参照を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [ネッ ト ワーク設定（Network 
Settings）] に進みます。

ステップ 2 [Active Directory] ペインで、[Active Directoryのユーザ情報の参照（Lookup User Information from 
Active Directory）] を  [はい（Yes）] に設定します。

ステップ 3 [Active Directory] ペインのその他のフ ィールドに情報を入力し、[保存（Save）] をク リ ッ ク します。

各フ ィールドの詳細については、Cisco TMS ヘルプを参照して ください。

[Active DirectoryからWebExユーザ名を取得（Get WebEx Username from Active Directory）] を設定
するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [WebExの設定（WebEx Settings）] に
進みます。

ステップ 2 [WebEx設定（WebEx Configuration）] ペインで、[Active DirectoryからWebExユーザ名を取得（Get 
WebEx Username from Active Directory）] メニューを使用して、WebEx ユーザ名を保存する  AD の
フ ィールドを選択します。
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ステップ 3 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

詳細については、Cisco TMS のヘルプを参照して ください。

WebEx 予約の仕組み

WebEx 予約が機能するには、予約を実行するユーザの WebEx ユーザ名とパスワードが、その
ユーザの Cisco TMS プロファ イルで WebEx ユーザ名および WebEx パスワード と して定義され
ている必要があ り ます。これによ り、正しいユーザが WebEx で会議を「所有」しており、ログイン
して、WebEx 会議を開催できる こ とが保証されます。 

WebEx サイ ト でシングル サインオン（SSO）が有効な場合、WebEx アカウン ト を持つユーザは 
Cisco TMS で WebEx 対応会議を予約できます。このと き  WebEx パスワードが Cisco TMS ユーザ 
プロファ イルに保存されている必要はあ り ません。SSO が設定されている場合、ユーザが会議を
予約する と、Cisco TMS ユーザ プロファ イルの WebEx ユーザ名が WebEx サイ ト に渡され、予約
が完了します。SSO の設定方法の詳細については、Cisco TMS でのシングル サインオンの設定
（6-12 ページ）を参照して ください。

その他のフ ィールドは必須ではあ り ませんが、他の Cisco TMS 機能に使用されます。Active 
Directory を使用している場合、新規ユーザのこれらのフ ィールドに自動的に値を取り込むよ う
に Cisco TMS を設定できます。

Cisco TMS での Cisco WebEx Enabled TelePresence ユーザの設定

次の 3 つの条件に該当する場合は、この設定は不要です。

• [Active Directoryのユーザ情報の参照（Lookup User Information from Active Directory）] と  
[Active DirectoryからWebExユーザ名を取得（Get WebEx Username from Active Directory）] を
有効に設定している場合（詳細についてはActive Directory からの自動ユーザ参照の設定（6-5 
ページ）を参照）。

• シングル サインオンを有効にしている場合（詳細についてはCisco TMS でのシングル サイ
ンオンの設定（6-12 ページ）を参照）。

• ユーザが WebEx 会議のスケジュールにデフォル ト  WebEx サイ ト を使用する場合。

Cisco TMS で Cisco WebEx Enabled TelePresence ユーザを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] > [ユーザ（Users）] に進
みます。

ステップ 2 [新規（New）] をク リ ッ ク して新しいユーザを追加するか、または既存のユーザ名をク リ ッ ク して
そのユーザのプロファ イルに WebEx スケジュール機能を追加し、[編集（Edit）] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 Windows/AD ユーザ名、姓、名、および電子メール アド レスを入力します。

コ メン ト 既存のユーザまたは AD 参照が有効な場合、一部のフ ィールドにはすでに情報が取り
込まれている こ とがあ り ます。

ステップ 4 [WebExユーザ名（WebEx Username）] に、ユーザの WebEx アカウン ト のユーザ名を入力します。

ステップ 5 [WebExパスワード（WebEx Password）] に、ユーザの WebEx アカウン トのパスワードを入力します。

ステップ 6 [WebExサイ ト （WebEx Site）] で、ユーザが登録されている  WebEx サイ ト を選択します。
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コ メン ト WebEx サイ ト が選択されていない場合、デフォル ト と して設定されている  WebEx サ
イ ト が使用されます。

ステップ 7 Cisco TMS ユーザ プロファ イルの他の設定を行い、[保存（Save）] をク リ ッ ク します。

Cisco TMS での MCU および TelePresence Server のポート
予約の設定

各スケジュール済み会議のポート を予約するよ うに MCU と  TelePresence Server を設定する こ と
を推奨します。 

この設定を有効にする と、会議に予約されているポート の数が適用されます。この会議の 
TelePresence 部分で、5 つのポート と  5 人の参加者が TelePresence に接続している場合、会議への
招待状が 6 番目の参加者に転送される と、これらの参加者は TelePresense で会議に参加できな く
な り ます。

ポート予約が有効に設定されていない場合、5 つの TelePresence ポートが予約されている会議にお
いて、招待状が転送される と、その時点で使用可能なポートの 大数まで追加ユーザが TelePresence 
で参加できます。これが原因で、別のスケジュール済み会議が失敗するこ とがあ り ます。このため、
MCU と  TelePresence Server では常にポート予約を有効にしておく こ とを推奨します。

MCU のポート予約の有効化

MCU のポー ト予約を有効にするには、Cisco TMS で次の手順を実行します。

ステップ 1 [システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] の順に移動します。

ステップ 2 MCU を選択します。

ステップ 3 [設定（Settings）] タブをク リ ッ ク します。

ステップ 4 [拡張設定（Extended Setting）] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [ポート数を予定参加者の数に制限する（Limit Ports to Number of Scheduled Participants）] を  [オン
（On）] に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

ステップ 7 すべての MCU に対してステップ 2 ～ 6 を繰り返します。

TelePresence Server のポート予約の有効化

TelePresence Server のポート予約を有効にするには、Cisco TMS で次の手順を実行します。

ステップ 1 [システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] の順に移動します。

ステップ 2 TelePresence Server を選択します。
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ステップ 3 [設定（Settings）] タブをク リ ッ ク します。

ステップ 4 [拡張設定（Extended Setting）] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [ポート数を予定参加者の数に制限する（Limit Ports to Number of Scheduled Participants）] を  [オン
（On）] に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

ステップ 7 すべての TelePresence Server に対してステップ 2 から  6 までを繰り返します。

Cisco TMS での MCU のハイブリ ッ ド  コンテンツ モードの
設定

WebEx を使用した Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議に使用する  MCU が、ハイブ リ ッ ド  コ
ンテンツ  モードを使用するよ うに設定する必要があ り ます。ハイブ リ ッ ド  モードでは、受信コ
ンテンツ  ス ト リームがパススルーされ、 高品質が提供されます。また、受信コンテンツ  ス ト
リームがデコード され、これを使用して、パススルー ス ト リームを受信できないすべてのユーザ
（SD エンドポイン ト ）を対象と した 2 番目の解像度が低いス ト リームが作成されます。このため
ビデオ ポート が使用されますが、ユーザは ト ランスコード とパススルーの両方のメ リ ッ ト を得
る こ とができます。

Cisco TMS で MCU のハイブ リ ッ ド  コンテンツ  モードを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] の順に移動します。

ステップ 2 MCU 名をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [設定（Settings）] タブをク リ ッ ク し、[拡張設定（Extended settings）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 4 [コンテンツモード（Content Mode）] を  [ハイブ リ ッ ド（Hybrid）] に設定し、[保存（Save）] をク リ ッ
ク します。

Cisco TMS でのロビー画面の TelePresence Server の設定
WebEx を使用した Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議に使用するすべての TelePresence 
Server で、ロビー画面を「オン（On）」に設定する必要があ り ます。

Cisco TMS の TelePresence Server でロビー画面を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] の順に移動します。

ステップ 2 TelePresence Server 名をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [設定（Settings）] タブをク リ ッ ク し、[拡張設定（Extended settings）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 4 [会議にロビー画面を使用する（Use Lobby Screen for conferences）] を  [オン（On）] に設定し、[保存
（Save）] をク リ ッ ク します。
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WebEx Welcome 画面が無効な場合の会議における最初の TelePresence 
参加者へのロビー画面の表示

WebEx Welcome 画面が無効な場合、TelePresence Server を使用して会議に 初に参加する  
TelePresence Server 参加者のユーザ エクスペリエンスは、TMS での TelePresence Server の [会議
にロビー画面を使用する（Use Lobby Screen for conferences）] 設定に応じて異な り ます。表 6-1 に、
さまざまなシナ リ オで、会議の 初の TelePresence 参加者に表示される内容を示します。 初の 
TelePresence 参加者に対して黒色の画面が表示されないよ うにするため、前述の項で説明したと
おり、WebEx Enabled TelePresence 会議に使用するすべての TelePresence Server で [会議にロビー
画面を使用する（Use Lobby Screen for conferences）] を  [はい（Yes）] に設定して ください。

Cisco TMS での会議の設定
こ こでは、Cisco TMS で設定できる  WebEx Enabled TelePresence 会議の推奨会議設定とオプシ ョ
ンの会議設定について説明します。

デフォルトのセッ トアップ バッファとティアダウン バッファ

会議の TelePresence 部分がスケジュールされている時刻に開始および終了するよ うに、デフォル
ト のセッ ト アップ バッファ とテ ィアダウン  バッファを設定しておく こ と を推奨します。 

表 6-1 WebEx Welcome 画面が無効な場合の最初の TelePresence 参加者に対するロビー画面の
表示

TelePresence 
Server のロビー
画面の設定

WebEx Enabled 
TelePresence 会
議かどうか

1 人以上の 
WebEx 参加者が
いるかどうか

WebEx 参加者が
カメ ラに対応し
ているかどうか

最初の TelePresence 参
加者に対して表示され
る内容

× ×（TelePresence 
のみ）

該当なし 該当なし 黒色の画面（1 人以上の
他の TelePresence 参加
者が参加するまで）

× ○ × 該当なし 黒色の画面（1 人以上の
他の TelePresence また
は WebEx 参加者が参加
するまで）

× ○ ○ × WebEx 参加者のシル
エッ ト  イ メージ

× ○ ○ ○ WebEx 参加者のビデオ

○ ×（TelePresence 
のみ）

該当なし 該当なし ロビー画面（1 人以上の
他の TelePresence 参加
者が参加するまで）

○ ○ × 該当なし ロビー画面（1 人以上の
他の TelePresence また
は WebEx 参加者が参加
するまで）

○ ○ ○ × WebEx 参加者のシル
エッ ト

○ ○ ○ ○ WebEx 参加者のビデオ
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コ メン ト TMS を使用して会議をスケジュールするユーザは、必要に応じて会議ごとにセッ ト アップ バッ
ファ とテ ィアダウン  バッファを変更できます。

Cisco TMS でデフォル ト のセッ ト アップ バッファ とテ ィ アダウン  バッファを設定するには、次
の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [会議設定（Conference Settings）] に
進みます。

ステップ 2 [会議の作成（Conference Create）] セクシ ョ ンで次のよ うに設定します。

• [デフォル ト のセッ ト アップ バッファ（Default Setup Buffer）] で [0] を選択します。

• [デフォル ト のテ ィアダウン  バッファ（Default Tear Down Buffer）] で [0] を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

デフォルト画像モード

[デフォル ト画像モード（Default Picture Mode）] を  [分割表示（Continuous Presence）] に設定する こ
と を推奨します。これによ り、MCU を使用する会議で、複数の参加者を同時に画面に表示できま
す。TelePresence Server は、常に複数の参加者を表示するよ うに設定されています（TelePresence 
Server の ActivePresence）。

Cisco TMS でデフォル ト画像モードを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [会議設定（Conference Settings）] に
進みます。

ステップ 2 [会議作成オプシ ョ ン（Conference Create Options）] セクシ ョ ンで次のオプシ ョ ンを設定します。

• [デフォル ト画像モード（Default Picture Mode）] で、[分割表示（Continuous Presence）] を選択し
ます。

ステップ 3 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

会議接続/切断オプション

スケジュールされている終了時刻を越えて会議を延長する際に、会議を延長できる十分な リ
ソースがない場合に警告が表示されるよ うにするため、TMS で [会議接続/切断オプシ ョ ン
（Conference Connection/Ending Options）] を設定する こ と を推奨します。 

Cisco TMS で [会議接続/切断オプシ ョ ン（Conference Connection/Ending Options）] を設定するに
は、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [会議設定（Conference Settings）] に
進みます。

ステップ 2 [会議接続/切断オプシ ョ ン（Conference Connection/Ending Options）] セクシ ョ ンで次のオプシ ョ
ンを設定します。
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• [会議延長のスケジュールで競合が発生した場合の連絡先を指定する（Supply Contact 
Information on Extend Meeting Scheduling Conflict）] で、[はい（Yes）] を選択します。

これによ り、予約の競合が原因で会議の延長が不可能な場合に、参加者が連絡先情報を確認
できます。

コ メン ト このオプシ ョ ンは、CTS、Jabber Video など、TMS からの直接メ ッセージングをサポー
ト しないエンドポイン ト ではサポート されません。

• [会議終了に関する警告をビデオ内に表示する（Show In-Video Warnings About Conference 
Ending）] で [はい（Yes）] を選択します。

TelePresence 参加者に対し、会議が終了する こ と を通知するテキス ト  メ ッセージが、ブ リ ッ
ジによ り ビデオに表示されます。

この機能は、次のブ リ ッジとの互換性があ り ます。

– MCU 42xx、45xx、84xx、85xx、5xxx

– TelePresence Server 70xx、87xx

コ メン ト WebEx は MCU/TelePresence Server への単一参加者接続であるため、TelePresence 
ユーザが現在発言中の参加者である場合は、ビデオ内テキス ト  メ ッセージは 
WebEx 参加者に対してのみ表示されます。

• （オプシ ョ ン）次のオプシ ョ ンを設定する こ とで、ビデオ内の警告の長さ、タ イ ミ ング、内容を
設定できます。

– [メ ッセージのタイムアウ ト （秒）（Message Timeout (in seconds)）]：警告メ ッセージが表示
される秒数。デフォル ト設定：10 秒。 

– [終了X分前にメ ッセージを表示する（Show Message X Minutes Before End）]：警告メ ッ
セージを表示する時点から会議終了までの間の分数。

このメ ッセージは、カンマで分を分割して複数回示すこ とができます。たとえば、1,5 は
会議終了の 1 分前と  5 分前に警告メ ッセージを表示します。デフォル ト設定：1,5（1 分と  
5 分）。

コ メン ト TelePresence MPS ブ リ ッジの場合、10、5 および 1 のみをこ こに入力する こ とができ、
画面に数字アイコン と して表示されます。その他すべてのシステムは、任意の数の間
隔に設定でき、[会議延長のための連絡先（Contact Information to Extend Meetings）] に
入力されたテキス ト文字列に続いて会議終了通知を表示します。

– [会議延長のための連絡先（Contact Information to Extend Meetings）]：このフ ィールドで
は、会議終了通知の後に続いて表示する内容をカスタマイズできます。ユーザの代わり
に会議を延長できる担当者の電話番号または名前などの連絡先情報を入力できます。

こ こで設定されたテキス トは、ブ リ ッジから会議の全参加者に送信される会議終了に関
するビデオ内警告と、Cisco TMS から個々の参加者に送信される会議終了通知の両方に
適用します。

ステップ 3 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。
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Cisco TMS でのシングル サインオンの設定
Cisco TMS では、WebEx アカウン ト のユーザが予約した会議のシングル サインオン（SSO）を有
効にするオプシ ョ ンがあ り ます。SSO が設定されており、ユーザが WebEx 対応会議をスケ
ジュールする場合、Cisco TMS ユーザ プロファ イルの WebEx ユーザ名が WebEx サイ ト に渡さ
れ、予約が完了します。

SSO が設定されている場合に必要な操作は、ユーザの WebEx ユーザ名をそのユーザの Cisco 
TMS ユーザ プロファ イルに保存する こ とだけです。ユーザの WebEx パスワードは不要です。

Cisco TMS ユーザ プロファ イルにユーザの WebEx ユーザ名を追加する方法は 2 通り あ り ます。

• TMS サイ ト管理者が、ユーザ プロファ イルに WebEx ユーザ名を手動で入力する。

主催者が WebEx を使用した会議を  Cisco TMS でスケジュールする と、Cisco TMS から、その 
Webex ユーザ名が WebEx ホス ト と して指定されている  WebEx サイ ト に、会議情報が送信さ
れます。

コ メン ト ユーザが選択した WebEx サイ ト に対し、TMS で SSO が有効になっている場合、
[WebExユーザ名（WebEx Username）] フ ィールドを編集するにはサイ ト管理者特権が
必要です。ユーザは各自の WebEx ユーザ名を編集できません。

• Cisco TMS が Active Directory（AD）から  WebEx ユーザ名をインポー ト できるよ うにする。

コ メン ト AD の任意のフ ィールドを使用できます。 も よ く使用されるフ ィールドは、電子
メール アド レス とユーザ名です。

主催者が WebEx を使用した会議を  Cisco TMS でスケジュールする と、Cisco TMS は AD に
対し、Cisco TMS 管理者が AD 参照の [ネッ ト ワーク設定（Network Settings）] ページで入力し
たユーザ名とパスワードを使用して、会議主催者の WebEx ユーザ名を要求します。

AD から  Cisco TMS に主催者の WebEx ユーザ名が提供される と、Cisco TMS はその WebEx 
ユーザ名が WebEx ホス ト と して指定されている  WebEx サイ ト に、会議情報を送信します。

前提条件

Cisco TMS で SSO を設定する前に、WebEx Cloud Services チーム と協力して、Cisco TMS と  
WebEx ク ラ ウ ドの両方で設定する必要がある次の情報を決定する必要があ り ます。

• パートナー名

この値は、すべての WebEx 顧客において固有でなければならないため、WebEx チームが決定す
る必要があ り ます。この情報については、WebEx アカウン ト  チームにお問い合わせください。 

例：examplesso.webex.com

• パートナーの発行元（IdP ID）

これはアイデンティティ  プロバイダー（使用する  TMS）です。WebEx チームがこの値を決定す
る必要があ り ます。この情報については、WebEx アカウン ト  チームにお問い合わせください。

社内の TMS を示す名前を使用する こ と を推奨します。

例：exampletms
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• SAML 発行元（SP ID）

これはサービス  プロバイダー（つま り  WebEx）を示します。WebEx チームがこの値を決定する
必要があ り ます。この情報については、WebEx アカウン ト  チームにお問い合わせください。

例：https://examplesso.webex.com/examplesso

• AuthnContextClassRef

これは、認証コンテキス ト です。IdP は、X509 証明書、スマート  カード、IWA、ユーザ名/パス
ワードなど、異なるコンテキス ト のユーザを認証します。

TMS によ り自動的に指定されるデフォル ト値を使用します。

Cisco TMS での SSO の設定

Cisco TMS で SSO を設定するには、次の手順を実行します。

1. SSO を有効にする  WebEx サイ ト が、Cisco TMS で作成されている こ と を確認します。

詳細については、Cisco TMS での Cisco WebEx 機能の設定（6-2 ページ）を参照してください。

2. Cisco TMS と  WebEx サイ ト間の接続を保護するための証明書を生成します。

詳細については、WebEx の証明書の生成（6-13 ページ）を参照して ください。

3. WebEx サイ ト でパートナー委任認証を有効にします。

詳細については、WebEx サイ ト でのパー トナー委任認証の有効化（6-17 ページ）を参照し
て ください。

4. Cisco TMS で SSO を有効にします。

詳細については、Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）を参照して ください。

WebEx の証明書の生成

WebEx では、WebEx ク ラ ウ ドに対して Cisco TMS を認証する と きに証明書ペア（公開証明書と秘
密キー）を使用する必要があ り ます。 

証明書ペアの要件：

• 公開証明書は WebEx Cloud Services チームに送信されるため、.cer または .crt 形式でなけれ
ばな り ません。

• 証明書と秘密キーは、Cisco TMS にアップロードするため PKCS12 形式のファ イルにバンド
ルされています。

新規証明書を生成するか、または既存の証明書（Cisco TMS サーバで HTTPS を有効にする と きに
使用する証明書など）を使用できます。 

信頼された機関によって署名された既存の証明書の使用

信頼された機関によって署名された証明書を現在使用している場合は、WebEx 設定に既存の証
明書とキーのペアを使用する こ と を推奨します。手順は、秘密キーがエクスポート可能であるか
ど うか、および使用可能であるかど うかに応じて異な り ます。
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秘密キーがエクスポート可能な場合

秘密キーがエクスポート可能な場合は、次の手順を実行します。

ステップ 1 Windows 証明書マネージャ  スナップインを使用して、既存のキーと証明書のペアを  PKCS#12 
ファ イルと してエクスポート します。

ステップ 2 Windows 証明書マネージャ  スナップインを使用して、既存の証明書を Base 64 PEM エンコード  .CER 
ファイルと してエクスポート します。 

ステップ 3 証明書が .cer または .crt 形式である こ と を確認して、WebEx Cloud Services チームにこのファ イ
ルを提供します。

ステップ 4 ステップ 2 で作成した  PKCS#12 ファ イルは、Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）で TMS 
にアップロードするために使用します。

秘密キーをエクスポートできないが、キー/証明書ペアが使用可能な場合

秘密キーをエクスポート できないが、キーと証明書のペアが使用可能な場合は、次の手順を実行
します。

ステップ 1 Windows 証明書マネージャ  スナップインを使用して  Base 64 PEM ファ イルに既存の証明書をエ
クスポート します。

ステップ 2 ファ イル拡張子を  .cer または .crt に変更し、WebEx Cloud Services チームにこのファ イルを提供
します。 

ステップ 3 OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ）のステップ 10 のコマン ドを使用して、PKCS#12 
キーと証明書のペアを作成します。 

ステップ 4 この PKCS#12 ファ イルは、Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）で TMS にアップロード
するために使用します。

秘密キーがエクスポートできず、使用可能ではない場合

秘密キーをエクスポート できず、使用可能ではない場合は、新しい証明書を作成する必要があ り
ます。

新しい証明書を作成するには、OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ）のすべてのス
テップに従います。

認証局によって署名されるキーと証明書のペアの作成

キーと証明書のペアがないが、使用する認証局がある場合は、次の手順を実行します。

ステップ 1 OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ）のステップに従って、OpenSSL を使用して 
WebEx SSO 設定に使用する新しいキー/証明書のペアを作成します。

ステップ 2 OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ）のステップ 8 を使用して、Base64 PEM エンコー
ド  バージ ョ ンの署名付き証明書を作成します。

ステップ 3 この署名付き証明書のファ イル拡張子を  .cer または .crt に変更し、WebEx Cloud Services チーム
に証明書のこのバージ ョ ンを提供します。
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ステップ 4 OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ）のステップ 10 のコマン ドを使用して、PKCS#12 
キーと証明書のペアを作成します。

ステップ 5 この PKCS#12 ファ イルは、Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）で TMS にアップロード
するために使用します。

自己署名キー/証明書のペアの作成

キーと証明書のペアがな く、使用する認証局がない場合は、自己署名証明書を作成する必要があ
り ます。

自己署名キーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 OpenSSL を使用した証明書の生成（6-15 ページ） の手順を実行します。

ステップ 2 ステップ 6 の手順に従い、自己署名証明書署名要求を作成します。

ステップ 3 ステップ 7 から  9 に従い、自己署名証明書の Base 64 PEM ファ イルを  WebEx Cloud Services チー
ムに提供します。

ステップ 4 ステップ 10 に従い、PKCS#12 PFX ファ イルを作成します。

ステップ 5 Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）で TMS にアップロード します。

OpenSSL を使用した証明書の生成

OpenSSL は、UNIX および Linux で動作するよ うに設計されているオープン  ソース  プロジェ ク
ト です。Shining Light Productions から  Windows バージ ョ ンを入手できます
（http://slproweb.com/products/Win32OpenSSL.html）。OpenSSL を使用して証明書を生成する前に、
OpenSSL をインス トールしておく必要があ り ます。詳細については、http://www.openssl.org/ を参
照して ください。

WebEx および TMS に必要な TMS 証明書を生成するには、次の手順を実行します。 

1. 秘密キーを生成します。

2. 証明書署名要求（CSR）を生成します。

3. 認証局によ り  CSR に署名しても らいます。

4. 署名証明書のファ イル拡張子を  .cer または .crt に変更し、WebEx Cloud Services チームに提
供します。

5. 署名証明書と秘密キーを  PKCS#12 形式ファ イルに変換します。

6. 変換後の証明書と秘密キーを  TMS にアップロード します。

OpenSSL を使用して証明書を生成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Windows でコマン ド  プロンプ ト を開きます。

ステップ 2 openssl\bin インス トール ディ レ ク ト リ に移動します。

ステップ 3 次のコマン ドを使用して秘密キーを生成します。

openssl genrsa -out tms-privatekey.pem 2048
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ステップ 4 上記の秘密キーを使用して、証明書署名要求（CSR）を生成します。

openssl req -new -key tms-privatekey.pem -config openssl.cfg  -out tms-certcsr.pem

ステップ 5 次の項目を含む、要求されたデータを入力します。

• 国

• 州または地域

• 組織名

• 組織ユニッ ト

• 共通名（これは Cisco TMS のFQDN です）

• （任意）電子メール アド レス、パスワード、会社名

ステップ 6 Cisco TMS 証明書署名要求ファ イル「tms-certcsr.pem」を信頼された認証局（CA）によ る署名を受
けるために送信するか、または OpenSSL または Windows CA を使用して証明書署名要求に自己
署名します。

• 信頼された認証局への証明書要求の送信方法の詳細については、当該認証局にお問い合わせ
ください。

• OpenSSL を使用して証明書署名要求を自己署名するには、次のコマン ドを使用します。
tms-certcsr.pem は、PEM 形式での証明書署名要求です。tms-certcsr.pem は、PEM 形式での秘
密キーです。days は、証明書の有効期間（日数）です。

openssl x509 -req -days 360 -in tms-certcsr.pem -signkey tms-privatekey.pem -out 
tms-cert.pem

作成される  tms-cert.pem は、自己署名証明書です。

• Windows CA を使用して証明書署名要求に自己署名するには、Windows 証明書マネージャ  ス
ナップインを使用します。Windows 証明書マネージャ  スナップインを使用して証明書要求
を送信する方法の詳細については、Windows 証明書マネージャ  スナップインのドキュ メ ン
ト を参照して ください。

ステップ 7 認証局は、証明書要求に署名する と、署名した証明書をユーザに送信します。CA から署名証明書 
tms-cert.der を受信します。 

この証明書が電子メールまたは Web ページで提供され、ファ イルと して提供されない場合は、
-----BEGIN CERTIFICATE----- 行から  -----END CERTIFICATE----- 行までの内容をコピーします。
コピーした内容をテキス ト  ファ イルに保存し、このファ イルに tms-cert.der とい う名前を付け
ます。

ステップ 8 次の OpenSSL コマン ドを使用して、署名付き証明書を  .der から  .pem に変換します。

openssl x509 -inform der -in tms-cert.cer -out tms-cert.pem

コ メン ト 認証局が .pem 形式の署名証明書を提供する場合、このステップをスキップできます。

ステップ 9 この署名証明書のファ イル拡張子を  .cer または .crt に変更し、WebEx Cloud Services チームに提
供します。

ステップ 10 ステップ 3 で作成した秘密キーと署名証明書 .pem を組み合わせます。

openssl pkcs12 -export -inkey tms-privatekey.pem -in tms-cert.pem -out tms-cert-key.p12 -name 
tms-cert-key

これで、SSO 設定の秘密キーが含まれている  Cisco TMS 証明書が作成されました。この証明書は 
Cisco TMS にアップロード されます。
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TMS にこの証明書をアップロードする前に、WebEx サイ ト のパー トナー委任認証を有効にする
必要があ り ます。詳細については、次の「WebEx サイ ト でのパートナー委任認証の有効化」セク
シ ョ ンを参照して ください。パー トナー委任認証を有効にしたら、前述のステップ 10 で生成し
た証明書と秘密キーの組み合わせを、Cisco TMS での SSO の有効化（6-18 ページ）のステップ 4 
で Cisco TMS にアップロード し、SSO 設定を行います。

WebEx サイ トでのパートナー委任認証の有効化

WebEx サイ ト でパートナー委任認証を有効にする前に、WebEx Cloud Services チームが、TMS を
委任パートナーと して設定するため、サイ ト  プロビジ ョ ニングを変更する必要があ り ます。 

この手順は、WebEx サイ ト でパートナー委任認証を有効にするために必要です。

1. WebEx Cloud Services チームに対し、SAML 2.0 フェデレーシ ョ ン  プロ ト コルに合わせて設
定された TMS のパートナー証明書を追加する こ と要求します。

2. TMS の公開証明書を  WebEx Cloud Services チームに提供します。ユーザの作成方法について
は、WebEx の証明書の生成（6-13 ページ）を参照して ください。

3. WebEx Cloud Services チームから、このステップを完了したこ とが通知されたら、次の説明に
従い、WebEx サイ ト の Site Administration のホス ト  アカウン ト と管理者アカウン ト の両方
で、パートナー委任認証を有効にします。

4. 「Cisco TMS での SSO の有効化」に進みます。

WebEx サイ ト のパートナー委任認証を有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 WebEx 管理サイ ト にログインし、[サイ ト の管理（Manage Site）] > [パートナー認証（Partner 
Authentication）] に進みます。

[パートナー委任認証（Partner Delegated Authentication）] ページが表示されます。
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図 6-3 WebEx 管理サイ トでのパートナー委任認証

ステップ 2 [パートナーSAML認証アクセス（Partner SAML Authentication Access）] セクシ ョ ンで、[ホス ト
（Host）] と  [サイ ト管理（Site Admin）] の両方がオンである こ と を確認し、[更新（Update）] をク
リ ッ ク します。

Cisco TMS での SSO の有効化

手順を実行する前に、次の情報について確認して ください。

• 証明書のパスワード（必要な場合）

• パートナー名

• パートナーの発行元（IdP ID）

• SAML 発行元（SP ID）

• AuthnContextClassRef

コ メン ト SSO を有効にする前に、WebEx サイ ト でパートナー委任認証を有効にする必要があ り ます。 
詳細については、WebEx サイ ト でのパートナー委任認証の有効化（6-17 ページ）を参照して くだ
さい。

Cisco TMS で SSO を有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TMS にログインし、[管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [WebExの
設定（WebEx Settings）] の順に進みます。

ステップ 2 [WebExサイ ト （WebEx Sites）] ペインで、SSO を有効にする  WebEx サイ トの名前をク リ ッ ク します。

[WebExサイ ト の設定（WebEx Site Configuration）] ペインが表示されます。
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ステップ 3 [SSOを有効にする（Enable SSO）] で [はい（Yes）] を選択します。

[SSO設定（SSO Configuration）] ペインが表示されます。

ステップ 4 [参照（Browse）] をク リ ッ ク し、WebEx の証明書の生成（6-13 ページ）で生成した PKS #12 秘密
キー証明書（.PFX）をアップロード します。

ステップ 5 証明書の生成時に選択したパスワードおよびその他の情報を使用して、残りの SSO 設定フ ィー
ルドに入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

図 6-4 Cisco TMS の [WebExの設定（WebEx Settings）] の [SSO設定（SSO Configuration）]

TMS が WebEx ホスト代理としてスケジュールできる設定

前の項では TMS での SSO の設定方法を中心に説明しましたが、WebEx サイ ト自体で SSO を設
定する こ と もできます。このため、WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュールでサポート さ
れているすべての設定を理解しておく と便利です。

TMS が WebEx ホス ト の代理と してスケジュールできるよ うにする  3 つの構成があ り ます。

1. WebEx サイ ト が SSO を使用せず、TMS では SSO が設定されていない（WebEx サイ ト との
パートナー委任認証関係がない）
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– WebEx ホス ト  ログイン：WebEx ユーザ名とパスワードは WebEx に保存され、ユーザは 
WebEx サイ ト に対して直接認証します。

– TMS スケジューリ ング：ホス ト の WebEx ユーザ名およびパスワードは、TMS 個人プロ
ファ イルに保存されます。ユーザが TMS にアクセスできる場合はユーザが管理する必
要があ り ます。それ以外の場合は TMS 管理者が管理する必要があ り ます。TMS は、スケ
ジュール時点でユーザ名とパスワードの両方を  WebEx に渡します。

2. WebEx サイ ト が SSO を使用しないが、TMS で SSO が設定されている（WebEx サイ ト との
パートナー委任認証関係がある）

– WebEx ホス ト  ログイン：WebEx ユーザ名とパスワードは WebEx に保存され、ユーザは 
WebEx サイ ト に対して直接認証します。

– TMS スケジューリ ング：ホス ト の WebEx ユーザ名は TMS 個人プロファ イル（TMS 管理
タスク）に保存されますが、WebEx パスワードは TMS に保存されません。TMS は信頼さ
れており、そのユーザをスケジュールできます。

3. WebEx サイ ト が SSO を使用し、TMS で SSO が設定されている（WebEx サイ ト とのパート
ナー委任認証関係がある）

– WebEx ホス ト  ログイン：WebEx ユーザは SSO アイデンテ ィテ ィ  サービス  プロバイダー
を介してログインします。

– TMS スケジューリ ング：ホス ト の WebEx ユーザ名は TMS 個人プロファ イル（TMS 管理
タスク）に保存されますが、WebEx パスワードは TMS に保存されません。TMS は信頼さ
れており、そのユーザをスケジュールできます。
6-20
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガ

OL-21352-02-J
C H A P T E R 7

Cisco TelePresence Management Suite 
Extension for Microsoft Exchange の設定

改訂日：2013 年 5 月

目次
この章では、WebEx and TelePresence Integration to Outlook と  WebEx Scheduling Mailbox を使用し
て Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールするために Cisco TelePresence 
Management Suite Extension for Microsoft Exchange（Cisco TMSXE）を設定する方法について説明
します。次のよ う な構成になっています。

• 前提条件（7-1 ページ）

• 展開のベス ト  プラ クテ ィ ス（7-2 ページ）

• TMSXE のスケジュール オプシ ョ ン（7-2 ページ）

• WebEx and TelePresence Integration to Outlook のための Cisco TMSXE の設定（7-2 ページ）

• WebEx Scheduling Mailbox のための Cisco TMSXE の設定（7-7 ページ）

前提条件
• Cisco TMSXE ソフ ト ウェア  リ リース  3.1 以降が必要です。

• Cisco TMS ソフ ト ウェア  リ リース  14.2 以降が必要です。

• Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議で予約用のメールボッ クス と して使用できるエン ド
ポイン ト を、Exchange で AutoAccept に設定する必要があ り ます。

• 会議主催者が、TMSXE がホス ト されている ド メ インとは別のド メ インで会議をスケジュール
している場合、TMSXE がインス トールされている ド メ インを、会議主催者のコンピュータで
「ローカル イン ト ラネッ ト 」ゾーンのサイ ト  リ ス トに追加する必要があ り ます。これによ り、
TMSXE サーバが信頼されるよ うにな り ます。多数のユーザまたはすべてのユーザが存在する
ド メ インの外部にある ド メ インで TMSXE がホス ト されている場合は、社内の IT グループが、
グループ ポ リシーまたはログイン スク リプ ト を使用してすべてのユーザに対してこの作業を
行う と よ り効率的です。この作業を行わない場合、ユーザが会議をスケジュールしよ う とする
たびに、TMSXE のユーザ名とパスワードを入力する必要が生じます。 

• TMSXE には、組織内で信頼される署名証明書が必要です。このためには、IIS から証明書署名
要求（CSR）を生成し、認証局（CA）に提出します。この証明書には、自己署名証明書を使用す
るか、または信頼された内部認証局または公開認証局の証明書を使用する こ とができます。
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展開のベスト  プラクティス
Cisco TMSXE をスタン ドアロン  サーバにインス トールする こ と を推奨します。

小規模な展開環境では Cisco TMSXE を  Cisco TMS と同じ場所に導入できますが、次の前提条件
があ り ます。

• サーバには 4 GB 以上の RAM が必要です。

• Cisco TMS と  Cisco TMSXE での予約のために 大 50 の TelePresence エンドポイン ト が使用
可能です。

• TMSXE のインス トールと設定の詳細については、『Cisco TelePresence Management Suite 
Extension for Microsoft Exchange Installation Guide - Version 3.1.2』を参照して ください。

TMSXE のスケジュール オプショ ン
TMSXE では、スケジュールのオプシ ョ ンが 2 つあ り ます。

– Microsoft Outlook 用の WebEx 生産性向上ツール プラグイン

Microsoft Outlook で [WebEx会議オプシ ョ ン（WebEx Meeting Options）] パネルを使用し
て、会議に WebEx を追加します。

– WebEx Scheduling Mailbox の使用

特別な招待先（WebEx メールボッ ク ス）を含める こ とによって、電子メール ク ラ イアン
ト から  WebEx を会議への招待状に直接追加します。

WebEx and TelePresence Integration to Outlook のための 
Cisco TMSXE の設定

WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用して、Cisco TMSXE をスケジューリ ング用に
設定するには、次の作業を行う必要があ り ます。

• Cisco TMS Booking Service をインス トールします。

• WebEx サイ ト と  TMSXE 間の通信をセッ ト アップします。

Cisco TMS Booking Service のインストール

TelePresence の WebEx 生産性向上ツールが Cisco TMSXE と通信できるよ うにするには、Booking 
Service がインス トールされている必要があ り ます。

初回インス トール中にプロキシを追加していない場合は、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TMSXE サーバで [コン ト ロール パネル（Control Panel）] に進みます。

ステップ 2 [Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange] を右ク リ ッ ク して、[変更
（Change）] を選択します。

これによ り インス トーラが開始され、インス トール内容を変更できます。
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ステップ 3 インス トーラで表示されるすべての指示に従い、Cisco TMS Booking Service の追加を選択します。

コ メン ト Booking Service をインス トールする と、IIS が強制的に再起動されます。

HTTPS に対応した IIS の設定

Booking Service を使用するには、IIS で DefaultSite に HTTPS が設定されている必要があ り ます。

Cisco TMSXE をインス トールする前に IIS がサーバに存在していない場合、Booking Service と共
に自動的にインス トールされます。インス トールが完了したら、Booking Service が機能できるよ
うにするため、HTTPS を設定する必要があ り ます。

詳細については、Microsoft サポート の記事「How To Set Up an HTTPS Service in IIS」を参照して く
ださい。

警告 上記のリンクで説明する  IIS 構成では、ユーザが Microsoft Outlook 向けの WebEx and 
TelePresence Integration to Outlook プラグインを使用して会議をスケジュールできるようにす
るため、[クライアン ト証明書（Client certificates）] の [SSL 設定（SSL Settings）] で [無視（Ignore）] 
を選択する必要があります。このようにしないと、Microsoft Outlook 向けの WebEx and 
TelePresence Integration to Outlook プラグインを使用して会議をスケジュールするときに、「予
期しない問題が発生した（hit a glitch）」こ とを示すメ ッセージがユーザに対して表示されます。

サーバ証明書の設定

TMSXE が実行されている  Windows サーバで、IIS 内にサーバ証明書をロードする必要があ り ます。

この処理では、証明書署名要求（CSR）を生成し、この CSR が認証局（CA）に送信され、CA から受
信した署名証明書をインス トールします。

IIS 7（Windows Server 2008）に対応した  CSR の生成：

ステップ 1 サーバー マネージャ  コンソール（[スター ト （Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管
理ツール（Administrative Tools）] > [サーバー マネージャ（Server Manager）]）を開きます。

ステップ 2 [役割（Role）] ビューで [IIS マネージャ（IIS Manager）] を選択します（[サーバー マネージャ（Server 
Manager）] > [役割（Roles）] > [Web サーバー（Web Server）] > [IIS マネージャ（IIS Manager）]）。

ステップ 3 [サーバ証明書（Server Certificates）] をダブルク リ ッ ク します。

ステップ 4 右側の [操作（Actions）] ペインで[証明書の要求の作成（Create Certificate Request）] をク リ ッ ク し
ます。

ステップ 5 （重要）[一般名:（Common Name:）] フ ィールドには、ユーザが Web サイ ト にアクセスするために
ブラウザのアド レス  バーに入力する  DNS 名の完全修飾ド メ イン名（site ではな く  site.cisco.com）
を入力します。ユーザがサイ ト にアクセスするためにブラウザに入力する名前とは異なる物理
ホス ト名がある場合は、必ずユーザが使用する名前を入力して ください。

ステップ 6 [組織（Organization）] フ ィールドに、組織名を入力します。

ステップ 7 [組織単位（Organizational Unit）] フ ィールドに組織名を入力し、[次へ（Next）] をク リ ッ ク します。

ステップ 8 [市区町村（City/locality）] フ ィールドに、サーバ所在地の市区町村名を入力し、[次へ（Next）] をク
リ ッ ク します。

ステップ 9 [都道府県（State/province）] フ ィールドに、サーバ所在地の都道府県を入力します。
7-3
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J

http://www.iis.net/learn/manage/configuring-security/how-to-set-up-ssl-on-iis


第 7 章     Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange の設定

  WebEx and TelePresence Integration to Outlook のための Cisco TMSXE の設定
ステップ 10 [国/地域（Country/Region）] フ ィールドで [US(米国)（US (United States)）] を選択し、[次へ（Next）] 
をク リ ッ ク します。

ステップ 11 [CSP] はデフォル ト値のままにします。

ステップ 12 [ビッ ト長（Bit Length）] で [2048] を選択します。

ステップ 13 証明書要求（CSR）を保存するファ イル名を入力（または参照して選択）して、[完了（Finish）] をク
リ ッ ク します。

ステップ 14 保存した CSR ファ イルの内容全体をコピーして貼り付けます。 

デフォル ト の保存場所は C:\ です。

ステップ 15 CSR ファ イルを  CA に提出し、署名証明書が送られて く るまで待ちます。

IIS7（Windows Server 2008）への公開ルート証明書のインス トール

ステップ 1 ルート  CA 証明書ファ イルをダブルク リ ッ ク し、[証明書のインス トール（Install Certificate）] を
ク リ ッ ク します。

ステップ 2 [次へ（Next）] をク リ ッ ク し、[証明書をすべて次のス ト アに配置する（Place all certificates in the 
following store）] オプシ ョ ン  ボタンを選択し、[参照（Browse）] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [物理ス ト アを表示する（Show Physical Stores）] をオンにします。 

ステップ 4 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification Authorities）] フォルダを展開し、[ローカル 
コンピュータ（Local Computer）] フォルダを選択して [OK] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [次へ（Next）] をク リ ッ ク し、次に [完了（Finish）] をク リ ッ ク します。「正し く インポー ト されまし
た（The import was successful）」とい う メ ッセージが表示されます。 

中間 CA 証明書のインス トール（該当する場合）： 

ステップ 1 中間 CA 証明書ファ イルをダブルク リ ッ ク し、[証明書のインス トール（Install Certificate）] をク
リ ッ ク します。

ステップ 2 [次へ（Next）] をク リ ッ ク し、[証明書をすべて次のス ト アに配置する（Place all certificates in the 
following store）] オプシ ョ ン  ボタンを選択し、[参照（Browse）] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [物理ス ト アを表示する（Show Physical Stores）] をオンにします。

ステップ 4 [中間証明機関（Intermediate Certification Authorities）] フォルダを展開し、[ローカル コンピュー
タ（Local Computer）] フォルダを選択して [OK] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [次へ（Next）] をク リ ッ ク し、次に [完了（Finish）] をク リ ッ ク します。「正し く インポー ト されまし
た（The import was successful）」とい う メ ッセージが表示されます。 

SSL サーバ証明書のインス トール： 

ステップ 1 IIS マネージャ  コンソールで [サーバー証明書（Server Certificates）] 操作ウ ィ ン ド ウに移動し、[証
明書の要求の完了（Complete Certificate Request）] をク リ ッ ク します。[証明書要求を完了する
（Complete Certificate Request）] ウ ィザードが表示されます。

ステップ 2 SSL サーバ証明書を保存した場所を探してこの場所を選択し、[開く（Open）] をク リ ッ ク します。
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ステップ 3 証明書のフレン ド リ名を入力します（分からない場合は証明書のホス ト名を使用します）。次に、
[OK] をク リ ッ ク します。 

この時点で、TMSXE に対して SSL が使用可能にな り ます。SSL を使用するよ うに TMSXE また
は個別のディ レク ト リ を設定する必要があ り ます。IIS サイ ト を選択します。 

ステップ 4 右側の操作ウ ィ ン ド ウで、サイ ト を、[サイ ト の編集（Edit Site）] の下の [結合（バイン ド）] をク
リ ッ ク します。 

ステップ 5 [追加（Add）] ボタンをク リ ッ ク します。 

ステップ 6 [種類（Type）] メニューで [https] を選択します。 

ステップ 7 [SSL 証明書（SSL certificate）] メニューで、SSL 証明書を選択します。 

ステップ 8 [OK] をク リ ッ ク します。

WebEx サイ ト と  TMSXE 間の通信の設定

Cisco TelePresence Cisco WebEx の統合オプシ ョ ン（10-2 ページ）の手順に従って ください。

Outlook で TelePresence 会議室に表示されるロケーションの設定

Outlook で WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする際にテレプレゼンス会議室を選
択する と、[出席者と リ ソースの選択（Select Attendees and Resources）] - [アド レス帳（Address 
Book）] ウ ィ ン ド ウ（図 7-1、Outlook の一部）と、[テレプレゼンス会議室の選択（Select Telepresence 
Rooms）] ウ ィ ン ド ウ（図 7-2、WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用する場合に表示
されるウ ィ ン ド ウ）の両方に会議室の場所が表示されます。

• [出席者と リ ソースの選択（Select Attendees and Resources）] - [アド レス帳（Address Book）] 
ウ ィ ン ド ウを表示するには、[会議（Meeting）] ウ ィ ン ド ウで [宛先...（To...）] ボタンをク リ ッ ク
します。
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図 7-1 [出席者と リソースの選択（Select Attendees and Resources）] - [アドレス帳（Address 

Book）]

• [テレプレゼンス会議室の追加（Add Telepresence Rooms）] ウ ィ ン ド ウを表示するには、[会議
オプシ ョ ン（Meeting Options）] ペインの [テレプレゼンス会議室の追加（Add Telepresence 
Rooms）] ボタンをク リ ッ ク します。

図 7-2 テレプレゼンス会議室の選択（Select Telepresence Rooms）

[テレプレゼンス会議室の選択（Select Telepresence Rooms）] ウ ィ ン ド ウのロケーシ ョ ンは、
TMSXE 起動時に、有効なメール ボッ ク スの Active Directory アカウン ト の Active Directory 
から読み取られ、WebEx and TelePresence Integration to Outlook に提供されます。これは構造
化データではな く、単純なテキス ト  フ ィールドです。ロケーシ ョ ン情報に表示される内容
は、図 7-1 に示す、Microsoft Exchange の [アド レス帳（Address Book）] の [場所（Location）] カ
ラム と同じです。

Exchange の [アド レス帳（Address Book）] ド ロ ップダウン  メニューに表示される構造と階層
（図 7-1）は、Exchange 管理者によって手動で作成されます。このためには、ノードを作成し、
それらのノードに名前と検索フ ィルタを指定します。（地域的な使用以外の）一般的な用途
は、部署、グループ、または事業部門を使用した リ ス ト を作成する こ とです。詳細については、
Microsoft Exchange のマニュアルを参照して ください。
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WebEx and TelePresence Integration to Outlook のインストール

WebEx and TelePresence Integration to Outlook プラグインを使用して会議をスケジュールする会
議主催者は、WebEx 生産性向上ツールを  WebEx サイ ト からダウンロード して TelePresence にイ
ンス トールする必要があ り ます。詳細については、第 10 章「Cisco WebEx Site Administration アカ
ウン ト と  Cisco TelePresence の統合」のWebEx and TelePresence Integration to Outlook のインス
トール（10-6 ページ）を参照して ください。

WebEx Scheduling Mailbox のための Cisco TMSXE の設定
WebEx Scheduling Mailbox を使用したスケジュールのために Cisco TMSXE を設定するには、次
の手順を実行する必要があ り ます。

1. Microsoft Exchange で WebEx メールボッ クスを設定します。

2. WebEx メールボッ ク スを  Cisco TMSXE に追加します。

Microsoft Exchange で WebEx Scheduling Mailbox を設定します。

Microsoft Exchange で WebEx メールボッ クスを設定するには、Exchange 管理コンソールまたは 
Powershell を次のよ うに使用します。

ステップ 1 WebEx Scheduling Mailbox の新しいユーザ メールボッ クス（例：webex@example.com）を作成します。

詳細については、「Create a Mailbox (Exchange 2010 Help)」または「How to Create a Mailbox for a 
New User (Exchange 2007 Help)」を参照して ください。

ステップ 2 このメールボッ クスに、EWS サービス  アカウン ト  フル メールボッ クス  アクセス権を付与します。

詳細については、「Allow Mailbox Access (Exchange 2010 Help)」または「How to Allow Mailbox 
Access (Exchange 2007 Help)」を参照して ください。

ステップ 3 メールボッ ク スのプロパテ ィ を次のよ うに変更します。

a. メールボッ ク スの [カレンダー アテンダン ト （Calendar Attendant）] をオフにします。

詳細については、「Configure User and Resource Mailbox Properties (Exchange 2010 Help)」また
は「How to Disable the Auto-Processing of Meeting Messages (Exchange 2007 Help)」を参照して
ください。

b. メールボッ ク スの [カレンダー設定（Calendar Settings）] タブを使用している場合は、
[AddNewRequestsTentatively（新規会議要求を仮要求と してマーク）
（AddNewRequestsTentatively (Mark new meeting requests as Tentative)）] を無効にして、新しい
要求が仮要求と して自動的にマーク されないよ うにして ください。

Cisco TMSXE への WebEx メールボックスの追加

Cisco TMSXE に WebEx メールボッ ク スを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 TMSXE がインス トールされているサーバにログインします。

ステップ 2 Windows のタス ク  バーから、[スター ト （Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco] > 
[TMSXE設定（TMSXE Configuration）] を選択します。
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  WebEx Scheduling Mailbox のための Cisco TMSXE の設定
ステップ 3 Cisco TMSXE がすでに実行中の場合、設定ツールを開始するために Cisco TMSXE サービスを停
止する必要がある こ と を示すメ ッセージが表示されます。[サービスの停止（Stop Service）] をク
リ ッ ク します。

[Cisco TMSXEの設定（Cisco TMSXE Configuration）] ウ ィ ン ド ウが表示されます。

ステップ 4 [Exchange Web サービス（Exchange Web Services）] タブをク リ ッ ク します。

ステップ 5 このウ ィ ン ド ウの下部にある  [WebEx Scheduling Mailbox] フ ィールドに、Microsoft Exchange で
作成した WebEx メールボッ ク スの電子メール アド レスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

TMSXE が、指定された電子メール アド レスを検証します。設定が保存されたこ とを示すメ ッ
セージが表示されます。

ステップ 7 [終了（Exit）] をク リ ッ ク します。

その他の推奨事項

WebEx Scheduling メールボッ ク スで次のよ うに設定する こ と を推奨します。

• Exchange 管理コンソールの [メールフローの設定（Mail Flow Settings）] または Powershell を
使用して、必要に応じて メ ッセージ配信制限を強化します。

たとえば、送信元の認証を義務付けて、特定のグループのユーザからの送信だけを許可します。

詳細については、「Configure Message Delivery Restrictions (Exchange 2010 Help)」または「How 
to Configure Message Delivery Restrictions (Exchange 2007 Help)」を参照して ください。

• AD ユーザと コンピュータまたは Powershell を使用して、Active Directory ユーザ アカウン ト
を無効に設定します。

詳細については、「Disable or Enable a User Account」を参照して ください。
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Cisco TelePresence Management Suite 
Provisioning Extension の設定

改訂日：2013 年 11 月

目次
この章では、Smart Scheduler を使用して Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュール
するために Cisco TelePresence Management Provisioning Extension（Cisco TMSPE）を設定する方法
を説明します。次のよ う な構成になっています。

• 前提条件（8-1 ページ）

• はじめに（8-2 ページ）

• Cisco TMSPE へのユーザ アクセス（8-2 ページ）

• Smart Scheduler のし くみ（8-3 ページ）

• 制限事項（8-4 ページ）

前提条件
• Cisco TMS ソフ ト ウェア  リ リース  14.2 以降がインス トールされている必要があ り ます。

• Cisco TMSPE ソフ ト ウェア  リ リース  1.1 以降が TMS にインス トールされ、有効に設定され
ている必要があ り ます。

– 詳細については、『Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension Deployment 
Guide』を参照して ください。

• TMS で WebEx が設定されている必要があ り ます。

– Cisco WebEx オプシ ョ ン  キー

– 1 つ以上の WebEx サイ ト

– 各ユーザのシングル サインオンまたは指定の WebEx クレデンシャル

ユーザの追加と管理を容易にするために、Cisco TMS と  WebEx でシングル サインオン
を設定する こ と を強く推奨します。 
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  はじめに
コ メン ト Cisco TMS でシングル サインオンが設定されていない場合は、WebEx で会議をスケ
ジュールする各 Cisco TMS Smart Scheduler ユーザの WebEx ユーザ名とパスワードを
手動で追加する必要があ り ます。

TMS の設定については、「Cisco TelePresence Management Suite の設定」を参照してください。

• Smart Scheduler を使用するには、次のいずれかのブラウザが必要です。

– Internet Explorer バージ ョ ン  9 以降

– Mozilla Firefox バージ ョ ン  10 以降

– Safari バージ ョ ン  6 以降

– Chrome バージ ョ ン  24 以降

はじめに
Smart Scheduler は Cisco WebEx および TelePresence ソ リ ューシ ョ ンの一部であ り、これによ り
ユーザは WebEx を使用したテレプレゼンス会議をスケジュールできます。

Smart Scheduler では、ユーザは WebEx を使用する  Cisco TelePresence 会議または WebEx を使用
しない会議をスケジュールできます。

Cisco TMS 内の予約可能なシステムはすべて直接スケジュールできます。Cisco TMS 予約でサ
ポート されていないシステム（Cisco TMSPE によ りプロビジ ョ ニングされるデバイスを含む）
を、コールイン参加者と してスケジュールする こ とができます。

Cisco TMS を使用して Cisco WebEx がすでにセッ ト アップされている場合は、Smart Scheduler 予
約フォームで、会議に WebEx を含めるオプシ ョ ンを使用できます。

コ メン ト 新規会議のデフォル ト日時形式は dd.mm.yyyy および 24 時間形式です。各ユーザはこのデフォ
ル ト設定を変更できます。変更するにはその名前をク リ ッ クするか、[Smart Scheduler] ウ ィ ン ド
ウの右上にあるレンチ アイコンをク リ ッ ク します。この設定は、使用する各ブラウザでク ッキー
と して保存されます。

Cisco TMSPE へのユーザ アクセス
必要なクレデンシャルがあるユーザは、次の URL を使用して Smart Scheduler にアクセスできます。

http://<Cisco TMS サーバ ホス ト名>/tms/booking/

例：http://example-tms.example.com/tms/booking/

Cisco TMS をすでに使用しているユーザは、右上隅のポータル アイコンをク リ ッ ク して、Smart 
Scheduler と  FindMe に移動する こ と もできます。

図 8-1 Cisco TMS ポータル アイコン
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  Smart Scheduler のし くみ
Smart Scheduler へのリダイレク トの作成

次の HTML コードを使用して HTTP リ ダイレ ク ト を作成する こ と もできます。

<html>

<head>

<META HTTP-EQUIV="Refresh" CONTENT="0; URL= https://<Cisco TMS Server 
Hostname>/tmsagent/tmsportal/#scheduler">

<title>Cisco TelePresence Management Suite Smart Scheduler</title>

</head>

<body>

</body>

</html>

アクセス権と権限

Smart Scheduler へのアクセスは、Cisco TMS へのアクセス と同じです。 

ユーザには次のいずれか 1 つのアカウン ト が必要です。

• Cisco TMS Windows Server のローカル アカウン ト

• サーバが Active Directory を介して信頼する ド メ イン  アカウン ト 。サーバをド メ インのメ ン
バーにする こ とによって、信頼されるすべてのド メ イン  ユーザが、既存の Windows クレデン
シャルを自動的に使用できます。

Cisco TMS ユーザ アカウン ト がまだ存在しない場合は、これらのユーザがサイ ト にアクセスす
る と きに自動的に作成されます。

コ メン ト 実際の予約は個々のユーザによって直接作成されるのではな く、これらのユーザの代
わりに、インス トール時に追加された Cisco TMSPE サービス  ユーザによって作成さ
れます。このため、予約の権限はすべてのユーザで同一です。

タイム ゾーンの表示

予約の作成時には、ユーザの Web ブラウザのタ イム  ゾーン（ユーザのオペレーテ ィ ング  システ
ムのタイム  ゾーンによ り決定される）が使用されます。

スケジューラ内部では、Web ブラウザとオペレーティング システムのタイム ゾーンが表示されます。

Smart Scheduler のし くみ
1. ド メ イン  ユーザが Smart Scheduler にログインし、会議を予約する と、要求が Cisco TMS に渡

されます。

2. このやり取りは、Cisco TelePresence Management Suite Extension Booking API（Cisco TMSBA）
経由で行われます。

3. Cisco TMSPE のインス トール中に入力される  Cisco TMS ユーザは、Smart Scheduler のサービス  
ユーザです。このユーザは、Cisco TMSPE ユーザに代わって Cisco TMS で予約を作成します。 

Cisco TMSPE ユーザが Cisco TMS にまだ存在しない場合は、予約と同時にそれが作成されます。
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  制限事項
4. 予約が完了する と、Cisco TMS は会議を予約したユーザに対して確認メールを送信します。
その後、ルート 、スケジュールされたシステム、WebEx 情報などの会議の詳細を含むメ ッ
セージを、他の会議参加者に転送できます。

制限事項
Cisco TMS でスケジュールされた会議を、Smart Scheduler を使って変更しないこ とを強く推奨し
ます。これは、Cisco TMS で会議に関して選択されたすべての機能とオプシ ョ ンがこのインター
フェイスでサポート されるわけではないためです。

• 一連の定例会議の例外は、Smart Scheduler ではサポート されません。変更した場合、すべての
インスタンスにそれが適用されます。

• Smart Scheduler は、Cisco TMS から追加されたコールイン参加者の名前を変更します。

• Smart Scheduler には、Cisco TMS スケジューリ ングでのセッ ト アップおよびテ ィアダウン  
バッファの使用との互換性があ り ません。これは、Cisco TelePresence Management Suite 
Extension Booking API の制限事項です。
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音声の設定

改訂日：2013 年 11 月

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence の音声を設定する方法について説明します。

次のセクシ ョ ンで音声機能の展開シナ リオについて説明します。 

• Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音声の設定（9-2 ページ）

• Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声の設定（9-3 ページ）

• Cisco WebEx Enabled TelePresence の TSP 音声の設定（9-8 ページ） 

前提条件
SIP または PSTN 音声を設定するための要件は次のとおりです。

• VCS Control/Expressway を設定する必要があ り ます。

詳細については、第 4 章「Cisco TelePresence Video Communication Server Control と  
Expressway の設定」を参照して ください。

• Unified CM を使用する場合は、次の点を確認します。

– Unified CM と  Cisco VCS Control の間で SIP ト ランクを設定されている こ と。

詳細については、Unified CM と  VCS Control 間の SIP ト ランクの設定（4-5 ページ）を参照し
て ください。

– リージ ョ ンが G.711 に対応して設定されている こ と。

• PSTN 音声を設定する場合は、VCS または Unified CM にゲート ウェイが登録されている必
要があ り ます。

• MCU/TelePresence Server が VCS に登録されている必要があ り ます。

– Unified CM に ト ランキングされている  MCU/TelePresence Server はサポート されません。

• VCS または Unified CM に登録されているエン ドポイン トは、MCU/TelePresence Server に
コールできます。

• 必要なすべての製品について理解している こ と
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音声の設定
• TSP プロバイダーから待合室機能が提供される状況で TSP 音声を設定する場合には、複数
のホス ト が音声会議にログインできるよ う  TSP プロバイダーが設定を行う必要があ り ま
す。あるいは、ホス ト と してログインしないよ う ホス ト  ユーザに指示する必要があ り ます。
複数のホス ト が有効になっていない場合、あるホス ト がダイヤルインする と、それよ り前に
ダイヤルインしていたホス ト が切断されます。たとえば、MCU が 初にダイヤルインし、そ
の後でホス ト  ユーザがダイヤルインする と、MCU が切断されます。

ホス ト  ユーザは WebEx ク ラ イアン ト でホス ト特権を維持し、必要に応じてそのユーザ イン
ターフェイスを使って参加者を ミ ュー ト または ミ ュー ト解除できます。 

コ メン ト 現在、Cisco Conductor はサポート されていません。

Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音声の設定
こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence の SIP 音声を設定するために必要な手順を説明します。

こ こでは、次の内容について説明します。

• SIP 音声を使用するよ うに Cisco TMS で WebEx サイ ト を設定する

• WebEx サイ ト でのハイブ リ ッ ド音声の有効化（9-3 ページ）

コ メン ト SIP 音声では、WebEx 音声だけがサポート されます（TSP 音声はサポート されていません）。

SIP 音声を使用するように Cisco TMS で WebEx サイ トを設定する

WebEx サイ ト で SIP を使用するよ うに Cisco TMS を設定するには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TMS にログインします。

ステップ 2 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [WebExの設定（WebEx Settings）] に
進みます。

[WebExの設定（WebEx Settings）] ページが表示されます。

ステップ 3 設定する  WebEx サイ ト の名前をク リ ッ ク します。

[WebExサイ ト の設定（WebEx Site Configuration）] ページが表示されます。

ステップ 4 新規サイ ト の場合は、[サイ ト名（Site Name）]、[ホス ト名（Host Name）]、その他の必須フ ィールド
に情報を入力します。

ステップ 5 [TSP音声（TSP Audio）] で [いいえ（No）] を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声の設定
WebEx サイ トでのハイブリ ッ ド音声の有効化

SIP 音声を使用するには、WebEx サイ ト  を  ハイブ リ ッ ド音声対応にする必要があ り ます。また、
自分のコンピュータを使って会議の音声部分に接続できるオプシ ョ ンをWebEx 参加者に提供す
るためにも、ハイブ リ ッ ド音声が必要です。

WebEx チームがこの設定を行う必要があ り ます。サポート が必要な場合は WebEx チームにお問
い合わせいただくか、または次のサイ ト でオンラ イン  チケッ ト を送信して ください。

https://support.webex.com/MyAccountWeb/GPLWebForm.do

図 9-1 Unified CM 登録エンドポイン ト を使用した SIP 音声機能の展開

Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声の設定
こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声を設定するために必要な手順を説明し
ます。

こ こでは、次の内容について説明します。

• PSTN 音声を使用するよ うに Cisco TMS で WebEx サイ ト を設定する

• WebEx サイ ト でのハイブ リ ッ ド  モードの有効化（9-4 ページ）

• PSTN コールが PSTN ゲート ウェ イをパススルーして  WebEx に着信するための設定（9-4 
ページ）

コ メン ト Cisco WebEx Enabled TelePresence は常に、国際番号用のエスケープ文字（+）で始まる完全修飾 
E.164 番号をダイヤルします。例：+14085551212。VCS または Unified CM コール ルーテ ィ ングが
適切に設定されている こ と を確認します。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の PSTN 音声の設定
PSTN 音声を使用するように Cisco TMS で WebEx サイ トを設定する

WebEx サイ ト で PSTN を使用するよ うに Cisco TMS を設定するには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TMS にログインします。

ステップ 2 [管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [WebExの設定（WebEx Settings）] に
進みます。

[WebExの設定（WebEx Settings）] ページが表示されます。

ステップ 3 設定する  WebEx サイ ト の名前をク リ ッ ク します。

[WebExサイ ト の設定（WebEx Site Configuration）] ページが表示されます。

ステップ 4 新規サイ ト の場合は、[サイ ト名（Site Name）]、[ホス ト名（Host Name）]、その他の必須フ ィールド
に情報を入力します。

ステップ 5 [TSP音声（TSP Audio）] で [はい（Yes）] を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]  をク リ ッ ク します。

注意 会議主催者が会議のスケジュール時に TelePresence Server を選択する と、Cisco TMS は自動的に 
MCU を使用してその会議をスケジュールしよ う と します。MCU が使用可能でない場合は、会議
が正し く スケジュールされません。

WebEx サイ トでのハイブリ ッ ド  モードの有効化

WebEx 参加者が自分のコンピュータから会議の音声部分に接続できるオプシ ョ ンを提供するた
めには、WebEx サイ ト をハイブ リ ッ ド  モードに設定する必要があ り ます。WebEx チームがこの
設定を行う必要があ り ます。WebEx チームに連絡してアドバイスを受けて ください。

PSTN コールが PSTN ゲートウェイをパススルーして WebEx に着信する
ための設定

WebEx は常に、国際番号用のエスケープ文字（+）で始まる完全修飾 E.164 番号を提供します。例：
+14085551212。PSTN コールが正し くルーテ ィ ングされるよ うにするには、VCS または Unified 
CM コール ルーティ ングを正し く設定する必要があ り ます。

PSTN ゲート ウェ イをパススルーして  PSTN コールを  WebEx にルーティ ングするために、2 つの
展開モデルがサポート されています。

• VCS 登録 PSTN ゲー ト ウェイをパススルーする  PSTN コールの設定（9-5 ページ）

• Unified CM 登録 PSTN ゲート ウェイをパススルーする  PSTN コールの設定（9-6 ページ）
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VCS 登録 PSTN ゲートウェイをパススルーする PSTN コールの設定

VCS に登録された PSTN ゲー ト ウェイをパススルーするよ う  PSTN コールを設定するには、次
の手順を実行します。

ステップ 1 VCS で、WebEx が提供するグローバルにルーティ ング可能な番号（例：+14085551212）を、VCS 登
録ゲート ウェイのテク ノ ロジープレフ ィ ッ ク ス付き番号（例：9#14085551212）に変換する検索
ルールまたは ト ランスフォームを作成します。

次の例では、+14085551212@example.webex.com が、正規表現パターン  タ イプを使用して  
9#14085551212@example.webex.com に変換されます。

• パターン文字列：\+(\d+@.*) 

• 置換文字列：9#\1

VCS での ト ラバーサル ゾーン、検索ルール、および ト ランスフォームの設定の詳細については、
次の『Cisco TelePresence Video Communication Server Basic Configuration（Control with 
Expressway）Deployment Guide』を参照して ください。

https://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/Cisco_VCS_Basic_C
onfiguration_Cisco_VCS_Control_with_Cisco_VCS_Expressway_Deployment_Guide_X7-2.pdf

図 9-2 VCS 登録ゲートウェイと  Unified CM 登録エンドポイン ト を使用した PSTN 音声機能の展開

ISDN ゲートウェイ用の VCS Control の設定

ISDN ゲート ウェイを使用して PSTN コールを  WebEx にパススルーする場合、VCS Control でイ
ンターワーキング設定を行う必要があ り ます。
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コ メン ト このステップは、ISDN ゲート ウェイでのみ必要です。

ISDN ゲート ウェイ用に VCS Control を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VCS Control にログインします。

ステップ 2 [VCS設定（VCS Configuration）] > [プロ ト コル（Protocols）] > [相互接続（Interworking）] に進みます。

ステップ 3 [H.323 <-> SIP インターワーキング  モード（H.323 <-> SIP interworking mode）] で [オン（On）] を
選択し、[保存（Save）] をク リ ッ ク します。

コ メン ト この設定を保存するには、オプシ ョ ン  キーが必要です。

Unified CM 登録 PSTN ゲートウェイをパススルーする PSTN コールの設定

Unified CM に登録された PSTN ゲート ウェイをパススルーするよ う  PSTN コールを設定するに
は、次の手順を実行します。

ステップ 1 VCS で、WebEx 提供の国際番号用のエスケープ文字（+）が付いたグローバルにルーテ ィ ング可
能な番号（例：+14085551212）を  Unified CM にルーテ ィ ングする検索ルールを作成します。

ステップ 2 Unified CM で、Unified CM 登録済みの適切な PSTN ゲート ウェ イにこのタ イプのコールをルー
テ ィ ングするために、ダイヤル プランに基づくルート  パターンを作成します。

VCS での検索ルールの設定の詳細については、次の『Cisco TelePresence Video Communication 
Server Basic Configuration（Control with Expressway）Deployment Guide』を参照して ください。

https://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/infrastructure/vcs/config_guide/Cisco_VCS_Basic_C
onfiguration_Cisco_VCS_Control_with_Cisco_VCS_Expressway_Deployment_Guide_X7-2.pdf

Unified CM でのルート  パターンの設定の詳細については、ご使用の Unified CM バージ ョ ンのマ
ニュアルを参照して ください。

https://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
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図 9-3 Unified CM 登録エンドポイン ト とゲートウェイを使用した PSTN 音声機能の展開

ISDN ゲートウェイ用の VCS Control の設定

ISDN ゲート ウェイを使用して PSTN コールを  WebEx にパススルーする場合、VCS Control でイ
ンターワーキング設定を行う必要があ り ます。

コ メン ト このステップは、ISDN ゲート ウェイでのみ必要です。

ISDN ゲート ウェイ用に VCS Control を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VCS Control にログインします。

ステップ 2 [VCS設定（VCS Configuration）] > [プロ ト コル（Protocols）] > [相互接続（Interworking）] に進みます。

ステップ 3 [H.323 <-> SIP インターワーキング  モード（H.323 <-> SIP interworking mode）] で [オン（On）] を
選択し、[保存（Save）] をク リ ッ ク します。

コ メン ト この設定を保存するには、オプシ ョ ン  キーが必要です。

VCS と  MCU/TelePresence Server の発信ダイヤル設定の確認

発信ダイヤルが正し く設定されている こ と を確認するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 発信した直後に、VCS Control で [状態（Status）] > [履歴の検索（Search history）] の順に移動します。
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ステップ 2 この発信が検索履歴に表示されているか確認します。

a. 発信がこ こに表示されなければ、MCU は発信していません。MCU で SIP/H323 ログを有効に
します。も う一度発信し、SIP/H323 ロギングを停止して、ログをダウンロード します。

b. 発信がこ こに表示されたら、アクシ ョ ン  ヘッダーの下でこの発信の表示をク リ ッ ク します。
詳細な検索履歴が表示されます。

ステップ 3 詳細な検索履歴の 初のサブ検索では、ト ランスフォームを表示する必要があ り ます。この下に
一覧表示される値は、ト ランスフォームが実行された後に呼び出す URI です。以降では、外部発
信用のゾーン（通常は Unified CM）を指すサブ検索をする必要があ り ます。こ こに一覧表示され
るエイ リ アスは、発信相手側にそのまま示されます。相手がこの形式の発信を期待している こ と
（「+」文字などの相手側がサポート していない文字がいずれも含まれないこ と）を確認します。

ステップ 4 相手側の検索で「Found: False」と表示された場合は、原因を確認します。原因が「見つかり ません
（Not Found）」である場合は、発信相手は 404 を返送します。この場合は、次のこ とを確認します。

a. VCS が、発信相手が期待している  URI を正確に渡している こ と

b. 発信相手が発信を許可するよ うに設定されている こ と

Cisco WebEx Enabled TelePresence の TSP 音声の設定
Telephony Service Provider（TSP）音声機能を展開するには、PSTN 音声が必要です。「Cisco WebEx 
Enabled TelePresence の PSTN 音声の設定」のステップに従った後で、TSP 設定をサポートする  
WebEx ク ラ ウ ド  サービスにお問い合わせください。

コ メン ト TSP プロバイダーはコールイン  ユーザ マージをサポートする必要があ り ます。コールイン  ユー
ザ マージを使用する と、ユーザに音声で求める代わりに、DTMF コードを介して TSP パートナー
が参加者 ID を渡すこ とができます。WebEx Meeting Manager は、DTMF コードの後に参加者 ID 
を入力するよ うユーザに求めます。

TSP 音声の設定には、次の 4 つの設定が必要です。

• MACC ド メ イン  インデッ ク スおよびオープン  TSP 会議室の WebEx の設定

• TSP ダイヤル文字列の設定

• 電話会議の開始方法の設定

• 会議主催者の TSP 音声の設定

詳細については、次のマニュアルを参照して ください。

• TSP 音声の設定と会議の概要

コ メン ト TSP 音声を使用するには、TelePresence と  TSP パートナー音声ブ リ ッジの間で音声カスケードを
確立するために、MCU/TS が発信コールを実行できる必要があ り ます。MCU/TS が発信できる こ
と を確認するには、セクシ ョ ンVCS 登録 PSTN ゲート ウェイをパススルーする  PSTN コールの
設定（9-5 ページ）を参照して ください。
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MACC ド メ イン  インデッ クスおよびオープン  TSP 会議室の WebEx の
設定

WebEx Cloud Services がこれらの設定を行う必要があ り ます。詳細については、WebEx Cloud 
Services にお問い合わせください。

TSP ダイヤル文字列の設定

TSP 音声を使用する会議中、TelePresence 機器は TSP パートナーのブ リ ッジに発信し、メニュー
階層を移動して電話会議に接続します。音声（IVR）プロンプ トは、各 TSP プロバイダーによって
異な り ます。その結果、DTMF のダイヤル文字列を作成する必要があ り ます。 

DTMF ダイヤル文字列

固定の DTMF ダイヤル文字列は、TSP 音声プロバイダーによって作成およびテス ト され、Cisco 
WebEx ク ラ ウ ド  サービスに提供される必要があ り ます。その後、WebEx ク ラ ウ ド  サービスが 
WebEx ク ラ ウ ドで WebEx サイ ト用にダイヤル文字列パラ メータを設定します。次に、提供する
必要があるシーケンスの例を示します。

1. MCU/TelePresence Server が電話番号を発信します

2. 2 秒間、休止します

3. [参加者コード ] DTMF 値（例：12345678）を入力します

4. # を入力します。

5. 6 秒間、休止します

6. # を入力します。

7. 25 秒間、休止します

8. #1 を入力します。

9. 1 秒間、休止します。

10. [参加者 ID] DTMF 値（例：44356）を入力します。

詳細については、Cisco WebEx ク ラ ウ ド  サービスにお問い合わせください。

ダイヤル文字列に使用できる変数

TSP 音声プロバイダーによ り作成され、WebEx Cloud Services によ り設定される  DTMF ダイヤル
文字列で使用できる変数を次に示します。
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図 9-4 WebEx ホスト  アカウン ト /TSP 音声アカウン ト

電話会議の開始方法の設定

通常、TSP プロバイダーは WebEx ホス ト がコールするまで待った後で、電話会議を開始します。

ホス ト が（ホス ト  キーを入力して）ダイヤルインするまで、参加者は待合室で待機します。ホス ト
が遅れた りダイヤルインしないで WebEx から ロ ッ ク解除した り した場合は、会議はロ ッ ク解除
されません。

待合室があるかど うかについては、TSP プロバイダーに問い合わせて ください。待合室がある場
合は、会議を確実に開く方法が 2 通り あ り ます。

• 方法 1：ホス ト と して会議に入室し、会議をロ ッ ク解除する  MCU/TelePresence Server 用の 
DTMF ダイヤル文字列を設定します。

– WebEx ク ラ ウ ド  サービスは TSP パートナーと連動して、適切な DTMF ダイヤル文字列
を作成します。

– WebEx ホス ト がすでに会議に入室している場合は、会議参加者に MCU/TelePresence 
Server の DTMF ダイヤル文字列が聞こえます。

コ メン ト DTMF ダイヤル文字列は、ホス ト と して会議に入室する  MCU/TelePresence Server の
ダイヤル文字列を設定しているかど うかに関係な く、必要です。詳細については、
WebEx Cloud Services にお問い合わせください。

• 方法 2：WebEx TSP サーバが API コマン ド  W2A_UpdateConference=2 を  TSP パートナーの
ブ リ ッジに送信し、会議をロ ッ ク解除します。 

– 会議ロ ッ ク解除コマン ドを認識して正し く実行するために、TSP パートナーは TSP アダ
プタを再作成しなければならない場合があ り ます。この API コマン ドに対応しているか
ど うかについては、TSP プロバイダーにお問い合わせください。

電話番号

サブスクライバ コード

参加者コード

参加者 ID

（内部で生成された 5 桁の数字）
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TSP の統合方法が発信シナリオに与える影響

次の表に、一般的なシナ リオと会議を開く方法による結果を示します。

表 9-1 シナリオと  TSP で使用する方法による結果

シナリオ  想定される結果 方法 1 を使用する場合  方法 2 を使用する場合

MCU/TelePresence 

Server が音声会議に
コールする 初の発
信者である場合

 正常に参加 MCU/TelePresence 

Server は TSP 音声会議
でホス ト の役割を担い
ます。

MCU/TelePresence Server は
音声会議でホス ト の役割を
担いません。

MCU/TelePresence 

Server がダイヤルイ
ンする前に、1 人以
上の参加者がすでに
音声会議（待合室）に
参加している場合。

 正常に参加 MCU/TelePresence 

Server は TSP 音声会議
でホス ト の役割を担い
ます。

MCU/TelePresence Server は
音声会議でホス ト の役割を
担いません。

MCU/TelePresence 

Server がダイヤルイ
ンする前に、ホス ト
がすでに音声会議に
参加している場合。

 正常に参加 音声会議にすでに参加
しているユーザには、
音声会議で「追加の」
DTMF トーンが聞こえ
る こ とがあ り ます。こ
れは、ホス ト のよ うに
動作する  DTMF シーケ
ンスに続く  
MCU/TelePresence 

Server です。

このよ う な追加の DTMF 
トーンは聞こえません。

ホス ト
（MCU/TelePresence 
Server がダイヤル
インする前にすで
に音声会議に参加
しているホス ト ）
が、会議の進行中に
切断する場合。

 可変 音声会議が終了する こ
とがあ り ます。TSP 実装
によって異な り ます
（終了しないこ と もあ
り ます）。会議退席時の 
WebEx GUI でのホス ト
の選択（会議を継続す
るオプシ ョ ン）に応じ
て異な り ます。

方法 2 が使用されているた
め、パートナーは次のいずれ
かが発生するまで会議を継
続する必要があ り ます。 

a. すべての参加者が会議
を退席する、または

b. TSP API が 
W2A_CloseConference 

を送信する

DTMF の障害  参加失敗   

MCU/TelePresence 

Server がダイヤルイ
ンする前にホス トは 
WebEx 経由で会議
に参加し、WebEx 
GUI を使用して会議
をロ ッ ク します。

（この場合 WebEx は
ホス ト によ る会議
のロ ッ クに従 う こ
と をすでに決定し
ています。）

 参加失敗 MCU は参加できません。 MCU/TelePresence Server は
参加できません。
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会議主催者の TSP 音声の設定

TSP 音声を使用する  WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする必要がある会議主催
者は、WebEx サイ ト にログインし、TSP 音声を使用するよ う自分のアカウン ト を設定する必要が
あ り ます。これは 1 回限りの設定です。

前提条件

会議主催者には、TSP 音声サービス  プロバイダーから提供される次の情報が必要です。

• コールイン番号（フ リーダイヤル）

• コールイン番号

• ホス ト  アクセス  コード

• 参加者アクセス  コード

TSP 音声の設定

TSP 音声を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザを開き、WebEx サイ ト に移動します。（例：http://example.webex.com）

ステップ 2 ページ上部の [My WebEx] をク リ ッ ク します。 

ステップ 3 WebEx アカウン ト のユーザ名とパスワードを入力し、[ログイン（Log In）] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 ページ左側の [マイオーディオ（My Audio）] をク リ ッ ク します。 

ステップ 5 電話会議サービス  アカウン ト のセクシ ョ ンで、[アカウン ト を追加（Add account）] をク リ ッ ク し
ます。

ステップ 6 [電話会議アカウン ト の追加（Add Teleconferencing Account）] ウ ィ ン ド ウで、TSP 音声サービス  プ
ロバイダーから提供された、ホス トおよび参加者の適切な電話番号とアクセス  コードを入力し
ます。

図 9-5 [電話会議アカウン トの追加（Add Teleconferencing Account）] ウィンドウ

ステップ 7 [OK] をク リ ッ ク します。
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TSP 音声の設定と会議の概要

次の図は、TSP 音声向けに設定されるコンポーネン ト と、会議のスケジュール時および会議の開
始時に実行される処理の概要を示しています。

図 9-6 TSP 音声の設定、スケジュール、および会議開始の流れ

TSP 会議のし くみ

TSP 音声を使用する会議は、次のよ うに実行されます。

1. 会議がスケジュールされます。

2. ダイヤル文字列が MCU/TelePresence Server に渡されます。
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  Cisco WebEx Enabled TelePresence の TSP 音声の設定
3. スケジュールされた開始時刻に、MCU/TelePresence Server が会議を開始します。

4. TelePresence が SIP 経由で WebEx に接続します。

5. TSP パートナーが各自のブ リ ッジで音声会議を開始し、会議を開きます。

6. TelePresence は、SIP 経由で WebEx に接続するのと同時に、DTMF ダイヤル文字列を使用し
て TSP パートナー ブ リ ッジに PSTN 経由でダイヤルインします。

MCU または TelePresence Server がホス ト と してダイヤルインする際の TSP 音声会議
の動作

MCU/TelePresence Server は、どのよ う な理由であっても 大再試行回数に達するまで リ ダイヤ
ルを試行します。MCU/TelePresence Server がホス ト と して参加する場合、MCU/TelePresence 
Server がホス ト である と きにこのコールが何らかの理由で切断される と、TSP パートナーが音声
会議を切断する（すべての参加者が切断される）可能性がある こ とに注意して ください。
MCU/TelePresence Server はただちに再度ダイヤルインして音声会議を再確立しますが、参加者
は再度コールインする必要があるかも しれません。「必要があるかも しれない」とい う表現を
使っている理由は、これが TSP で設定可能であ り、TSP プロバイダーによってその動作が異なる
可能性があるためです。
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Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  
Cisco TelePresence の統合 

改訂日：2013 年 11 月 

目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence のために WebEx サイ ト を設定する方法について
説明します。次のよ う な構成になっています。

• Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合（10-1 ページ）

• Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプの割り当て（10-3 ページ）

• ネッ ト ワーク  ベースの WebEx Enabled TelePresence 会議の録画（10-6 ページ）

• WebEx and TelePresence Integration to Outlook のインス トール（10-6 ページ）

• ユーザの WebEx アカウン ト のタ イム  ゾーン と言語の設定（10-8 ページ）

• ユーザの WebEx アカウン ト の TSP 音声の設定（10-9 ページ）

Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合

固有の WebEx Site Administration URL とパスワードを使用して、WebEx Account Team 経由で 
Cisco WebEx Site Administration インターフェイスにアクセスできます。サイ ト管理者と してに
ログインし、初期設定時にアカウン ト を統合およびプロビジ ョ ニングする必要があ り ます。初期
設定が完了したら、アカウン ト を管理できます。また、Cisco TelePresence システムで設定されて
いるサービス と機能に関して  WebEx ユーザ ガイ ド と管理者ガイ ドを参照できます。

次の項に進み、初期設定を完了します。

• Cisco TelePresence Cisco WebEx の統合オプシ ョ ン（10-2 ページ）

• Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプの割り当て（10-3 ページ）
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Cisco TelePresence Cisco WebEx の統合オプショ ン

Cisco TelePresence を  Cisco WebEx に統合するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 WebEx Site Administration URL のユーザ名とパスワードを使用して、WebEx Site Administration 
インターフェイスにログインします。

ログインするには、WebEx サイ ト の URL の後にスラ ッシュ（/）と「admin」を続けます。

例：https://example.webex.com/admin

ステップ 2 左側のナビゲーシ ョ ン  バーの [サイ ト の管理（Manage Site）] で、[サイ ト設定（Site Settings）] を選
択します。[サイ ト設定（Site Settings）] 画面が表示されます。

ステップ 3 図 10-1 に示すよ うに、[OneTouch TelePresence オプシ ョ ン（OneTouch TelePresence Options）] に達
するまで下にスク ロールします。

図 10-1 Cisco WebEx 接続設定の設定

ステップ 4 [Cisco WebEx OneTouch 会議を許可する（MCのみ）（Allow Cisco WebEx OneTouch meetings (MC 
only)）] をク リ ッ ク して選択します。これを選択しないと、このサイ ト で Cisco WebEx が無効にな
り、残りの Cisco TelePresence Integration オプシ ョ ンがグレー表示にな り ます。

ステップ 5 WebEx and TelePresence Integration to Microsoft Outlook を使って会議をスケジュールするオプ
シ ョ ン と共に Cisco WebEx Enabled TelePresence ソ リ ューシ ョ ンを展開する場合は、[Cisco TMS 
Booking ServiceのURL（Cisco TMS booking service URL）] フ ィールドに、TelePresence Management 
Suite Extension for Microsoft Exchange（TMSXE）のホス ト  アド レスを入力する必要があ り ます。
TMSXE の設定の詳細については、第 6 章「Cisco TelePresence Management Suite の設定」を参照し
て ください。

ステップ 6 [カレンダー上に Cisco TelePresence 会議を リ ス トする（List Cisco TelePresence meetings on 
calendar）] をク リ ッ ク して選択します。これによ り、スケジュール済み会議が Cisco WebEx カレ
ンダーに表示されます。

ステップ 7 [会議ホス トへの招待メールの送信（Send invitation email to meeting host）] をク リ ッ ク して選択し
ます。これによ り、会議のスケジュール後に、会議情報を記載した電子メールが Cisco WebEx ホ
ス ト に送信されます。
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ステップ 8 [参加者へのフ リーダイヤル電話番号の表示（Display toll-free number to attendees）] をク リ ッ ク し
て選択します。これによ り、システムが参加者が会議参加のためにコールできるフ リーダイヤル
番号を表示できます。

ステップ 9 （オプシ ョ ン）TelePresence Welcome 画面を表示するには、[TelePresence Welcome 画面を表示する
（Display TelePresence welcome screen）] をク リ ッ ク して選択します。Welcome 画面には、会議に接
続中の参加者とその他の会議情報が表示されます。これは、参加者が共有しているコンテンツが
ない場合に表示されます。デフォル ト では Welcome 画面はオフです。

ステップ 10 [WebEx VoIP と ビデオ接続（WebEx VOIP and video connection）] フ ィールドで、次のいずれかをク
リ ッ ク します。

• 自動暗号化 UDP/TCP SSL（Automatically encrypted UDP/TCP SSL）：（推奨）TelePresence Server 
または MCU に UDP による  Cisco TelePresence ゲート ウェイへの接続を許可します。UDP 接続
が許可されていない場合、TelePresence Server または MCU は TCP にフォールバッ ク します。

• TCP SSL：SSL 接続で TCP 接続します。

これによ り、Cisco WebEx ク ラ イアン ト とマルチメディア  サーバ（VoIP と ビデオ）間の接続方法
を選択します。

ステップ 11 （オプシ ョ ン）ユーザがこの WebEx サイ ト で VoIP 音声を使用できないよ うにするには、[ハイブ
リ ッ ドVOIPを無効にする（Disable Hybrid VOIP）] をオンにします。

これによ り、WebEx 対応 TelePresence 会議だけでな く、このサイ ト のすべての会議で VoIP が無
効にな り ます。

ステップ 12 ページの一番下までスク ロールし、[保存（Save）] をク リ ッ ク して設定を保存します。

ステップ 13 Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン タイプの割り当て に進んで、設定を完了させて ください。

Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン タイプの割り当て

セッ ト アップを完了するには、WebEx Site Administration インターフェイスでホス ト  アカウン ト
に Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを割り当てる必要があ り ます。それを行うに
は、個々のユーザの [ユーザの編集（Edit User）] 画面を開くか、[ユーザ リ ス ト の編集（Edit User 
List）] 画面から各ユーザの適切なセッシ ョ ン  タ イプを選択します。新しいユーザを追加する と、
デフォル ト でこのセッシ ョ ン  タ イプが割り当てられます。次の項の手順に従い、このセッシ ョ ン  
タ イプを確認または設定します。

• ユーザ リ ス ト での Cisco TelePresence セッシ ョ ン  タ イプの追加（10-4 ページ）

• [ユーザの編集（Edit User）] 画面での Cisco TelePresence セッシ ョ ン タイプの追加（10-5 ページ）

カスタム セッシ ョ ン タイプのサポート

カスタム  セッシ ョ ン  タ イプを作成できるよ うにな り ました。これによ り、顧客は特定のユーザ 
グループに対して  WebEx 機能を制限できます。たとえば、特定のユーザ グループに対して録画、
チャ ッ ト 、および注釈を無効にするためのカスタム  セッシ ョ ン  タ イプを作成できます。 

会議主催者が会議をスケジュールする と きには、デフォル ト の TelePresence セッシ ョ ン  タ イプ
が使用されます（これをカスタム  セッシ ョ ン  タ イプに設定できます）。会議主催者が WebEx and 
TelePresence Integration to Outlook プラグインを使用して会議をスケジュールする場合、Site 
Administration レベルで設定されている他のカスタム  セッシ ョ ン  タ イプを選択できます。WebEx 
サイ ト管理者は、特定のカスタム  セッシ ョ ン  タ イプにアクセスできるユーザを決定できます。
会議主催者が TMS、Smart Scheduler、または WebEx Scheduling Mailbox を使用してスケジュール
を設定する場合、常にデフォル ト の TelePresence セッシ ョ ン  タ イプが使用されます。 
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WebEx サイ ト でカスタム  セッシ ョ ン  タ イプを有効にするには、WebEx Cloud Services にお問い
合わせください。有効になったら、左側のナビゲーシ ョ ン  バーに移動し、[セッシ ョ ン  タ イプ
（Session Types）] で [カスタム  タ イプの追加（Add Custom Type）] を選択して、カスタム  セッシ ョ
ン  タ イプを作成できます。カスタム  セッシ ョ ン  タ イプの作成方法の詳細については、WebEx 
Site Administration のヘルプを参照して ください。

ユーザ リストでの Cisco TelePresence セッシ ョ ン タイプの追加

ステップ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  バーで、[ユーザの管理（Manage User）] の [ユーザ リ ス ト の編集（Edit User 
List）] を選択します。図 10-2 に示すよ うに [ユーザ リ ス ト の編集（Edit User List）] 画面が表示され
ます。

図 10-2 WebEx Site Administration：[ユーザ リス トの編集（Edit User List）]

ステップ 2 Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを表す PRO 列を見つけます。

各 Cisco WebEx ユーザ アカウン ト には一連のセッシ ョ ン  タ イプ チェ ッ クボッ ク スがあ り ます。
これは、そのユーザに対して有効にされている  Cisco WebEx セッシ ョ ン  タ イプを示します。
「Meeting Center TelePresence」は、「PRO」セッシ ョ ン  タ イプの 1 つです（図 10-2 に示すよ うに、
Meeting Center Pro 会議などの他のセッシ ョ ン  タ イプの見出しにも、「PRO」が含まれる こ とがあ
り ます）。

Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを示す列を判別するには、任意の「PRO」セッシ ョ
ン  タ イプの見出しをク リ ッ ク します。図 10-3 に示すよ うに、該当するセッシ ョ ン  タ イプの詳細
を示す別ウ ィ ン ド ウが表示されます。[TelePresence でサポート される機能（Supported Features in 
TelePresence）] とい う タ イ トルのセッシ ョ ン  タ イプ機能リ ス ト を示す列を見つけます。これが 
Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプです。

コ メン ト セッシ ョ ン  タ イプの列の数は、WebEx サイ ト でサポート されるセッシ ョ ン  タ イプの
数に基づいて決ま り ます。

ステップ 3 ユーザに Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプが割り当てられている こ と を確認する
には、[ユーザ編集（Edit User）] リ ス ト でそのユーザのエン ト リ を見つけ、ステップ 2 で確認した
適切な PRO セッシ ョ ン  タ イプのチェ ッ クボッ ク スをオンにします。

ステップ 4 ページの一番下までスク ロールし、[送信（Submit）] をク リ ッ ク します。

Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプが見つからない場合、またはすべての「PRO」セッ
シ ョ ン  タ イプをク リ ッ ク しても  [TelePresence でサポート されている機能（Supported Features in 
TelePresence）] ウ ィ ン ド ウが表示されない場合は、このサイ トは WebEx Enabled TelePresence 向
けに正し く設定されていません。
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図 10-3 TelePresence がサポートする機能 

コ メン ト TelePresence 対応 WebEx サイ ト で [ユーザの追加（Add User）] リ ンクを使用して新しいホス ト  ア
カウン ト を作成する と、このセッシ ョ ン  タ イプがデフォル ト で割り当てられます。OneTouch 会
議をスケジュールするには、ユーザにこのセッシ ョ ン  タ イプが割り当てられている必要があ り
ます。このサイ ト が WebEx Enabled TelePresence に更新された既存のサイ ト である場合、既存の
ユーザに Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを追加する必要があ り ます。

[ユーザの編集（Edit User）] 画面での Cisco TelePresence セッシ ョ ン タイプの追加

また、個々のユーザのアカウン ト設定でも  Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを設定
できます。[ユーザの管理（Manage Users）] > [ユーザ リ ス ト の編集（Edit User List）] ページで、次の
操作を実行します。

ステップ 1 ユーザ エン ト リ を見つけてク リ ッ ク します。そのアカウン ト の [ユーザの編集（Edit User）] ウ ィ
ン ド ウが開きます。

ステップ 2 [特権（Privileges）] セクシ ョ ンにス ク ロールします。図 10-4 に示すよ うに、割り当てられている
セッシ ョ ン  タ イプが、[許可されているセッシ ョ ン  タ イプ（Session Type Allowed）] ボッ クスに表
示されます。
10-5
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 10 章     Cisco WebEx Site Administration アカウン ト と  Cisco TelePresence の統合

  目次
図 10-4 許可されているセッシ ョ ン タイプ

ステップ 3 必須作業です。図 10-4 の赤色で囲んだ部分に示すよ うに、[PRO: Meeting Center TelePresence] 
ボッ ク スをオンにします。

ステップ 4 ウ ィ ン ド ウ下部にある  [更新（Update）] ボタンをク リ ッ ク して、PRO: Meeting Center 
TelePresence セッシ ョ ン  タ イプの設定を保存します。

これで、Cisco WebEx Site Administration での Meeting Center の Cisco TelePresence セッシ ョ ン  タ
イプ特権の設定が完了しました。Cisco WebEx アカウン ト が完全に統合およびプロビジ ョ ニング
されました。

ヒン ト 機能をアップグレードする場合は、Cisco WebEx の営業担当者にお知らせください。

ネッ トワーク  ベースの WebEx Enabled TelePresence 会議の録画

WebEx リ リース  T29 では、会議主催者が WebEx Enabled TelePresence 会議を録画できるよ うにな
り ました。

• WebEx and TelePresence Integration to Outlook および WebEx Meeting Center ク ラ イアン トは、
録画が有効であるかど うかを自動的に検出し、該当する メ ッセージを表示します。

• 録画した会議を再生する と、WebEx と  TelePresence 両方のビデオが表示され、コンテンツの
共有、チャ ッ ト 、およびポーリ ング（有効である場合）を使用できます。

• ユーザは、再生コン ト ロールを使用するかビデオのサムネイルをク リ ッ クする こ とで、録画
内を移動できます。

• 参加者の発言時には、録画の中で視覚的表現がユーザに表示されます。

ネッ ト ワーク  ベースの録画は WebEx Cloud Services によって有効にされます。

WebEx and TelePresence Integration to Outlook のインストール

WebEx and TelePresence Integration to Outlook プラグインを使用して会議をスケジュールする会
議主催者は、WebEx 生産性向上ツールを  WebEx サイ ト からダウンロード して TelePresence にイ
ンス トールする必要があ り ます。
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インス トールする前に、WebEx サイ ト と  TMSXE に関する次の情報がわかっている こ と を確認
して ください。

• WebEx サイ ト の URL

• WebEx ユーザ名

• WebEx パスワード

• TMSXE ユーザ名

• TMSXE パスワード

コ メン ト この情報については、WebEx または IT 管理者にお問い合わせください。

WebEx 生産性向上ツールをインス トールするには、ユーザが次の手順を実行する必要があ り ます。

ステップ 1 ブラウザを開き、WebEx サイ ト に移動します。

ステップ 2 [My WebEx] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 アカウン ト にログインします。

ステップ 4 ユーザに対して WebEx 生産性向上ツールのダウンロードを自動的に促すよ うにサイ ト が設定
されている場合は、そのオプシ ョ ンが表示されます。その場合は [はい（Yes）] をク リ ッ ク してダ
ウンロードを開始した後、ステップ 7 に進みます。それ以外の場合は次のステップに進みます。

ステップ 5 左側のナビゲーシ ョ ン  バーで、[生産性向上ツールの設定（Productivity Tools Setup）] をク リ ッ ク
します。

ステップ 6 ptools.msi ファ イルがコンピュータにダウンロード されます。

ステップ 7 ダウンロードが完了したら、ptools.msi を開き、画面に表示される指示に従って  WebEx 生産性向
上ツールをインス トールします。

ステップ 8 インス トール中に、WebEx サイ ト にログインする必要があ り ます。 

図 10-5 WebEx 生産性向上ツール ログイン

ステップ 9 WebEx サイ ト の URL、ユーザ名、パスワードを入力し、[ログイン（Login）] をク リ ッ ク します。

ログイン後、WebEx 生産性向上ツールがサーバと通信して、TMSXE にログインするよ うに求め
られます。
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  目次
図 10-6 TMSXE のログイン

ステップ 10 TMSXE のユーザ名とパスワードを入力し、[OK] をク リ ッ ク します。

ステップ 11 「WebEx 生産性向上ツールがインス トールされました（WebEx Productivity Tools are installed）」と
い う メ ッセージが表示されたら、[OK] をク リ ッ ク します。

ステップ 12 [生産性向上ツール（Productivity Tools）] ウ ィ ン ド ウを閉じます。

これで、Microsoft Outlook を開き、WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用して 
WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールできます。

ユーザの WebEx アカウン トのタイム ゾーンと言語の設定

適な結果を得るには、Outlook を使用してスケジュールを設定する会議主催者が次の手順を実
行する必要があ り ます。

• WebEx と  Outlook のタイム  ゾーンを同じタ イム  ゾーンに設定します。 

会議主催者の WebEx と  Outlook のタイム  ゾーンが一致しない場合は、WebEx と  Outlook で
同じ時刻に会議がスケジュールされません。

• WebEx アカウン ト で優先言語が選択されている こ と を確認します。

選択した言語は、会議への招待状ですべての招待者に対して表示される言語です。

WebEx アカウン ト の WebEx タ イム  ゾーン と優先言語を設定するには、ユーザが次の手順を実行
する必要があ り ます。

ステップ 1 ブラウザを開き、WebEx サイ ト に移動します。

ステップ 2 [My WebEx] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 WebEx ユーザ名とパスワードを入力して、[ログイン（Log In）] をク リ ッ ク します。

WebEx 生産性向上ツールをダウンロードするオプシ ョ ンが表示される場合、すでにダウンロー
ド済みであれば [後で（Later）] をク リ ッ ク します。ダウンロードを選択し、すぐにインス トールす
る場合は、WebEx and TelePresence Integration to Outlook のインス トール（10-6 ページ）のステップ 
4 を参照して ください

[My WebEx会議（My WebEx Meetings）] ページが表示されます。

ページ右隅に、現在の言語と タ イム  ゾーンの設定が表示されます。
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  次の作業
ステップ 4 言語と タイム  ゾーンを変更するには、現在の言語またはタイム  ゾーンのいずれかを示すリ ンク
をク リ ッ ク します。

[設定（Preferences）] ページが表示されます。

ステップ 5 [タ イム  ゾーン（Time zone）] メニューと  [言語（Language）] メニューを使用して、WebEx Enabled 
TelePresence 会議に使用するタ イム  ゾーンと言語を選択します。

ステップ 6 [OK] をク リ ッ ク します。

ユーザの WebEx アカウン トの TSP 音声の設定

TSP 音声を使用する  WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする必要がある会議主催
者は、自分のアカウン ト に TSP 音声プロバイダー情報を追加する必要があ り ます。

詳細については、会議主催者の TSP 音声の設定（9-12 ページ）を参照して ください。

次の作業
Cisco WebEx 管理サイ ト  アカウン ト の管理の詳細については、WebEx サイ ト のヘルプを参照し
て ください。
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目次
この章では、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール方法の背景情報、ヒ ン ト 、およ
び既知の問題について説明します。次のよ う な構成になっています。

• はじめに（11-2 ページ）

• Cisco TMS での WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール（11-3 ページ）

• WebEx Enabled TelePresence 会議についての情報、ヒ ン ト 、既知の問題（11-5 ページ）
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  はじめに
はじめに
この章では、TMS を使用して WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする方法の概要と、
WebEx Enabled TelePresence 会議に関する役立つ情報、ヒ ン ト 、既知の問題について説明します。

WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールする方法と しては、TMS を使用したスケジュー
ルの他に 3 つの方法があ り ます。

• Cisco WebEx and TelePresence Integration to Outlook の使用

WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用する と、ユーザは Windows で Microsoft 
Outlook から  WebEx Enabled TelePresence 会議を直接スケジュールできます。外部のビデオお
よび音声ダイヤルイン参加者の追加など、詳細オプシ ョ ンも使用できます。

スケジュールについては、『WebEx and TelePresence Integration to Outlook Quick Reference 
Guide』を参照して ください。

他のユーザの代理と して会議をスケジュールする方法、会議をスケジュールする代理人を割
り当てる方法などの追加情報については、WebEx and TelePresence Integration to Outlook のヘ
ルプ（Outlook で利用可能）、またはユーザ ガイ ド（WebEx サイ ト で利用可能）を参照して くだ
さい。

• Cisco Smart Scheduler の使用

Cisco Smart Scheduler を使用する と、Macintosh、モバイル、その他の非 Windows ユーザが、
タ ッチス ク リーンに対応したシンプルな  Web ベースのインターフェイスを使用して  WebEx 
Enabled TelePresence 会議をスケジュールできます。

スケジュールについては、『Cisco Smart Scheduler and WebEx Scheduling Mailbox Quick 
Reference Guide』を参照して ください。

サポート されるブラ ウザとモバイル プラ ッ ト フォームなどの詳細については、Cisco 
TelePresence Management Suite Provisioning Extension（TMSPE）の リ リース  ノー ト を参照して
ください。

• Cisco WebEx Scheduling Mailbox の使用

Cisco WebEx Scheduling Mailbox を使用する と、WebEx and TelePresence Integration to Outlook 
を使用しないユーザが、Outlook で TelePresence 対応 WebEx 会議を作成できます。そ うする
には TelePresence 会議室を招待し、特別な招待先と して  WebEx Scheduling Mailbox を組み込
むこ とで会議に WebEx を追加します。 

このメールボッ ク スは単に「webex」など と呼ばれる こ とがあ り ます。これは管理者によ り設
定され、ユーザに提供されます。

詳細については、『Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Outlook
（TMSXE）Installation Guide』と  TMSXE の リ リース  ノー ト を参照して ください。

スケジュールについては、『Cisco Smart Scheduler and WebEx Scheduling Mailbox Quick 
Reference Guide』を参照して ください。
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Cisco TMS での WebEx Enabled TelePresence 会議のスケ
ジュール

Cisco TMS で会議をスケジュールする と きには、ユーザがネッ ト ワーク  プロ ト コル、MCU、ゲー
ト ウェイを考慮する必要はあ り ません。Cisco TMS によ り、これらのインフラス ト ラ クチャ選択
と互換性チェ ッ クが自動的に行われます。上級ユーザは、必要に応じて、会議に選択された方法
を調整できます。

Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議をスケジュールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TMS にログインします。

ステップ 2 [予約（Booking）] > [新しい会議（New Conference）] に進みます。

図 11-1 Cisco TMS の [新しい会議（New Conference）] ページ

ステップ 3 [タ イ トル（Title）] に、会議のタイ トルを入力します。これは、すべての Cisco TMS インターフェイ
ス と会議に関する電子メール通知に表示されます。

ステップ 4 [タ イプ（Type）] で [自動接続（Automatic Connect）] または [ワンボタン機能（One Button to Push）] 
を選択します。

• [自動接続（Automatic Connect）]：会議の開始時に、Cisco TMS がすべての参加者を自動的に接
続します。

• [ワンボタン機能（One Button to Push）]：ワンボタン機能に対応したエンドポイン ト に、会議ダ
イヤルイン情報が自動的に表示されます。これらのエンドポイン ト の参加者は、ボタンを押
して会議に参加します。ワンボタン機能に対応していないエンドポイン ト では、会議主催者
がビデオ ダイヤルイン番号を追加します。

コ メン ト その他のタイプについては、TMS のヘルプを参照して ください。

ステップ 5 会議の [開始時刻（Start Time）] と  [終了時刻（End Time）] 、または [期間（Duration）] を設定します。

ステップ 6 [WebEx会議を含める（Include WebEx Conference）] がオンである こ と を確認します。

ステップ 7 オプシ ョ ンで、[WebEx会議のパスワード（WebEx Meeting Password）] を入力します。
11-3
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 11 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール

  Cisco TMS での WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール
コ メン ト パスワードを入力しない場合、WebEx によって自動的にパスワードが生成されます。
会議のスケジュールが正常に完了する と、パスワードが [確認（Confirmation）] ページ
に表示されます。

ステップ 8 オプシ ョ ンで、毎週または毎日の会議など、一連の関連する会議を作成するには [定例会議の設
定（Recurrence Settings）] をク リ ッ ク します。

コ メン ト 詳細設定はオプシ ョ ンです。ほとんどの設定のデフォル ト値には、管理ツールで設定
された会議デフォル ト値が使用されます。使用可能なすべての設定の概要について
は、ヘルプを参照して ください。[詳細設定（Advanced Settings）] の詳細については、
Cisco TMS の [ヘルプ（Help）] ボタンをク リ ッ ク して ください。

コ メン ト [セキュア（Secure）] が [はい（Yes）] に設定されている場合、Cisco TMS では、暗号化を
サポートするシステムだけが会議に参加できます。

ステップ 9 オプシ ョ ンで、会議の招待状に表示される  [会議情報（Conference Information）] に、会議に関する
メモを追加します。

ステップ 10 [参加者（Participant）] タブで [参加者の追加（Add Participant）] をク リ ッ ク します。新しいウ ィ ン ド
ウが表示されます。

• 既存のスケジュール済み会議およびアドホッ ク会議に基づいて、選択可能な参加者と、参加
者の可用性を示すプランナー ビューが表示されます。カラーの縦線は、スケジュール済み会
議に対する現在の要求時間を表しています。

• 参加者をタイプ別に表示するには、各タブをク リ ッ ク します。以前にスケジュールを使用し
たこ とがある場合、デフォル ト のタブは、 近使用したシステムにすばやく アクセスできる  [
前回の使用（Last Used）] にな り ます。

• システムまたはスケジュール済み会議の詳細を確認するには、プランナー ビューでシステ
ムまたはブロ ッ ク上にカーソルを合わせます。

ステップ 11 会議に参加者を追加します。そ うするには、参加者のチェ ッ クボッ ク スをオンにし、[>] ボタンを
ク リ ッ ク して、ウ ィ ン ド ウ右側の選択された参加者の リ ス ト に参加者を追加します。MCU や
ゲート ウェイなどのネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャ  コンポーネン ト の追加は、オプシ ョ ン
です（Cisco TMS によってこの操作が自動的に行われます）。

ステップ 12 Cisco TMS によって管理されないシステム（他の組織のエンドポイン トや電話参加者など）を追
加するには、[外部（External）] タブを使用します。

• ダイヤルアウ ト参加者の場合、その連絡先情報を入力します。Cisco TMS は、スケジュールさ
れた時間に参加者を会議に自動的に接続します。

• ダイヤルイン参加者（ワンボタン機能をサポート しないエンドポイン ト を含む）の場合、
Cisco TMS は会議でサイ ト をホス トするために必要な容量を予約し、参加者に転送する正確
なダイヤルイン情報を提供します。

ステップ 13 すべての参加者を追加したら、[OK] をク リ ッ ク します。

会議ページが再び表示されます。このページの参加者セクシ ョ ンには、選択した参加者といくつ
かの追加タブが表示されます。これらの追加タブでは、コール接続方法の変更、会議の特定の 
MCU 会議設定などの拡張スケジュール作業を実行できます。
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ステップ 14 [ビデオ会議マスター（Video Conference Master）] ド ロ ップダウン  リ ス ト を使用して、どのシステ
ムを会議主催者とみなすかを決定します。一部のテレプレゼンス  システムは、この機能に必要な
要件を満たしません。要件を満たすシステムだけがこの リ ス ト に表示されます。このシステムに
対して、次の操作が求められます。

• 自動コール開始がスケジュールされていない場合に、会議に接続する。

• まもな く有効期限が切れる場合、会議を延長する。

ステップ 15 [会議の保存と有効化（Save Conference）] をク リ ッ ク します。会議が保存される と、Cisco TMS は
すべてのルーテ ィ ング計算を実行し、選択された参加者を接続する 適な方法を判別します。

• Cisco TMS が要求の処理を完了できる場合：

– 確認画面が表示されます。こ こには会議が保存されたこ とが示され、会議の詳細情報（参
加者リ ス ト 、各参加者の会議への接続がどのよ うにスケジュールされているか、参加者
がダイヤルする必要のある正確なダイヤル文字列など）が表示されます。

– また、Cisco TMS から確認の電子メールも送られ、そこにはすべての会議情報（WebEx お
よびビデオ ダイヤルイン情報など）が示され、Outlook（または互換の）カレンダーにイベ
ン ト を保存するための ICS 添付ファ イルも含まれます。ICS 添付ファ イルを開き、カレン
ダーに保存します。

– 確認電子メールを送信するよ うに WebEx サイ ト が設定されている場合、WebEx から さ
らに 2 つの電子メールを受け取り ます。1.「会議がスケジュールされました（Meeting 
Scheduled）」とい う件名の電子メール。これには、ホス ト  キーと会議の WebEx 情報が含ま
れています。2.「（参加者へ転送）会議の招待状（(Forward to attendees) Meeting Invitation）」
とい う件名の電子メール。これには参加者の WebEx 情報だけが含まれています。

• Cisco TMS が予約要求の処理を完了できない場合：

– [新しい会議（New Conference）] ページに戻り ます。メ ッセージ バナーに、会議を保存で
きなかった理由が示されます。可用性の欠落、ネッ ト ワーク  リ ソースの不足、またはすべ
ての参加者を接続するためのルート が不明なこ となどが原因である可能性があ り ます。

– 会議の設定を編集して、問題を解決し、会議を再度保存して ください。

ステップ 16 会議のスケジュールが正常に完了したら、カレンダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用して会議に参加
者を招待します。

Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議エクスペリエンスについては、Cisco WebEx Enabled 
TelePresence エクスペリエンス（1-1 ページ）を参照して ください。

WebEx Enabled TelePresence 会議についての情報、ヒン ト、
既知の問題

こ こでは、Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議に関する役立つ情報（ヒ ン ト と既知の問題など）
を説明します。Cisco WebEx Enabled TelePresence ソ リ ューシ ョ ンに含まれる各製品に対応する項
に分かれています。
11-5
Cisco WebEx Enabled TelePresence 構成ガイ ド  - TMS 14.3.1 - WebEx Meeting Center WBS29

OL-21352-02-J



第 11 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール

  WebEx Enabled TelePresence 会議についての情報、 ヒン ト、 既知の問題
Cisco TMS
• 予約の前に Cisco TMS 管理者による会議の承認を義務付けるよ う 、Cisco TMS を設定できま

す。ポー ト の使用を制限/調整する必要がある企業では、この機能を使用してポート の使用を
調整できます。 

• Cisco TMS は、ポー ト の数を、スケジュール時に Cisco TMS 会議の [外部（External）] タブで選
択された数に制限します。

• TelePresence および WebEx の両方では、会議のスケジュール時に [デフォルト  セッ ト アップ 
バッファ（Default Setup Buffer）] 設定を使用するこ とで、会議の早期開始がサポート されます。 

コ メン ト Smart Scheduler、WebEx and TelePresence Integration to Outlook、および TMS Booking 
API を使用するその他のク ラ イアン ト を使用する場合は、セッ ト アップ（およびテ ィ
アダウン）バッファがサポート されません。

• TelePresence および WebEx の両方では、会議のスケジュール時に [延長モード（Extend Mode）
] 設定を使用する こ とで、会議の延長がサポート されます。会議の延長は保証されていませ
ん。スケジュールされた会議終了時刻の時点で リ ソース（ポー ト ）がすべて予約されている場
合は、会議が終了します。

• WebEx and TelePresence Integration to Outlook を使用して会議をスケジュールする会議主催
者は、その後 TMS でその会議を変更してはな り ません。

後で TMS で元の会議を変更する と、TMS でのその会議の情報が、会議主催者の Outlook カレ
ンダーと同期していない状態にな り ます。その理由は、TMSXE には会議主催者のカレン
ダーへの書き込みアクセス権がないので、カレンダーを変更できないためです。

MCU および TelePresence Server
• 会議の開始時に TelePresence または WebEx 参加者がいない場合でも、MCU/TelePresence 

Server は WebEx にコールします。

• MCU/TelePresence Server の役割は、通常の WebEx 参加者とは異な り ます。会議に参加した時
点で、その会議に会議ホス ト がいない場合、MCU がデフォル ト のホス ト となって会議を開始
します。

– WebEx ホス トがすでに存在する場合は、MCU/TelePresence Server はホス トにな り ません。

– WebEx ホス ト が会議を退席する と、MCU/TelePresence Server がホス ト にな り、会議は継
続されます。

• WebEx ホス ト が会議を退席する前に MCU/TelePresence Server が会議を退席した場合、会議
は継続されます。

• WebEx ホス ト が退席した後で MCU/TelePresence Server が会議を退席した場合、会議は終了
します。

• MCU/TelePresence Server が退席した後で WebEx ホス ト が会議を退席した場合、会議は終了
します。

• MCU/TelePresence Server が退席した後で WebEx ホス ト が引き続き会議にとどまる場合、
WebEx 会議は継続されます。

• デフォル ト では、TelePresence Server が ActivePresence 画面レイアウ ト でビデオを送信しま
す。このレイアウ ト では、発言中の参加者が全画面ペインに表示され、その他の参加者が画面
下部の 大 6 つの同一サイズのオーバーレイ  ペインに表示されます（2 画面エンドポイン ト
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  WebEx Enabled TelePresence 会議についての情報、 ヒン ト、 既知の問題
と  4 画面エンドポイン ト の場合は 大 4 つのペイン）。WebEx の全画面モードでは、WebEx 
参加者がウ ィ ン ド ウ下部の TelePresence ビデオの下の、同一サイズのペインに表示されま
す。デフォル ト では、MCU はビデオを全画面レイアウ ト で送信します。

エンドポイン ト

• 任意の TelePresence エンドポイン ト から会議に参加する参加者が、エン ドポイン ト をコン
ピュータ  モニタ と して使用している場合は、これらの参加者に WebEx からのプレゼンテー
シ ョ ンが表示されないこ とがあ り ます。

• EX60 から提供されるコンテンツが表示されるまでに時間がかかる こ とがあ り ます。エン ド
ポイン ト が Unified CM に登録されている場合、Unified CM で User-Agent パススルーを有効
にする こ とで、これを解決できます。

TMSXE
Web Scheduling Mailbox を使用して会議を予約する と きに、TMSXE がエラー状態（WebEx サーバ
に接続できないなど）を検出する と、エラーを通知する電子メールがプレーン  テキス ト形式で会
議主催者に送信されます。

WebEx
• 黒いシルエッ トは、WebEx ユーザがカ メ ラをオンにしていないと きや、WebEx ク ラ イアン ト

を使用してビデオを送信するための十分な帯域幅がないと きに、そのユーザを表します。

• WebEx Meeting Center では、TelePresence ユーザが発言中である場合および参加者リ ス ト の
両方で、すべての TelePresence エンドポイン ト が「TelePresence システム（TelePresence 
systems）」とい う  1 つの WebEx 参加者と して表示されます。

– Meeting Center の全画面ビューでは、「TelePresence システム（TelePresence systems）」参加
者は、図 2 に示すよ うに黒色のシルエッ ト と して表示されます。

図 2 全画面ビューでの「TelePresence システム（TelePresence systems）」

• WebEx ホス トは、参加者が会議に参加した後で、参加者全員または個別の参加者を ミ ュー ト
にできます。WebEx ク ラ イアン ト で TelePresence 参加者を ミ ュー ト にする こ とはできませ
ん。TelePresence 参加者は、自分自身を ミ ュー ト にする必要があ り ます。

• WebEx 参加者を ミ ュー ト にするには、WebEx ホス ト でなければな り ません。 

– ホス ト の役割を再度取得するには、WebEx ホス ト  キーを取得する必要があ り ます。
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第 11 章     Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議のスケジュール

  WebEx Enabled TelePresence 会議についての情報、 ヒン ト、 既知の問題
• Windows または Mac の WebEx Meeting Center ク ラ イアン ト を使用して参加する際、コン
ピュータのオーディオを使用する  WebEx 参加者の音声品質が悪く なる こ とがあ り ます。シ
スコは、会議の音声会議番号を使用して電話機から発信する こ と を推奨します。

• 会議は、その会議の 初の参加者（ホス ト または他の WebEx 参加者）によって開始されます。
他の参加者は会議に「参加」します。

• ホス ト以外のユーザが会議を開始できるのは、サイ ト で [ホス ト よ り前に参加（Join Before 
Host）] 機能が有効になっていて、その開始時刻がスケジュール時刻の 5/10/15 分前である場
合だけです。それ以外の場合、ホス ト以外のユーザは、ホス ト が会議を開始するまで待機する
必要があ り ます。

• WebEx の音声のみの参加者が発言する場合、次のビデオ参加者が発言するまでは、直前に発
言したビデオ参加者が表示されます。

• Outlook と  WebEx の両方で会議を正しい時刻にスケジュールするには、ユーザの Outlook タ
イム  ゾーン と  WebEx アカウン ト のタ イム  ゾーンが同一でなければな り ません。

• 会議の WebEx 部分が終了する と、音声も終了します。

• MCU と  WebEx 間の リ ンク帯域幅は、 も低い帯域幅を使用する  WebEx ク ラ イアン ト によ
り設定されます。帯域幅が も小さい WebEx ク ラ イアン ト が会議から退席する と、リ ンクの
帯域幅がすぐに増加する場合があ り ます。たとえば、会議に参加している  WebEx ク ラ イアン
ト の 1 人が 360p にしか対応していない場合、すべての参加者の 大帯域幅は 360p に制限さ
れます。その参加者が会議から退席したと きに、他のすべての参加者がよ り大きい帯域幅（た
とえば、720p）に対応している場合、すべての参加者の帯域幅が増加します。
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目次
• 検証とテス ト （12-1 ページ）

• ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト （12-1 ページ）

• システム動作の管理（12-10 ページ）

検証とテスト
• Cisco WebEx サイ ト管理のオンラ インヘルプ（12-1 ページ）

Cisco WebEx サイ ト管理のオンラインヘルプ

Cisco WebEx Site Administration の使用に関する詳細については、次のよ うに Cisco WebEx Site 
Administration のヘルプを参照して ください。

ステップ 1 WebEx サイ ト の Site Administration にログインします。

ログインするには、WebEx サイ ト の URL の後にスラ ッシュ（/）と「admin」を続けます。

例：https://example.webex.com/admin

ステップ 2 ページ左側の [アシスタンス（Assistance）] の下の [ヘルプ（Help）] リ ンクをク リ ッ ク します。

ト ラブルシューティングのヒン ト
こ こでは、 Cisco WebEx Enabled TelePresence 会議の次のよ う な問題に関する ト ラブルシュー
テ ィ ングのヒ ン ト を説明します。

• 会議のスケジュールに関する問題（12-2 ページ）

• 会議の開始または参加に関する問題（12-3 ページ）
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• 会議の進行中に発生する問題（12-4 ページ）

• TSP 音声会議に関する問題（12-7 ページ）

• システム動作の管理（12-10 ページ）

会議のスケジュールに関する問題

こ こでは、会議主催者が Cisco TMS を使って会議をスケジュールする際に発生する可能性のあ
る問題について説明します。

会議が正し く スケジュールされな くなる一般的な問題を解決するには、表 12-1 の ト ラブル
シューテ ィ ング情報を参照して ください。

表 12-1 会議のスケジュールに関する問題

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

会議主催者が、会議がスケジュール
されたこ とを確認する電子メールを  
Cisco TMS から受信しません。

Cisco TMS が、確認電子メールを送信
するよ うに設定されている。

Cisco TMS 設定を確認します。

Cisco TMS 設定が正しい場合は、アン
チウイルス /ファ イアウォール プロ
グラムを調べて、Cisco TMS からの送
信がブロ ッ ク されているかど うか確
認します。

会議主催者が TMS を使用して会議
をスケジュールした後、「WebEx との
通信中に予期しないエラーが発生し
ました。（An unexpected error occurred 
while communicating with WebEx.）」と
い うエラーが表示されます。会議は
作成されましたが、WebEx の設定に
問題があ り ます。会議確認メールを
受信しますが、WebEx の情報がそれ
に含まれていません。

会議主催者の WebEx ホス ト  アカウ
ン ト が、Meeting Center TelePresence 
セッシ ョ ン  タ イプでプロビジ ョ ニン
グされていない。

WebEx サイ ト の WebEx Site 
Administration にログインし、会議主
催者のホス ト  アカウン ト で [Meeting 
Center TelePresence] セッシ ョ ン  タ イ
プが有効になっている こ と を確認し
ます。詳細については、Meeting Center 
TelePresence セッシ ョ ン  タ イプの割
り当て（10-3 ページ）を参照して くだ
さい。

会議がエンドポイン ト のディ スプレ
イに リ ス ト されません。

複数のスケジューリ ング  サーバがそ
のエンドポイン ト を管理している
（例：Cisco TMS と  CTS-Manager が同
時に管理している場合など）。

その他の原因：

• スケジュール済み会議のタイプ
がワンボタン（OBTP）でない。エ
ン ドポイン ト には OBTP 会議だ
けが表示されます。

• エンドポイン ト と  Cisco TMS の
間のネッ ト ワーク接続で障害が
発生している。

1 つのエンドポイン ト を除くすべて
のエンドポイン ト にプッシュ される
場合は、ネッ ト ワーク接続を確認し
ます。

どのエンドポイン ト にもプッシュ さ
れない場合は、Cisco TMS がダウンし
ているかど うかを確認します。

[管理ツール（Administrative Tools）] > 
[設定（Configuration）] > [WebEx設定
（WebEx Settings）] で、WebEx サイ ト
を選択し、[接続ステータス
（Connection Status）] が [接続OK
（Connection OK）] である こ と を確認
します。
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会議の開始または参加に関する問題

こ こでは、会議参加者が会議を開始した り会議に参加した りする と き発生する可能性のある問
題について説明します。

参加者による会議の開始または参加を妨げる一般的な問題を解決する方法については、表 12-2 
の ト ラブルシューテ ィ ング情報を参照して ください。

（[保存（Save）]をク リ ッ クする と）Cisco 
TMS で WebEx スケジュール エラーが
発生します。

症状：Cisco TMS に「WebEx 会議を含
める こ とができません」と表示され
る。WebExユーザ名またはパスワード
が正し く あ り ません。 

WebEx サイ ト でネッ ト ワークの問題
が発生している。

WebEx ユーザが WebEx サイ ト に存
在しない。

原因：この主催者に関して設定され
ている  WebEx サイ ト が、会議主催者
に関して設定されている  WebEx ユー
ザ名とパスワードを認識しない。

WebEx アカウン ト  ユーザ プロファ
イルを確認します。

推奨処置：ユーザ個人情報ページで 
WebEx サイ ト の WebEx ユーザ名/パ
スワードを確認します。また、WebEx 
サイ ト  ユーザ クレデンシャル情報が
変更されている可能性もあ り ます。
この場合は、WebEx サイ ト管理者に
お問い合わせください。

Cisco TMS ト ラブルシューテ ィ ング
情報を参照して ください。この問題
は Cisco WebEx Enabled TelePresence 
に限定されていません。

WebEx から確認電子メールが送信さ
れません

WebEx サイ ト で電子メールが有効に
なっていない

WebEx サイ ト管理者にお問い合わせ
ください。

会議が TMS で予約されていますが、
WebEx が存在しません。

会議に予約されているエン ドポイン
ト が Exchange でメールボッ ク ス と し
て設定されているが、招待状の 
AutoAccept が設定されていない。

Cisco WebEx Enabled TelePresence 会
議で予約用のメールボッ クス と して
使用できるすべてのエンドポイン ト
を、Exchange で AutoAccept に設定す
る必要があ り ます。

TelePresence スケジューリ ング  シス
テムで問題が発生しました。も う一
度やり直して ください。

TMSXE TMSXE 管理者にお問い合わせくだ
さい。

TMS での会議のスケジュール設定時に 
WebEx オプションが表示されません。

WebEx ユーザ名とパスワードが TMS 
ユーザ プロファ イルにまだ追加され
ていない。

TMS ユーザを編集し、WebEx ユーザ名
とパスワードを入力して保存します。
これで、WebEx オプシ ョ ンが TMS スケ
ジューリ ング UI に表示されます。

表 12-1 会議のスケジュールに関する問題 （続き）

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

表 12-2 会議の開始または参加に関する問題

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

WebEx 会議に参加できません 会議はまだ開始されていません 会議の開始を待機します

どのエンドポイン ト も  TelePresence 
会議に参加できません。

TelePresence 会議は存在しません。

コールを正し くルーテ ィ ングできな
かった。

1.MCU/TelePresence Server を調べて、
会議が作成されたこ とを確認します。

2.MCU/TelePresence Server のイベン
ト  ログを調べます。

3.VCS 検索履歴を調べます。
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会議の進行中に発生する問題

こ こでは、会議の進行中に会議参加者に発生する可能性のある問題について説明します。

会議の進行中に発生する一般的な問題を解決する方法については、表 12-3 の ト ラブルシュー
テ ィ ング情報を参照して ください。

TelePresence 会議が早期に開始しま
せんでした。「会議の早期開始」が機
能しませんでした。

Cisco TMS スケジュール済み会議で
は、早期開始がサポート されていま
せん。エン ドポイン トは、会議が開始
するまで待ってダイヤルインする必
要があ り ます。

セッ ト アップ バッファ とテ ィア  ダウ
ン  バッファの設定を調べます。

1 人の TelePresence 参加者が会議に
参加できません。

ビデオ ポート と音声ポート が不足し
ている。

エン ドポイン ト から  MCU または 
TelePresence Server へのコール ルー
テ ィ ングの問題

会議のイベン ト  ログを調べます。さ
らに、TelePresence Server または MCU 
で会議を調べます。

管理者は [TelePresence Server 会議
（TelePresence Server Conferences）] 
ページでポー ト値を変更する こ と
で、この制限を取り除く こ とができ
ます。

TelePresence 参加者が音声でしか参
加できません。

ビデオ ポート が不足している。 Cisco TMS、TelePresence Server または 
MCU のビデオ ポート を増やします。

すべての TelePresence 参加者が会議
に参加できません

会議はまだ開始されていません。
Cisco TMS スケジュール済み会議で
は、早期開始がサポート されていま
せん。エン ドポイン トは、会議が開始
するまで待ってダイヤルインする必
要があ り ます。

MCU/TelePresence Server の音声ポート
およびビデオ ポートがすべて使用中。
も う  1 つの原因は、会議のポートのビ
デオ/音声制限に達したこ とです。

MCU/TelePresence Server のポート合
計容量に達した場合、必要な操作は
あ り ません。 

会議の制限に達した場合は、管理者
が [TelePresence Server 会議
（TelePresence Server Conferences）] 
ページでこの制限を取り除く こ とが
できます。

WebEx ホス ト が会議に参加した後
で、MCU/TelePresence Server が切断
します。

WebEx ホス ト が現在、別の会議に参
加しており、その会議でもホス ト に
なっている。

• 同じ  WebEx ホス ト  ID を使用し
て複数の会議に同時に参加しな
いでください。

1 つのホス ト が一度に実行できる  
WebEx Enabled TelePresence 会議は 1 
つだけです。 

表 12-2 会議の開始または参加に関する問題 （続き）

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置
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表 12-3 会議の進行中に発生する問題

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

WebEx Welcome 画面が表示されま
せん

MCU でコンテンツが無効になって
いる。

MCU/TelePresence Server から  WebEx 
へのビデオ コールが失敗した。接続
はさまざまな原因で失敗する こ とが
あ り ます。

- 解決不能な SIP URI が原因で、
WebEx SIP ダイヤルが接続先に到達
できない

- WebEx サーバがダウンしている

- VCS の検索ルールの問題

- VCS でのメディア暗号化設定

• MCU の設定および会議ステータ
スを確認します。

• 検索ルールを検証し、SIP URI が 
WebEx サイ ト に正し くルーティ
ングされる こ と を確認します。

• VCS でこのゾーンの暗号化設定
を確認します。

• 上記の操作を行ってもエラーが
解決しない場合は、WebEx サイ ト
管理者にお問い合わせください。

TelePresence が WebEx に リ ンク され
ません

MCU/TelePresence Server から  WebEx 
へのビデオ コールが失敗した。接続
はさまざまな原因で失敗する こ とが
あ り ます。

- 解決不能な SIP URI が原因で、
WebEx SIP ダイヤルが接続先に到達
できない

- WebEx サーバがダウンしている

- VCS の検索ルールの問題

- VCS でのメディア暗号化設定

• -

WebEx でビデオが表示されません WebEx 参加者がビデオを有効にして
いない。

WebEx 参加者のカメ ラに問題がある。

• TelePresence および WebEx コー
ルが接続されている こ と を確認
します。 

• TelePresence に接続した参加者が
ビデオを送信しているかど うか
を確認します。

TelePresence でビデオが表示されま
せん

- • WebEx ユーザがすでに参加済み
で、ビデオを送信しているかど う
かを確認します。

WebEx で音声が聞こえません - • TelePresence コール統計情報を調
べて、TelePresence エンドポイン
ト が ミ ュー ト になっていないこ
とを確認します。 

• WebEx ユーザの間で相互に聞こ
える こ と を確認します。
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TelePresence で音声が聞こえません - • TelePresence の統計情報を調べ
て、WebEx 側から音声を受信して
いるかど うかを確認します。
PSTN/TSP 音声の場合は、音声
コールが接続されている こ と を
確認します。

TelePresence 側で、WebEx 側から共有
されるプレゼンテーシ ョ ンが表示さ
れません

- • TelePresence の統計情報を調べ
て、コンテンツ  チャネルの状況を
確認します。 

• WebEx ユーザ間で相互にコンテ
ンツが表示されるかど うかを確
認します。

WebEx 側で、TelePresence 側からのプ
レゼンテーシ ョ ンが表示されません

- • TelePresence の統計情報を調べ
て、コンテンツ  チャネルの状況を
確認します。 

• WebEx ユーザ間で相互にコンテ
ンツが表示されるかど うかを確
認します。

WebEx 側で、WebEx からのプレゼン
テーシ ョ ンが表示されません

- • WebEx 管理者に連絡してアドバ
イスを受けて ください。

TelePresence 側で、TelePresence 側か
らのプレゼンテーシ ョ ンが表示され
ません

- • TelePresence の統計情報を調べ
て、コンテンツ  チャネルが確立し
ているかど うかを確認します。 

• コンテンツ送信を停止してから
再開してみます。 

プレゼンテーシ ョ ンがメ イン  ビデオ
に表示されます

- • コンテンツ  チャネルの現在の
コール統計情報を調べます。 

• SIP コールが暗号化されているか
ど うかを確認します。

TelePresence 側で表示される  WebEx 
参加者からのビデオが低品質です

- • ネッ ト ワークの帯域幅を調べて、
ネッ ト ワーク接続不良が発生し
ているかど うかを確認します。

WebEx 側で表示される  TelePresence 
参加者からのビデオが低品質です

ネッ ト ワーク接続不良 • TelePresence 参加者のコール統計
情報を確認します。

ビデオで音声が遅れます（ リ ップ シ
ンクの問題）

PSTN/TSP 音声では、リ ップ シンクは
保証されません

• -

発言中の参加者が切り替わり ません - • PSTN/TSP の場合、音声コールと
ビデオ コールが リ ンク されてい
る こ と を確認します。

表 12-3 会議の進行中に発生する問題 （続き）

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置
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TSP 音声会議に関する問題

こ こでは、TSP 音声を使用する会議で発生する可能性のある問題について説明します。

TSP 音声会議で発生する一般的な問題を解決する方法については、表 12-4 の ト ラブルシュー
テ ィ ング情報を参照して ください。

発言中のコールイン参加者のビデオ
が切り替わらず、これらの参加者に
電話アイコンが関連付けられていま
せん。

1.WebEx サイ ト管理者が正し く設定
されていない。

2.音声コールが失敗した。 

3.MCU が誤った参加者 ID を送信する。

• Cisco TMS CCC または MCU で、
音声コールが失敗したかど うか
を確認します。

• コールイン ユーザをマージするに
は、サイ トで WebEx サイ ト管理者
の「TSP アイデンティティ  コード」
が有効になっている必要があり ま
す。無効になっている と、コールイ
ン マージは機能しません（たとえ
正しい値をダイヤルし、intercall で 
#1 が正しい場合でも）。

WebEx 側での TelePresence 参加者から
のプレゼンテーシ ョ ンが低品質です。

ネッ ト ワークの問題が発生している
可能性があ り ます。 

• TelePresence と  WebEx の間の帯
域幅を調べます。

WebEx 参加者からのビデオがフ リー
ズします。

ネッ ト ワークの問題が発生している
可能性があ り ます。

• TelePresence と  WebEx の間の帯
域幅を調べます。

会議が予期しない状況で終了します - • TelePresence ログを調べ、コール
終了の理由を確認します。

会議が自動的に拡張されません 現在の会議が終了した時点で始まる
別の会議に TelePresence が予約され
ている。

• Cisco TMS 予約リ ス ト を調べて
確認します。

表 12-3 会議の進行中に発生する問題 （続き）

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置
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表 12-4 TSP 会議に関する問題

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

ホス ト で以前にスケジュールされ、
スケジュールの終了時刻を過ぎて延
長された会議の音声に、TelePresence 
が参加します。

TelePresence システムは、スケジュー
ルされた時間にホス ト音声会議にダ
イヤルインします。延長中の以前の
音声会議にホス ト が参加している可
能性があ り ます。 

例：

TelePresence によって使用されるホ
ス ト  アカウン ト が、実際の WebEx ホ
ス ト のアカウン ト です。このホス ト  
アカウン ト が 2 つの連続する会議を
スケジュールします（ 初の会議は 
WebEx 会議、2 番目は TP+WebEx）。ホ
ス ト が 初の会議を開始し、この会
議が延長します。TelePresence+WebEx 
の会議の開始時点で、TelePresence は
ダムダイヤル文字列を使用して TSP 
会議にダイヤルし、この会議に接続
します。結果：TelePresence 参加者に
は、以前の会議の音声が聞こえます。

これは TSP 音声のし くみが原因であ
り、顧客に十分に理解される可能性
があ り ます。

• TSP 音声への参加後に 
TelePresence 音声プロンプ ト を再
生するよ うに設定します。「Cisco 
TelePresence が音声会議に参加し
ました（Cisco TelePresence is now 
in the audio conference）」（あるい
は類似のメ ッセージ）。

コ メン ト API を使用する方法では
これは解決できません。

ホス ト が 「音声会議を継続する（keep 
audio conference running）」オプシ ョ ン
を指定して退席した、以前のスケ
ジュール済み会議の音声に 
TelePresence が参加します。

前述のシナリオに似ており、ホス ト
は 初の会議を退席しますが、退席
時に「音声会議を継続する（keep audio 
conference running）」を選択していま
す。したがって、 初の会議の音声会
議が継続され、やがて  TelePresence が
ダイヤルインします。

これは TSP 音声のし くみが原因であ
り、顧客に十分に理解される可能性
があ り ます。

• TSP 音声への参加後に 
TelePresence 音声プロンプ ト を再
生するよ うに設定します。「Cisco 
TelePresence が音声会議に参加し
ました（Cisco TelePresence is now 
in the audio conference）」（あるい
は類似のメ ッセージ）。

コ メン ト API を使用する方法では
これは解決できません。

「ホス ト  プラ イベート会議コード」の
ために DTMF ダムダイヤル入力方式
を使用できないこ とがあ り ます（ホ
ス ト と してダイヤルイン  + ホス ト が
すでにダイヤルイン済み）。

TSP が「ホス ト  プラ イベート会議
コード」を導入した場合、ホス ト が使
用する会議コードは参加者が使用す
るコード と異なるため、ホス ト が PIN 
番号を入力する必要があ り ません。
この場合、ホス ト がすでに会議にダ
イヤルしている と、音声プロンプ ト  
コール フローによって MCU のダム
ダイヤルが使用できな くなる こ とが
あ り ます。（当社のテス ト では、この
時点で TSP ブ リ ッジからすべての外
国語プロンプ ト が聞こえました。こ
れはホス ト会議コードがすでに使用
中である とい うブ リ ッジ警告です。）

• API 方式を使用します。または、

• TSP パートナーへのアドバイス：
「ホス ト  プラ イベー ト会議コー
ド」を使用する場合は、2 番目の
ユーザがホス ト  プラ イベー ト会
議コードを使用してダイヤルイ
ンする こ と を  TSP 音声ブ リ ッジ
で許容する こ と を検討して くだ
さい。
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MCU/TelePresence Server がダイヤル
できません。

PSTN コールが WebEx に PSTN ゲー
ト ウェイをパス  スルーするよ うに設
定されていない可能性があ り ます。

VCS からの発信ダイヤリ ングが正し く
設定されていない可能性があり ます。

• PSTN ゲート ウェ イを  WebEx に
パススルーするよ うにコールを
設定します。

• VCS と  MCU/TelePresence Server の
発信ダイヤル設定を確認します。

（NBR とは異な り ）ダイヤル シーケ
ンスを  TSP API 経由で即時に発行で
きません。

サイ トのテレフォニー ド メ インでは、
OT 2.0 と  TSP の統合のためのダイヤ
ル シーケンスを静的に設定する操作
だけが可能です。これによ り、TSP が
ある程度制限されます（異なる音声ブ
リ ッジ インフラス ト ラ クチャや異な
るダイヤルイン番号ある場合）。 

対照的に NBR では静的設定と動的
設定が可能です。動的設定を行うに
は、会議開始時にパートナー TSP ア
ダプタが 
A2W_RspCreateConference[NBRPhon

eNumber] を使用して NBR ダイヤル
文字列を  WebEx に送信するよ うに設
定します。 

• MCU ロジッ クが WebEx 会議を
開始し、その時点で WebEx から
ダイヤルイン文字列を収集する
よ うに、ロジッ クを変更します。
このシーケンスによ り、WebEx は 
TSP からダイヤル文字列を次の
よ うに動的に収集できるよ うに
な り ます。

1. TelePresence が TelePresence 
会議を開始する。

2. TelePresence が WebEx 会議
を開始する。

3. WebEx が TSP に 
W2A_CreateConference を送
信する。

4. TSP が WebEx に 
A2W_RspCreateConference を
送信する（これに TP ダイヤ
ル文字列が含まれます）。

5. WebEx が MCU にダイヤル文
字列を送信する。

6. MCU が TSP ブ リ ッジにダイ
ヤルインする。

（他のコンポーネン ト を変更する と
と もに）TSP API と  TSP Server も変更
する必要があ り ます。

MCU ダイヤル文字列によ り使用さ
れる  TSP 音声アカウン ト情報が古い
情報です。

MCU は、会議開始（数週間後と して
スケジュールされる こ と もある）の
時点で使われる  TSP ダイヤル文字列
を、会議スケジュール時点で収集し
て保存しているため、ダイヤル文字
列が古くなって TSP 会議へのコール
が失敗する こ とがあ り ます。
TelePresence 会議のスケジュール時
点から  TelePresence 会議の開始まで
の間にデフォル ト （ 初の）TSP 音声
アカウン ト が変更された場合に、こ
の状況が発生します。

• 前述の推奨事項に従う こ とで、こ
の問題が解決します
（TelePresence 機器が会議のスケ
ジュール時点ではな く会議の開
始時に WebEx から  TelePresence 
ダイヤル文字列を収集するよ う
に設定する）。

表 12-4 TSP 会議に関する問題 （続き）

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置
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TelePresence Server および MCU に関する問題

こ こでは、TelePresence Server および MCU が原因で会議で発生する可能性のある問題について
説明します。

TelePresence Server と  MCU で発生する一般的な問題を解決する方法については、表 12-5 の ト ラ
ブルシューテ ィ ング情報を参照して ください。

システム動作の管理
• Cisco WebEx ビデオ表示ウ ィ ン ド ウの管理（12-10 ページ）

Cisco WebEx ビデオ表示ウィンドウの管理

[Cisco WebEx ビデオ表示（Cisco WebEx video view）] パネルが開いている状態で、プレゼンテー
シ ョ ン  ケーブルを接続する と、ウ ィ ン ド ウ  カスケード効果が発生する こ とがあ り ます。この問
題を防ぐには、プレゼンテーシ ョ ンを行う ラ ップ ト ップにプレゼンテーシ ョ ン  ケーブルを接続
する前に、Cisco WebEx ビデオ表示アプ リ ケーシ ョ ンを閉じて ください。カスケード画面が表示
されたら、図 12-1 に示すよ うにビデオ表示ウ ィ ン ド ウを閉じます。

表 12-5 TelePresence Server および MCU に関する問題

問題またはメ ッセージ 考えられる原因 推奨処置

MCU/TelePresence が、WebEx に接続
した直後に切断されます。SIP Bye 
メ ッセージを  WebEx ク ラ ウ ドから受
信します。

WebEx ホス ト が、すでにホス ト と し
て会議に参加している状態で会議に
参加しよ う と した。

• 同じ  WebEx ホス ト  ID を使用し
て複数の会議に同時に参加しな
いでください。

コ メン ト 1 つのホス ト が一度に実
行できる  WebEx Enabled 
TelePresence 会議は 1 つだ
けです。 
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図 12-1 カスケード表示された Cisco WebEx ビデオ表示ウィンドウ
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